

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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オープニング









　俺の瞳ひとみに映る彼女は輝かがやいている。

（そろそろ目的地の駅に着くよ）

　今まさに降り積もった雪のような真っ白い肌はだ。

（まだ九月の初めだよ？　雪のことを考えるには少し早いと思うけどなぁ）

　触ふれると溶とけてしまうのでは？　と心配になるほど繊せん細さいで氷細工のようにみえる彼女。

（身体からだは部活で鍛きたえてるし、なにより今は心が熱く燃え上がってるよ！）

　聡そう明めいな彼女が、今なにを考え、なにを願っているのか、凡ぼん人じんの俺には知るよしもない。

（自分の大好きなものを買いに行くんだから、今は胸をトキめかせてるはずだよ）

　……あぁ～、うっせーなぁ。俺と彼女──姫ひめ野の実み衣い奈なの時間を邪じや魔ましないでくれよ。

（私も姫野実衣奈ですぅ！　っていうか、私が本物の姫野実衣奈なのにぃぃ！）

　電車のなか。俺の視界には、隣となりの号車で凜りんと佇たたずむ姫野実衣奈が映っている。

　その視界の片かた隅すみ。視線の先の姫野実衣奈と、まったく同じ顔、姿形をしている人物が、腕うで組ぐみをしながら頬ほおをぷくぅと膨ふくらませていた。

　俺の瞳に映る彼女は透すけている。

（その、お化けを見るような目は、なにかな？）

　雪解け水のような透とう明めい感あふれる肌。

（白い肌よりも透きとおる肌のほうが、ポ、ポイント高いでしょっ）

　触れると火傷やけどしてしまうのでは？　と俺の身が心配になるほど熱を帯びている彼女。

（血が通かよっている証しよう拠こだよ。人間味あっていいでしょ？）

　アホな彼女が、今なにを考え、なにを願っているのか、凡人の俺でも手に取るように分かる。彼女が俺に本音をさらけ出してくれるからだ。

（アホとはなによ、アホとは）

　俺の心の声も、彼女には漏もれ伝わってしまっているのだが！

　腕組み姿勢を崩くずし、両手を腰こしに当てて俺の身体にズイズイ近寄ってくる彼女。

　ち、ちかいっ！　吐と息いきが、かかるってば！

　俺の心臓が早はや鐘がねを打ちはじめ、心しん拍ぱく数すうが上じよう昇しようしていくのを感じる。

（はっ、はぁっ、はぅっ!?　な、なに、こ、これ、あわわわぁ～）

　彼女の頬は、俺の胸の鼓こ動どうに反応するかのように、白でも透とう明めいでもなく秋の紅葉を思わせる朱しゆへと変化していた。

（乙いつ綺きくん、き、緊きん張ちようしすぎでしょ！　お、お、おおお落ち着いてっ）

　お、お、おお俺に急に近づいてきたミーナが悪い。

（ま、まぁ？　わ、私に緊張しちゃったのなら、し、仕方ないっ！）

　ち、ちっげーし！　姫野実衣奈の麗うるわしい横顔に見み惚とれてしまったからであって、ミーナに緊張したわけではない！

（むむむぅ。あんなアホ面づらの、どこが麗しいのかなぁ……）

　入学してから、ずっとテストで一位取ってんだぜ？　アホなわけないだろ。

（むぐぐぅ。私も同じなのにぃぃ！）

　──そう、同じなのだ。

　隣の号車で、背筋をピンと伸のばしている見目麗しい姿の姫野実衣奈と、俺の目の前でワンワン騒さわいでいるミーナは、まったくの同一人物なのである。認めたくはないのだが。

（あ、ここだよ！　この駅で降りるよ！　はやくぅ、はやく降りてぇ！）

　とある駅に着くと、ミーナが瞳を輝かせて俺に降車を促うながしてきた。

　片かた想おもい中の相手である姫野実衣奈を、彼女の分身と追いかける俺。

　なんでこんなことに……これまでは平凡な高校生活を送っていたのに……。

　俺と心拍を共有する透明な彼女──ミーナが目の前に現れたのは二日前のことである。

　二日前の始業式の日、俺、早さ乙女おとめ乙綺とミーナの不可思議な共同生活が幕を開けたのだ。

　あぁ～！　なんで、こんなことになっちまったんだぁ！








一章　姫ひめ野のと一いつ緒しよに姫野を攻こう略りやくする









「表ひよう彰しよう状じよう、姫野実み衣い奈な。貴女あなたは全国高等学校総合体育大会女子バドミントン競技において、四位入賞の成績をおさめましたので、その栄えい誉よをたたえこれを賞します」

　高校一年の二学期始業式。

　体育館に設置された小さな換かん気き窓が半分開き、野の良ら猫ねこの穏おだやかな鳴き声と気だるい温風が外から注ぎ込む、処暑を過ぎた晩夏の季節。

　真っ黒に日焼けしたクラスメイトたちに挟はさまれ、俺は壇だん上じようで表彰されている姫野実衣奈を、その他大勢のモブたちと見上げていた。

　夏休み中も室内にこもり、健康的な肌はだ色いろの状態を保持している俺。オセロであれば、俺の肌もリア充じゆう野や郎ろうたちと同様に、こんがり焼き上げた食パンのような色になるだろう。

「乙いつ綺きの大好きなお姫ひめ様さまは、夏休み中も日々研けん鑽さんしておられたようだぜ？　乙綺は何かやってたんかぁ？」

　後方の黒くろ焦こげ野郎、中なか川がわ翔しよう真まの軽口が、静せい寂じやくの体育館のなかで俺にだけ届く声量で発せられた。

「俺は日々何事もなく、健康に過ごせたらそれで満足なんだよ。充じゆう実じつしてんだよ」

「相変わらず達観してんな、乙綺は。そんなんじゃ、成人する頃ころには枯かれちまうぜ？　うぇっへっへ」

　翔真は茶ちや化かすように話しかけてくるが、コイツもリア充ではない。リア充に憧あこがれリア充になりたいリア充もどき。女の子にモテるためのテクニックやファッション、女の子とのオススメのデート場所などを雑誌で見て勉強しているそうだ。

「それにしても可愛かわいいな、姫野実衣奈」

　姫野実衣奈は清せい楚そ系アイドルのようなナチュラルなミディアムヘアだ。翔真のようにワックスで無理矢理弄いじっている髪かみとは質感が違ちがう。キューティクルケアを毎日おこなっているのだろうか、黒髪が艶つややかに輝いている。花の髪かみ飾かざりも彼女に似合っている。

「おいおい乙綺、声が漏れてるぜ。ほかの男子に聞かれたら目をつけられるぞ？　気をつけろよ」

　俺の通う私立光こう城じよう館かん高こう校こうの一番人気の女子。それが俺のヒロイン、姫野実衣奈である。

　中等部からの内部進学組の俺とは違い、姫野実衣奈は高等部から入学してきた外部生だ。

　見た目の可愛さや運動神経、さらには入学時からずっと一位をキープしている学業成績など、あらゆる分野で目立ち、一学期の時点で学校のアイドル的存在となっている。

　ゆえに、彼女を狙ねらう男子生徒は多い。

「別に問題ないさ。どうせ俺なんか相手にされるわけないんだし」

　視線の先の壇上では、姫野実衣奈が賞状を恭うやうやしく受け取っている。

　壇上で表彰される学校のアイドルと、それを下から見上げる冴さえないモブ野郎。

　姫野実衣奈と俺とでは、展開される物語が違うのだ。

　そんなことを考えながら、俺は尊敬と称しよう賛さんの眼まな差ざしで彼女の晴れ舞ぶ台たいを見送った。




　始業式が終わり、平凡な日常の入り口である教室へと向かう。と、そのとき──

「きゃあああああ！」

　重い足どりで階段をのぼっていると、突とつ然ぜん、空から女の子が降ってきた。

「うおっ！」

　階段の上から転落してきた女の子を咄とつ嗟さにかばい、俺は彼女の下した敷じきになる。俺が下にいなかったら、彼女は踊おどり場に頭から突つっ込んでいただろう。危なかった……。

　仰あお向むけになって寝ね転ころぶ俺の腹部に、女の子のささやかな重みを感じる。

　クソみたいな俺の日常で初めてのラブコメ展開だ。

　女の子の姿を確かく認にんしようとしたのだが、俺の顔は紙のようなものに覆おおわれ、視界が妨さまたげられてしまっていた。

　紙を手に取って確認してみる。

　この紙は…………表彰状？　女の子のものだろうか、名前は……っと。

「あわわわぁ～！」

　あわわわぁ～！

　女の子の声と俺の心の叫さけび声が重なる。

　──表彰状に記き載さいされていた名前は姫野実衣奈。ということは、今、俺のお腹なかの上に乗っているのも……ごくり。どくんっどくんっドクドクドクドクドクッ。

　生なま唾つばを飲み込む音が開幕音となり、俺の心臓は超ちよう高こう速そくで連打されるドラム状態となった。

　俺から慌あわてて離はなれた女の子に、恐おそる恐る顔を向けてみる。

　……紛まごうことなき姫野実衣奈だった。毎日、妄もう想そうのなかに登場している同級生であり、俺の憧れのヒロインである彼女。

「ああああ、しょのっ、その！　だだだ大だい丈じよう夫ぶでふゅか!?」

　大丈夫じゃないのは俺のほうだった。

「私より貴方あなたのことが心配です！　ごめんなさい、本当に私のせいで……こんな」

「おおお俺は大丈夫っでしゅっ。ぜぜぜっっんぜっん平気っすぅぅ！」

　フラフラになりながら立ってアピールする。

　今は身体からだの痛さよりも、目の前にいる美少女への緊きん張ちよう感のほうが問題だ。

　俺は姫野実衣奈と一度も話をしたことがない。俺は彼女のことをもちろん知っているが、彼女は俺のことなどまったく知らないだろう。貴族と平民には接点がないのだ。

「本当に助かりました。自分のことを顧かえりみず、見ず知らずの私のことを守ってくださって……感謝の言葉が見つからないほど感激しています。身体のことが心配ですので、保健室まで一緒に行きましょう」

「あ、い、いえ！　おおお俺は、だ、大丈夫なんで！　お気き遣づかいなさらずっ！」

「やはりどこか痛めたのでしょうか？　少しの間、ここで待っていてください。保健の先生を呼んできますので」

「本当に大丈夫ですー！」

　──その場から逃にげるように、急いで階段を駆かけ上がる。

「はぁはぁ……マジか……姫野実衣奈と会話しちまったぜ…………信じらんねぇ！」

　夢にまでみた憧れの彼女との会話。

　妄想の中では毎日のように彼女と会話しているが、現実では初めてのことだった。

「あぁ～、それにしても、なんか柔やわらかかったなぁ～、女子の制服の生き地じって男子と違うのかな～。良い匂においもしたし、むにゅっとした感かん触しよくたまらなかったなぁ……」

　俺は、しばしの間、奇き跡せきの余よ韻いんを噛かみ締しめる。




（ねぇねぇ！　本当に大丈夫なの!?　念のため、病院で診みてもらったほうがいいよ？）




　ん!?　なんだ!?　人の声が聞こえた気がするぞ。大事な余韻を邪じや魔まするのは、誰だれだ！

　周りを見わたすが廊ろう下かには誰もいない。

　……姫野実衣奈か？　もしかして後を追ってきたのか？

　妙みような緊張感と期待感を抱いだきながら、ゆっくりと後方を振ふり返る。すると、そこに──

「ひ、姫野さん!?」

　俺を心配そうに見つめる姫野実衣奈が佇たたずんでいた。

　周囲には昼下がりの暖かな空気と太陽の眩まぶしい光が広がっており、それが彼女の放つオーラのようにも感じられる。

（どこか痛めてない？　本当に大丈夫？）

「だ、だ、大丈夫でゅふっ！」

（ぜ、全然、大丈夫、そう、じゃないけど……心臓が……なにこれ）

　……ん？　なんだろ？　さっきまでの彼女と様子が少し違うような……？

　よく見ると、彼女の身体もちょっとおかしい。

　俺のヒロイン姫野実衣奈は、学内で一番存在感のある人間である。俺くらいのガチ恋こい勢ぜいになると、遠くからでも彼女の存在を認識できるほどだ。

　しかし、目の前の彼女は信じられないほどの透とう明めい感がある。そこにいるのにいないような、まるで蜃しん気き楼ろうのような儚はかなげな存在にも思えてくる。

　……っていうか、透すけてね？

　透けてるよ！　だって、後ろの階段が彼女の身体越ごしで見えるもん！

　階段を上がってくる生徒の姿も確認することができた。

　ちょちょちょ！　あれも姫野実衣奈じゃないか!?

　目の前にいる姫野実衣奈越しから、階段を上がってきた姫野実衣奈を確認する。

　ちょっと何を言ってるのか俺にも分かんねぇ。

「ああ、よかったです、まだここに居たのですね。元気に動けるようで安心しましたが、念のため病院で診てもらったほうが良いと思いますよ？」

　階段を上がってきたほうの姫野実衣奈が、俺に気遣いの言葉をかけてくる。

「ひ、ひひひ姫野さん……？」

　混乱の原因は憧れの女子生徒との会話だけではない。

「おや？　私のこと、ご存じだったのですか？」

（あれ？　私のこと、知ってたの？）

　俺の問いかけに、同時に反応する二人の姫野実衣奈。一人は礼れい儀ぎ正ただしく、もう一人は宙を漂ただよいながら、ぶっきらぼうに答えた。

　……宙漂ってんじゃん！　幽ゆう霊れい？　幻げん覚かく？　どっちにしてもヤバい、逃げろっ！

（あ、ちょっと！　なんで逃げるのー!?）

　姫野実衣奈との会話だけでも心臓が破は裂れつしそうなのに、こんな怪かい奇き現象に遭そう遇ぐうしたら逃とう避ひしたくもなる！

　俺は急いで自分の教室へ逃げ込むことに──

「こらぁ早さ乙女おとめ、たるんでるぞー。もうホームルーム始まってるから席につけー」

　教室に入った瞬しゆん間かん、担任の女性教師からお説教を食らってしまった。

　そういやホームルームの時間だったな。なんか非現実的なことが起きたせいで、クソみたいな日常に安あん堵ど感を覚えるぞ。

（ねぇ、なんで逃げちゃうかな？）

「ぶぶうううぅ！」

　窓まど際ぎわ最さい後こう尾びの席につくと、さきほどの透明少女が後ろからヌルっと顔を出してきた。

「おい早乙女、うるさいぞ。静かにしろ」

　担任から注意を受けてしまったが、むしろ、この幽霊に突っ込んでほしい！

　……ってか、視みえてないの？

　透明な彼女の様子を恐る恐る窺うかがってみたのだが──腕うで組ぐみをして、俺に突き刺さすようなジト目を向けていた。

（私は、ただお礼が言いたいだけなのにな……）

　俺……疲つかれてんのかな、ははっ。

　内容が頭に入ってこないホームルームが終わり、翔真が俺を茶ちや化かしにやってきた。

「乙綺がクラスで目立つ行動を取るの珍めずらしくね？　なんかあったのかぁ？」

「な、なんもねーよ」

　窓まど枠わくに腰こし掛かけてる女の子をチラ見しながら答える。

（早乙女乙綺くんっていうのかぁ。隣となりのクラスだったんだね）

　か、かのじょは姫野実衣奈なのか？　声も顔も完全に姫野実衣奈なんだが……透けて浮ういている以外。い、いや、性格も少し……だいぶ違うぞ……？

「どうした乙綺？　そんなに窓の外を気にして。オレはバイトだから先に帰るぞー」

「あ、ああ……また明日な」

　窓の外……か。どうやら、翔真にも透明な彼女は視えていなかったっぽいな。

「よっ、乙おつ乙おつ、宿題忘れんなよ～」

「乙乙くん、乙かれーっす」

　クラスメイトたちが、俺を馬ば鹿かにするような言葉を並べて教室から出ていく。彼らにも彼女の存在は視えていないようだ。つか、その呼び方はやめろ。

（乙乙くんかぁ～、可愛かわいいね。私も、そう呼んでいい？）

　好きな女の子に乙乙とか呼ばれた日には、ショックで寝ね込こむ自信あるわ。

　早乙女乙綺。なんだこのゲシュタルト崩ほう壊かいを起こしそうな名前は。名前が乙ってんだよ。

（えー、可愛いのになぁ）

　…………あれ。今、俺、口に出してないよな。心のなかでボヤいてただけだよな……？

（ねぇねぇ、そんなことより可愛い女の子が近づいてくるよ？）

　脳内が情報の大だい洪こう水ずいに見み舞まわれていたとき、よく見知った顔の女が俺の席にやってきた。

「乙綺～、友達にカラオケ誘さそわれたんだけど、一いつ緒しよに行かない？」

　クラスメイトの椎しい名な凛り音おんが、ロングの茶色い髪かみを揺ゆらして俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「行かね」

　俺は早く帰って休むのだ。脳をリフレッシュさせなければならない。

「え、なんでよ？」

　この不可思議な現象を消し去りたいからだよ！

「行きたくないから行かないの。じゃな～」

　この幼おさな馴な染じみの女。周囲の目を気にせず、いつも俺をリア充じゆうたちとの遊びに誘ってくる。

（お、お、幼馴染!?）

　腰近くまで伸のびたストレートの長い茶ちや髪ぱつ。テニス部所属で、良い感じに引き締まっている身体。男子からの人気も高く、こうして俺と話をしているだけでクラス内から殺気立った視線を感じる。もちろん、殺気の矛ほこ先さきは俺だ。凛音のお友達さんたちだろう。

「あっ、乙綺～、待ってよ！　あぁもう！　明日ちゃんと宿題忘れずに持ってくんのよ！」

　俺だけに攻こう撃げきが向けられるのであれば問題ない。でも、凛音に良からぬ噂うわさが立つのは嫌いやだ。凛音は悪いやつじゃないからな。というか、凛音とは家が隣となり同どう士しで、小さいときからの付き合いなので家族の一員みたいなものだ。家族は大事にしないとな。

（いいなぁ、幼馴染！　……それにしても、凄すごいなぁ。お友達からの誘い、あっけなく断っちゃった……）

　幻覚を無視し、教室を出てしばらく歩いていると脳のう裏りに嫌な言葉が蘇よみがえってきた。

　──額から次し第だいに汗あせが流れ始める。

「宿……題？」

　俺にとってのモブクラスメイト、通つう称しようモブメイトや凛音がさっき言っていたな。

　……明日、夏休みの宿題の提出期限だったっけ。はやく帰らねぇと！




（へぇ～、片付いていて良いお部屋だね）

　急いで帰宅した俺だったが、この異常現象の件は、ひとまず棚たな上あげすることに。

　俺には早急にやらなければならないことがあるからだ。

（なーに？）

　夏休みの宿題である。

（え？　夏休みの宿題まだ終わってなかったの？　私も手伝おうか？）

　うるさい、余計なお世話だ。

　なぜ俺は幻覚に手助けされなければならないのか。完全にアホじゃないか。

　しかし、不思議だな。目の前に幻覚がハッキリと視えているのに頭は全然痛くない。

　むしろクリアに思考が働く。逆に怖こわい。

「今は幻覚よりも宿題が先だ」

　集中すれば二時間くらいで終わらせることができる。だったら夏休みのうちに終わらせておけ、というのは野や暮ぼな話だろう。

（野暮じゃないよ～。なんで夏休みのうちに終わらせておかないの）

　無視無視。あーもう、ただでさえ低い集中力が、幻覚のせいで余計に削けずられてしまう。

　勘かん弁べんしてくれよ……。

（あ、今解いた漢字の問題の答え、間ま違ちがってるよ。完かん璧ぺきの璧の部首は『おうへん』だよ？　それだと壁かべになってるね）

　……あ、ほんとだ。よくあるミスだよね。気をつけようね。

　いつの間にか俺の隣に移動していた幻覚さんが、机に置かれた夏休みの宿題を指でさして教えてくれた。

「……」

　──って！　なんで幻覚に間違い指し摘てきされてんだよ！

　え？　マジなんなの？　マジで、この幻覚なんなの？　俺のお助けキャラ？

（あ！　また間違えてるよ。その問の選せん択たく肢しはアじゃなくてウだよ？　アは引っかけだね）

「…………」

（次の解答も間違えてるよ？　一学期に先生が、そこは間違って覚えやすい箇か所しよだから気をつけるように、って授業中なんども話していたと思うけどなぁ）

「………………」

　ちくしょー！　ちくしょうっ！

　なんで、こんなわけの分からん幻覚に注意されてんだよ！　泣きたい。

　その後も幻覚から指摘やダメ出しをされながら、俺は宿題を終わらせた。

　なんだろう、普ふ通つうにやるよりも早く終わったのだが、妙みようなストレスだけは残ったぞ。

「あーあ、やっと終わったぁ。これで晴れて自由の身だぁ」

（大げさだなぁ。夏休みに終わらせておくべき宿題を片付けただけなのに。そもそも、勉強のパラメーターが少し低い気がするなぁ）

　パラメーター？　なんか幻覚にディスられてね、俺……。

　数学とか赤点ギリギリの成績だから文句も言えねーけど。

　まぁいい、今日は良いこともあったんだ。幻覚のせいで忘れそうになるが。

「ほんと、今日のはラッキーだったよなぁ」

（ラッキー？　なにか良いことでもあったの？）

　良いことなんてもんじゃないさ。あの憧あこがれの姫野実衣奈だぜ!?　今、思い浮かべてみても可愛い顔が蘇ってくるよ。あんな間近で見れて、しかも身体からだ触さわっちゃったもんなぁ。

（あわわわぁ！　い、いきなりそんなこと言われると……て、照れるよぅ……）

　姫野実衣奈の可愛い顔を思い浮かべていると、顔を紅潮させながら両手をぶんぶんしている幻覚の姿が視界に飛び込んできた。俺が思い浮かべていた顔と同じ顔を持つ幻覚。

　……なんでお前が照れてんだよ。

（ま、まぁ？　私も悪い気はしないけど……あ、ありがとう）

「いや、なんでお前に礼を言われるんだよ!?」

　思わず口に出してツッコんでしまった。

　しかし、こうして間近で眺ながめてみると、完全に姫野実衣奈だよな。

（な、なにかな？）

　幻覚は瞳ひとみに警けい戒かいの色を滲にじませ、自分の髪をクルクルと指に巻きつけている。

　ちょっと触ってみようかな……べ、べつに幻覚だし問題ないよな……？

　彼女の手の甲こうに、俺の手をそっと差し伸べてみる。

（ひゃっ！　きゅ、急になに!?）

　俺の差し出した手を振ふり払はらおうとした彼女だったが、俺に痛みは発生しなかった。なぜなら、彼女の手は俺の手を透とう過かし、直接触ふれられなかったからだ。虚むなしく空を切っただけ。

（うぅ）

　彼女は涙なみだ目めになって項うな垂だれてしまった。

　俺としては、彼女が非現実的な幻まぼろしの存在であることを実感できたわけだが。

　やっぱ疲れてんのかな……俺。勉強も部活も頑がん張ばってないのに。

　……よし、風ふ呂ろに入って綺き麗れいさっぱり全部洗い流そう。

　一階の脱だつ衣い所じよに行き、浴場へ入る。そのとき──

（きゃああああああ！）

　耳を劈つんざくような甲かん高だかい悲鳴が風呂場に鳴り響ひびいた。

　なんのことはない……幻げん覚かくの悲鳴だ。なんで俺の入浴シーンにまで、くっついてきているのだろうか。悲鳴を上げたいのは俺のほうである。

（ちょっとぉ、ほんとにもう……どうしよう、これ……。貴方あなたの裸はだかを見つつ、一緒にお風呂入るみたいじゃないの……見てるこっちが恥はずかしいよぅ。か、隠かくしてよぅ……）

　そんなことを呟つぶやきながらも、顔を覆おおった両手の隙すき間まから、チラりと俺を見ているようだが……。
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「それにしても……今の悲鳴、ほんと姫野実衣奈まんまだよな」

　今日、間近で本物の悲鳴を聞いたからこそ、両者の声が一いつ致ちしているのがよくわかる。

　身体を洗い終えた後、浴よく槽そうで疲れを取っている際も思考を巡めぐらせる。ハーブの匂においがする入にゆう浴よく剤ざいの香かおりが鼻び腔こうを抜ぬけ、脳に冷静さを届けてくれるようだ。

　……よし！　今日は早く寝て、明日からいつもどおりの日常に戻もどろう。それがいい。

　心身ともに疲ひ弊へいしていたので、お風呂から出ると、すぐにベッドに横たわってしまった。

（今日は疲つかれてるみたいだから、明日ゆっくり説明させてもらうね。おやすみなさい）

「…………」

　あぁ、今日は本当に疲れた。姫野実衣奈との一件よりも、この幻覚に対しての疲ひ労ろう感のほうが強い。明日には消えているのかな。それを嬉うれしくもあり、ちょっとだけ寂さびしくもあり……そんなことを考えていると、いつの間にか眠ねむりについていた。




（おはよー！　朝だぞー！　遅ち刻こくしちゃうよー！）

　なんだよ朝っぱらから、うるせーなぁ。

「ふあぁ……今、何時だと思ってんだよ。まだアラームも鳴ってないだろ……」

　欠伸あくび混じりに寝ぼけ眼まなこをこすりながら時刻を確かく認にんする。

「なんだよ、まだ六時じゃねーかよ」

　七時起きの俺は、あと一時間は寝られる。誰だれだよ、一時間も早く起こしに来るやつは。

（どう？　疲れは取れた？）

　ひ、ひひひ姫野さん!?　なんで俺の部屋にぃぃぃ！

　慌あわてて飛び起きた俺を、ベッドの横で心配そうに見つめている姫野実衣奈の姿があった。

　……はぁ、そうだった。そうだったよ。結局、この幻覚、消えなかったってことか……。

　睡すい眠みんによって脳に変化があるかと思ったが、そんなことはなかったようである。

（疲れよりも身体が心配だね。背中に痛みはない？）

　ゆっくりとベッドから起き上がった俺を介かい抱ほうするように、幻覚は俺の背中に掌てのひらを当ててくる。身体に触れることはないので直接的な温ぬくもりを感じることはない。しかし、その幻覚の行こう為いに、優やさしい温かみを感じてしまったことは認める。

　──身体は快調だ。問題は幻覚のほうである。

　この幻覚に関して、俺には昨日から思い当たることが一つある。あくまで可能性の一つではあるが、その可能性は信じたくなかった。でも、まさかな……。

（んん？　やっぱり私のこと気づいてたの？　ま、それも当然だよね。昨日からこうして接しているわけだし、さすがに気づくよね？　そう、私は──）

「俺の作り出したイマジナリーフレンドだな!?」

　時刻は朝の六時過ぎ。俺の部屋に俺の声だけが響き、静せい寂じやくが訪おとずれる。

（……え？　イマジナリーフレンドって、えっと……自身が生み出した空想上の友達ってことだよね？　私は違うよ、だって私は私だもん）

　幻覚……もとい俺のイマジナリーフレンドが静寂を切り裂さいた。

（だ・か・ら！　イマジナリーフレンドじゃないってば～）

　俺は自分が信じられなかった。自分は妄もう想そうと現実をしっかり区別できる人間だと思っていたんだから。それが、この有様である。

　現実逃とう避ひの妄想が、とうとう空想上の友達を生み出してしまったのだ。

（生み出してしまったのだ──じゃないから！　勝手に結論付けないでよぅ）

　しかし、どうしたものか。生み出してしまったものは仕方ない。なんとかして消し去りたいところだが、方法が分からない。とりあえずコミュニケーションをとってみるか。

（うんうん、良い心がけだね。まずはお互たがいの自己紹しよう介かいから始めよっか）

「俺は早乙女乙綺だ。まぁ自己紹介するまでもなく俺のことは知っているんだろ？　俺の深層心理だか表層心理だか知らないが、お前の正体はソレだろ？」

　昨日から感じていたが、心の声を読み取れるのだから心理的なナニかだ。

（全然違ちがうよ。さっきも言ったけど、私は私。私は姫野実衣奈だよ、改めてよろしくね）

　彼女はウインクをして、握あく手しゆするように右手を差し出してきた。

　あーはいはい、姫野実衣奈ね。……って！　姫野実衣奈だと！　ふざけんなぁ！

　俺は差し出された手を払い除のけ……ようとしたが、虚こ空くうを切り裂いただけだった。本物の姫野実衣奈だったら喜んで手を握にぎるところだが、目の前の女は偽にせ物ものだ。見た目が同じだからといって、俺の大好きな姫野実衣奈を名乗るとは図ずう々ずうしいにも程ほどがある。

（急に怒おこり出して、どうしたの？　べつに私はふざけてないよ？）

　よりにもよって姫野実衣奈を名乗るのかよ…………でも、待てよ？　俺の願望を反映して生み出されたとしたら、そうなってもおかしくないか。むしろ、そうなるのが当然か。姫野実衣奈と会話するの夢だったし、いつも妄想してたもんなぁ。

（そうなんだ？　でも、夢っていうのは大げさだよ。そんなに話したかったなら、学校で声かけてくれれば良かったのに）

　そんな簡単に言うなよ。お前には分からんかもしれんが、姫野実衣奈は学校のアイドルなんだぞ。俺みたいなゴミが話しかけていい相手じゃねーんだよ。

（そんなことないよ！　話しかけるのに権利なんか要いらない。少なくとも、私は貴方に話しかけられて嫌いやな思いはしないよ！）

　お前にそう言われてもな……。でも、ちょっと嬉しいかも。まぁ、なんだ、ありがとう。

（うん！　それとね、お前じゃなくて姫野実衣奈だから。私も貴方のことを名前で呼ぶよ。早乙女くんがいいかな？　乙綺くん？　それとも乙乙くん？）

　なにこのラブコメ展開みたいなの。実際には部屋に俺一人しかいないのに、ちょっと幸せなんですケド。でも、乙乙だけはいらない……。

　じゃあ…………乙綺くん、で。

　名前を呼ばれるの好きじゃないけど、相手が幻覚の友達なら問題ない。

（りょうか～い。乙綺くんは私のことなんて呼ぶ？　学校だとヒメって呼ばれてるけど）

　うん、知ってる。さすが俺の情じよう報ほう網もう。脳にもしっかりと記き憶おくされているようだ。

　じゃあ………………ミーナ、で。

（え？　えっと、名前呼び……？　は、恥ずかしいけど……う、うん！　わかった！）

　モジモジして恥ずかしがっているようだが、俺も恥ずかしい。現実の姫野実衣奈相手だったらこんなこと絶対言えない。死ぬ。でも、これは空想上の姫野実衣奈だから問題ない。

（空想上かぁ。なんで私が本物の姫野実衣奈だと思わないの？）

　思うわけねーじゃん。本物の姫野実衣奈の実体を昨日見てるし。それに……。

（それに？）

　ミーナは本物の姫野実衣奈と性格ぜんぜん違うんだもん。ミーナは砕くだけた感じで、ちょっと強気なオーラを発してんじゃん。本物は、お淑しとやかで上品な女の子なんだよ。

（お淑やかで上品……か。そうだよね、そう感じちゃうよね。私の普ふ段だんの振る舞まいと今の私とじゃ全然違うもんね……）

　こんな気軽に話しかけられる雰ふん囲い気きじゃないし、俺だけのヒロインというよりも、みんなのアイドルって感じだな。

（な、なるほど。それで……その……乙綺くんは、そんな私を……好いてくれているの……かな？）

　胸の前で手をモジモジさせ、上うわ目め遣づかいで訊たずねてくる。さすがは俺の願望を反映させて生み出されただけのことはある。俺のツボを心得ているようだ。

　しかし！　俺が好きなのはミーナじゃなくて姫野実衣奈な。ここ重要。

（私じゃなくて、あの性格の私が好きなんだね……）

　彼女は俺の目から視線を外し、俯うつむいてしまった。

　急に彼女のテンションが下がってしまったようだ。イマジナリーフレンド相手なのだが、姫野実衣奈を傷つけてしまったようで居い心ごこ地ちが悪い。フォローしておこう。

　たぶん、俺が無意識に自分と話しやすいように改造しちゃったんだよ！　ミーナのせいじゃないから気にすんな。

（……！　そ、そっか。そう思ってるのかぁ……）

　おう、だからミーナは、そのままの性格でいいぞ。

（今のままで……いい？）

　ああ。今のミーナであれば自然に会話できるし、親しみやすい。

（…………そ、そう？）

　気のせいかな？　ミーナの顔に元気が戻ったような気がする。

　そして、アラームも元気に鳴り響いた。

　七時か、学校行く支し度たくしねーと。

（そうだね、続きはまた今度にしよ。学校生活は大切だからねっ！）




　遅刻することなく学校に到とう着ちやくし、いつもと同じように自分の教室に向かう。

　俺の通う高校は都内にある中高一いつ貫かんの私立高校だ。すべてが普ふ通つうの高校。そんな平へい凡ぼんな高校に、姫野実衣奈のような生徒が入学してきていることが異常なのだ。

（そう？　私はこの高校好きだけどなぁ。制服は可愛かわいいし、校舎も綺麗だよ）

　女子の制服が可愛いことは一つのアピールポイントになるだろう。でもそれだけだ。

　一学年六クラスで、一クラスの人数は三十五人前後。俺は五組、姫野実衣奈は六組。六組だけは少し特とく殊しゆで、入学試験の成績上位者で構成されている。勉強面におけるカースト上位者たちだ。ちなみに姫野実衣奈は学年総代──つまり首席で入学した。入学式の挨あい拶さつの時点で、俺たちの学年は彼女を中心に動いていくことが決定したのだ。

（そんなことないでしょ。生徒たち一人ひとりの頑がん張ばりで学校を作り上げていくんだよ）

　はいはい優等生発言いただきましたー。ヒロインにモブの気持ちは分からないのだ。

　こいつはモブが作り出したモブ以下の存在だけどな！

（なんか上げられたり落とされたりして、感情が追いつかないんだけど……）

　普通の階段を上り、普通の廊ろう下かを進み普通の教室に入る。

（普通アピールはいいから。乙綺くんは私のクラスの隣となりだよね。今まで普通の──じゃなかった、廊下ですれ違っていたかもしれないね）

　春の入学式の日から数えて、累るい計けい百十二回ほどすれ違っているぞ。

（なんでそんな細かい数字を覚えてるの!?）

　俺のイマジナリーフレンドなら、そのくらい覚えておけよな。

（イマジナリーフレンドじゃないですぅ。あ、昨日のお友達だよ？　翔真くん、だっけ）

「乙綺おっすー」

「うぃーっす」

（なによ、そのやる気のない挨拶。朝なんだから、もっとシャキッっとしようよ）

「うっせーな、オカンかよ……」

「は？　オカン？　乙綺よ、新学期はじまったばっかで寝ねぼけてんのか？」

「あ、いや、ちが。今のは忘れてくれ、ちょっと寝ぼけてたかもしれん、あはははは」

　ミーナのせいで変に思われてしまった。

（私のせいじゃないもん。それにしても、乙綺くんは翔真くんと仲良いんだね）

　ああ。バイトが忙いそがしいらしくて、プライベートで遊ぶ機会はないけどな。

（へぇ、アルバイトなんて偉えらいなぁ。学費を稼かせぐためとか、そういう理由かな？）

　違う。散さん髪ぱつ代や衣服代やら、女子ウケするレストランとかを調べるための費用稼ぎらしい。そのために、コンビニやらゲーセンやら、いろんなバイトを掛かけ持ちしてるらしいぞ。

　遊園地のお化け屋や敷しきで、お化け役をやったりもしているそうだ。涙なみだぐましい努力だな。

（な、なるほど。でも、それでも偉いと思うよ。自分磨みがきってことでしょ？　他人のために自分を高めるって、なかなかできることじゃないよ）

　本当に他人のため、だったらな。こいつは、ただの下心全開の男子高校生だ。

「おいおい、乙綺～？　なんかオレを蔑さげすむような目で見てねーか？」

「き、気のせいだ！　それより、なんか新しい情報あるか？」

「おう！　よく聞いてくれたぜ！　今もっとも熱い、とっておきのヤツがあるぜ」

（情報？　なんの話をしてるのかな？）

「なんと、三組の女子の中で人気ナンバーワンの白しら石いしさんに、彼氏ができたらしいぜ！」

「マジかよ!?　白石さんって、四月から数えて計八人の男子を振ふった人気女子じゃねぇか。相手の男どんなやつだよぉ」

「相手は、どうやら年上の他校生らしい。なんでも夏休み中、海でナンパされたらしいぜ。んで、そのまま付き合うことになったとか」

「うへぇ。いかにもリア充じゆうって感じだな」

（えっと、乙綺くんたちの会話の内容がよく分からないんだけど……えとえと、その、女子生徒の恋れん愛あい事情について……で、合ってるのかな？）

　充じゆう分ぶんわかってるじゃないか、そのとおりだ。

「──ただ、乙綺が一番気になるであろう『彼女』の情報は、なにも入ってきてねーな」

「そうか、そりゃ残念だな」

（『彼女』って誰だれのこと？）

　俺と翔真の会話に興きよう味み津しん々しんで割って入ってくる『彼女』。

「まぁ、『彼女』姫野実衣奈に関してなにかあったら、オレのもとにすぐ情報が入ってくるから、少なくとも彼氏ができたなんてことはないな。安心しろ」

（って！　私のことかぁ！）

　そんな大おおげさに驚おどろかなくても……。

「昨日、姫野実衣奈になにかあった、って情報は入ってきてないか？」

「いんや、なにもないな。言ったろ？　彼女みたいな学校のアイドルになにかあったら、すぐに知れ渡わたるって。姫野実衣奈の人気は白石さんの比じゃないんだからさ」

（え、そ、そうなの……？　私になにか起きたら、翔真くんに全部知られちゃうの？　ちょっと怖こわいな……）

　ああ、こいつの女子に関しての情報量と、そのコネクションを甘くみないほうがいいぞ。

（う～ん、そんな偉そうに言われてもね……。ただ、その、気になるのは……私って、そこまで目立ってるのかな……？）

「はぁ!?　それはなんの嫌いや味みですかぁ!?」

「乙綺いきなりどうしたん!?　嫌味もなにも、姫野実衣奈はめっちゃ人気あるだろ。乙綺だってよく知ってんだろ。誰も姫野実衣奈と乙綺を比べたりなんかしてねーよ」

「あ、ごめん……。うん、そうだよな。うん、ちょっと誤解なんだけど、なんだろ。軽く傷ついた」

　そうだよな、俺と姫野実衣奈をわざわざ比べるようなやつなんかいないよな。

　くそ、ミーナのせいで、また俺が変に思われた。

（まーた、私のせいにしてる～）

　それに、こいつはミーナであって姫野実衣奈ではないのだ。冷静に対処しよう。

　──ちなみに、俺の大好きな姫野実衣奈は超ちよう絶ぜつ人気がありまぁ～す！　男子のほぼ全員が憧あこがれていまぁ～す！　目立つなんてもんじゃないで～すぅ！

（そ、そうだったのかぁ……。でも、どうしてかな、少しイラッっとした気がするよ。ぜんぜん冷静に対処できてないじゃんっ）

　ミーナも声だけは本物だから、ＢＧＭと思えば心地良いかもしれない。

（それとね、さっきの白石さんの話だけど。白石さん、その他校の男子生徒とは夏休みのうちに別れちゃったみたいだよ？）

　へ？　そうなの。ありゃ～短い期間で終わっちゃったんですね。ひと夏の思い出ってやつですかね。やっぱり、リア充さんたちのことはよく分からんですなぁ。

　……って！　なんでミーナがそんなこと知ってんだよ!?

（なんでって、私と白石さん同じバドミントン部だもん。夏休み最後の部活動の日に、女バドの子たちと、その話をしてたんだよ）

　なんでってのは、なぜ俺の空想上の友達のミーナが俺の知らない情報を知ってんだよ、ってことなんだが。

（それは、私が乙綺くんの空想上の友達じゃない、からだよ。昨日やった宿題のこと覚えてる？　あのときだって、乙綺くんの知らないことを私が話していたでしょ？）

　うぐっ、そういえばそうだな。う～ん、う～ん、なぜだ？　俺の脳がフルに活性化して、自分でも覚えていないような知識を掘ほり起こしたのか？　だとしたら俺は天才なのかもしれん。これから勉強はミーナがやってくれそうだな。

（調子良いこと言わないのっ。勉強は自分でやらなきゃダメだよ）

　でも、白石さんの件はどうなのだろうか。俺はミーナに聞かされた情報を絶対に知らなかった。断言できる。俺と白石さんなんて、接点なにもないもん。向こうは俺のことなぞ全然知らんだろうしな。泣きたい。

（白石さんの話は、ここだけの秘密だよ？　私もつい話しちゃったけど、友達の恋愛事情を陰かげで教えちゃったことは反省してる）

　念を押すように、彼女は唇くちびるに人差し指を当てて沈ちん黙もくを促うながしてくる。

「なぁ翔真。さっきの白石さんの話だけどよ。すでに別れた、なんて追加話はないか？」

（ちょっとお！　人の話、聞いてた!?）

「それはないな。別れてる可能性もあるけど、付き合い始めたのが夏休みだぜ？　さすがにまだ早すぎるだろ」

「そうだよな。まぁ、また何か情報仕入れたら、よろしく～」

「おう！　今度は、ご期待に添そえられるよう姫野実衣奈の情報をゲットしてくるぜ！」

（そんなのは要いらないから！　どこから情報が流れているのかな、まったくぅ）

　翔真は悪いやつじゃないんだ。俺以外には情報を漏もらさないし、相手が嫌いやがるようなこともしない。こうやって話すのも、女っ気がない俺らの暇ひまつぶしみたいなもんさ。悲しい。

（な、なるほど。でも、翔真くんが、どういうポジションのキャラなのかは分かったよ）

　ん？　キャラ？　なにか引っかかる言い方だったが、そのまま会話を打ち切った。

　──そして放課後、翔真から決定的な情報を突つきつけられる。

「乙綺～大変だ！　乙綺の言うとおりだったぞ！」

「なにが？」

「白石さんだよ白石さん！　彼氏できたって話を今日の朝したろ？　どうやら、夏休みのうちに別れちまったみたいだぜ。ひと夏の思い出ってやつだな」

（あ、乙綺くんと同じこと言ってる）

「マ、マジなのかよ……嘘うそだろ……おい」

「ショック受けすぎだろ。ただ、この情報は、まだ一部の女子にしか知られていないトップシークレットだからな、誰にも話すなよ？」

「ああ、わかった……情報サンキュ」

（この親友キャラ凄すごいね。本物じゃないの？）

　親友キャラ？　本物？

「じゃあ、オレはこれからバイトだから先に帰るわ」

「お、おう……」

　取り残された俺は冷静になって考えてみる。

　ヤバい、ミーナって本物の姫野実衣奈なんじゃね……!?

（やっと認めてくれたかぁ～。もっと早く気づいてよねっ）

　──教室を出て、昨日、姫野実衣奈を助けた階段に向かう。

　えっと、そ、その、ひひ姫野さん？　昨日ここで会った出来事、お、おお覚えてます？

（い、いいいきなり緊きん張ちようしすぎでしょっ！　そ、それと、私のことはミーナでっ）

　そ、そうだった、ミーナだった！　っていうか、本物の姫野実衣奈だと思うと緊張感ハンパないが、なんでミーナも俺相手にキョドってんだ？

（今の私と乙綺くん、心しん拍ぱくを共有してるから心臓の高鳴りが直接伝わってくるんだよっ）

　さらにミーナから、俺と触覚情報などの感覚を共有していること、俺と距離的に離れられないということ、実体の姫野実衣奈とは独立した存在であるという説明を受けた。

　そんなことになっていたのか……昨日の風ふ呂ろのことを思い出すと死にたくなるな。

（そ、そのことは思い出さなくて、い、いいから！）

　そ、そうだな……記き憶おくから抹まつ消しようしておこう……。

　んで、ミーナは、この階段から転落したことを覚えてるのか？

（うん。私は昨日、たしかにこの階段で乙綺くんに助けられた……鮮せん明めいに覚えてるよ）

　ミーナは踊おどり場の床ゆかに、指先を丁てい寧ねいに触ふれさせている。よく見ると、触れてはいないが。

　俺が姫野実衣奈を助けた後、ミーナが生まれたってことなのかな。

（そうかも。私は気づいたときには乙綺くんの後ろに立っていたからね）

　俺のイマジナリーなフレンドじゃなかったのか。はたして良かったのか悪かったのか。

（今の私は、私の──姫野実衣奈の思念体ともいうべき存在だよ）

　思念体？　精神体の一種だと思うが、すっげぇフィクション臭しゆうがするぞ……。

（なーに、その目は？　すっごい疑ってない？）

　う、疑ってないって。それよりも、ミーナは自分の身体からだに戻もどることはできないのか？

（……できないんだよ。それに、このままの状態でいたら、いずれ私は消しよう滅めつしてしまうかもしれない。この姿で一日過ごしただけで、自分の存在が弱まっている自覚があるの）

　マジかよ……なんか、すげぇ大事になってたんだな……。

（うん。しかも、そうなったら、実体の私にも何かしらの影えい響きようが出るかもしれない）

　姫野実衣奈の身に異変が起きる可能性があるってことか!?　マズいな、それは非情にマズいな……ミーナのことも気になるが、姫野実衣奈のことも心配だ。

　ミーナを元の身体に戻す方法はないのか？　この状じよう況きようを作り出した責任の一いつ端たんは俺にもあるんだ。だから、俺は協力するぞ。

（ふふっ、それは頼たのもしいな。ありがとっ！）

　はにかんだ表情のミーナに少しドキッとしてしまった。いつも目で追いかけていた姫野実衣奈以上の破は壊かい力がある。不意打ちズルい。

（えっと、方法なんだけど、私の実体と乙綺くんが接せつ触しよくすれば元に戻れるはずだよ）

　接触!?　接触ってなに？　簡単なことなのかな……俺にはハードル高そうなんだが。

（私は今まで乙綺くんのことを知らなかったの。でも今は、この階段で自分を助けてくれた男の子っていう認にん識しきになってるから、話しかけるハードルは前より高くないはず）

　俺のことを知らなかった、という言葉に地味にショックを受けたが、気にしたら負けである。こんなことで傷ついていたら、非モテ男子なんてやってられないのである。

（ごめんごめん！　でも大だい丈じよう夫ぶだよ、なんか昨日は実体の私相手に緊張していたようだけど、私とは普ふ通つうに話せてるし問題ないって）

　俺が緊張していた相手は姫野実衣奈で、普通に話せる相手がミーナな。

（同一人物なのにぃ！　実体の私にも同じように接してくれれば、すぐ戻れるのになぁ）

　今朝も話したけど、ミーナは姫野実衣奈と性格ぜんぜん違ちがうんだもん。

（…………ま、まぁ、これが私の素す、だからね）

　え、え、え？　えぇ！　なにそのトンデモ告白！　嘘だ嘘だうそだうそだウソダー！

（失望させちゃった……かな？　ごめん。でも、事実だから仕方ないんだよ）

　つまりはその……姫野実衣奈は学校では完かん璧ぺきな生徒を『演じている』ってこと？

（その表現、私としては少し本意ではないなぁ。周りに合わせて良い顔をしていたら、いつの間にか、あの自分ができ上がっていたの）

　マジかよ……俺の姫野実衣奈は上品で気配りがあって、温和な女の子なのに……。

（乙綺くんが本物だと思っている私は、私の外向けの顔だよ。つまり、あっちが偽にせ物ものなの）

　あの姫野実衣奈に、こんな裏の顔があったなんて！

（あ、まーた、私のこと茶ちや化かしてるしぃ～）

「こんにちは」

　踊り場で戯たわむれ……真しん剣けんな話し合いをしていた俺の耳に、ミーナの挨あい拶さつが届く。

「あぁ？　今いま頃ごろ、急に挨拶してきて、どうしたよ」

　ミーナに向かって投げやりに応こたえた俺だったが、目の前の透とう明めいな彼女は首を傾かたむけていた。

（へ？　私？　なにも言ってないよ？）

　いや、たしかに俺の『耳』にミーナの声が聴きこえた！　そう……脳内ではなく耳に。

「急に声をかけしてしまい、ごめんなさい。昨日のこと、改めてお礼を伝えにきました。身体に痛みはありませんか？」

「あ、あ、あぁ!?　は、はいぃぃぃ！」

（なんだ、私じゃん）

　うん、私だね。姫野実衣奈だね。あはは……声が裏返っちゃったよ……どうしよ……。

「こここここ、こんに、こんにちはっっ!!」

（ちょっ、いきなり声が大きいってば！　っていうか、今頃、挨拶してるのどっちよぉ！　あ、心臓の鼓こ動どうがっ、あぅ、うぅっ、はああうっ！　心臓飛び出そう……っ！）

　ミーナは頬ほおをピクピク痙けい攣れんさせて緊張していた。鏡越ごしに映った俺のようである。

「…………。昨日は、本当にありがとうございました。身体を大事にしてくださいね。それでは、失礼します」

　姫野実衣奈は、俺に深々とお辞じ儀ぎをして階段を下りていった──

　踊り場に取り残された俺……とミーナ。

（はぁはぁ……こ、これは一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだね……）

　まだ鼓動の余よ韻いんが残っている。それにしても、まさか二日連続で天使と邂かい逅こうするとは。

（天使──じゃなかった……私の実体に対してだと、乙綺くんの心臓はこうなるのかぁ）

　分かったか？　あの姫野実衣奈と接触とか、ハプニングが起きない限り厳しいと思うぞ。

（なるほど、これは作戦を考える必要がありそうだね）

　その後、ミーナは一人でブツブツと呟つぶやきはじめた。

　──と思ったら、階段の上から、またしても女の子の声が聴こえてきた。

「お～い、乙綺～、こんなところでヒメと何の話をしてたの？」

　この楽天的な話し方は間違いなく凛音だ。顔を見なくても分かる。

（あ！　幼おさな馴な染じみちゃんだぁ！）

　なぜ、ミーナはそこに食いついているのだろうか。昨日も騒さわいでいた気がするぞ。

「凛音には関係ねー」

（ちょっとお！　なによ、その言い方！　凛音ちゃん可哀かわい想そうでしょ！）

　いいの。俺と凛音はいつもこんな感じだから。つーか、凛音に見られてたのか。

「まーた、そんなつれない態度取っちゃって。まぁそんなところも乙綺らしいけどねぇ」

（おぉ、さすが幼馴染！　全部わかっているのかぁ。そうだよね、幼馴染だもんねぇ～）

　やべぇ、凛音以上にうるさいかも……物理的に。

「つーか、凛音こそ、なにしてんだよ。はやく帰れよ」

「んっとさ……今日、一いつ緒しよに帰らない？　どうせ家も隣となりなんだし」

「はぁ？　ほかの生徒に見られたら噂うわさになるだろ。俺は嫌だね」

「えぇ～、いいじゃん。あ、もしかしてさ？　アタシが女子ってこと意識してるぅ？」

　したり顔を俺に向けてくる幼馴染。

（むぅ？　むむむ？　凛音ちゃんの、この反応は……？）

　隣で俺たちの会話を聴いていたミーナが、凛音を覗のぞき込んで唸うなっている。謎なぞだ。

「してねーし。女子っていうか、凛音は凛音だからな」

「なにそれ。まぁ今日は部活もないし、二人だけなんだしさ。一緒に帰ろ？」

　二人だけじゃねーんだよ、ミーナもいるんだよ！

　俺は凛音に腕うでを掴つかまれ、半ば強ごう引いんに引きずられるようにして校舎の外に出た。

　マズいぞ、こんなところを誰だれかに見られたら……。

（それにしても、凛音ちゃん相手だと全然緊張しないんだね～）

　幼馴染だからだ。女子として意識する必要がないからな。

（ふーん？）

　ミーナは含ふくみのある笑えみを浮うかべ、俺と凛音の周囲をプカプカ漂ただよっている。

「乙綺と二人で帰るの……久しぶりだよね。小学生のとき以来じゃない？」

「こうして引きずられながら帰るのは初めてだと思うぞ」

「へへへっ、たしかに初めてだね！」

（小学生のとき以来かぁ……もしかして、私の実体と乙綺くんが話していたのを目もく撃げきしちゃったから、誘さそってきたのかな!?）

　なんでそうなる。

（ん～と、なんとなぁ～く。でも、なんで最近まで一緒に帰らなかったの？　せっかくの幼馴染なのにぃ）

　小学生のとき、ウチの両親が離り婚こんして色々ごたごたしてたからな。

（……ごめん、踏ふみ込んだ話になっちゃったね）

　べつにいい。ガキの頃ころの話だ。

　それと、幼馴染と一緒に帰ることは普通ないからな？

（えぇ～、そんなことないでしょ。私が乙綺くんなら、凛音ちゃんと毎日一緒に帰るよ）

　なぜか凛音に執しゆう着ちやくするミーナは無視しておこう。今は急に俺を誘ってきた凛音の行動のほうが気になる。俺から手を離はなした凛音の表情を窺うかがってみる。

　凛音は、なにか照れているような、気き恥はずかしそうな表情を浮かべていた。

　自分から誘っておいて、なんで顔を赤らめているのだろうか。

（これはまさか……鈍どん感かん系なのかな!?）

「そろそろ文化祭の準備が始まるね」

　凛音は足を止め、来月おこなわれる学校行事の話を持ち出してきた。

「ん？　あぁ、そうだな」

（せっかく幼馴染が話を振ふってくれてるのに、全然興味なさそうな反応してるし……）

　実際、興味ないしな。

「相変わらず、乙綺は学校の行事には興味なさそうだね」

「俺のことはいいだろ。そういう凛音は文化祭で何かやるのかよ」

「アタシ？　アタシはテニス部の出し物の当番を任されてさぁ。来週から準備で忙いそがしいんだよねぇ」

「ふーん」

「もっと興味持ってよ～、当日はソフトクリームつくるから乙綺も来てよね！」

（絶対行くよぉ！）

　ミーナは目を輝かがやかせて、俺よりも早く凛音に反応する。そんなにソフトクリームが食べたいのだろうか。まぁミーナも年とし頃ごろの女の子だしな、甘いものとか好きなんだろう。

「暇ひまだったら行くわ。でも、俺にも、やらなきゃならんことがあるからな」

　ミーナを元に戻すっていう重要な使命がな。

「え、なにそれ？　文化祭よりも大事なこと？」

「ああ、そうだな」

「…………もしかしてさ、ヒメ絡がらみの話だったりする？」

　凛音は神しん妙みような面おも持もちで訊たずねてくる。

「な、なんで彼女の話になるんだよ…………つーか凛音には関係ねーし」

「はぁ……やっぱりか。乙綺がヒメのこと好きなのは知ってるよ？　でも、そのさ……」

「さっきから急になんだよ。意味不明すぎるぞ」

「…………ううん、ごめん、なんでもない！　お互たがい頑がん張ばろうね！」

　勝手に話を始めて勝手に話を終わらせやがった。相変わらず謎な幼馴染だ。

（か、か、か、可愛かわいいぃぃぃ！）

「ぶぶぅぅ！　ちょっ」

「乙綺、なに噴ふき出してんのよ!?」

　だって、ミーナが急に大きな声だして、はしゃぐんだもん。こっちも謎すぎんだよぉ。

（これは理想の幼馴染キャラだよ！　すぐにルート入りを目指さないと！　ハァハァ）

　いきなり呼吸も荒あらくなってるし。自分の話されてたんだぞ、そっちを気にしろよ……。

（この世で最も尊いのは幼馴染と妹なの！　主人公に一いち途ずな幼馴染と主人公をお兄ちゃん呼びする健けな気げな妹。ポッと出のメインヒロインなんかよりも、ずぅっと絆きずなが深いの！）

　ミーナが、めっちゃ早口で語りだした。もはや、なにを言っているのか理解不能である。

　最も尊いのが二つあるのも意味不明だし……。

「乙綺にぃ、一緒に、かーえろっ！」

（そうそう、こんな感じで主人公に懐なついていて、抱だきついてくる妹……んんんっ？）

　女子二人の会話に混乱していた俺に、小さなツインテールっ娘こが抱きついてきた。

「あ、陽ひ茉ま莉り！　なにやってんのよ！」

　なんだ陽茉莉か、驚おどろかせるなよ。まぁ、こんなことするのコイツくらいしかいないけど。

　月つき宮みや陽茉莉。中等部の三年で、俺の中学時代の友人兼けん後こう輩はい。俺のことを兄呼ばわりするが、妹ではない。月と太陽の髪かみ飾かざりは自身の性格の二面性を表しているとか。
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（い、妹ぉ!?　乙綺くんには、世話焼き幼馴染だけじゃなくてロリ系妹までいるの!?）

　だから妹じゃねーし。幼馴染も世話焼きどころかウザ絡み系だし。陽茉莉はロリだけど。

「おい、陽茉莉。お前は中等部なんだから、高等部の敷しき地ちに入ってきちゃダメだろ」

「えぇ～、もう放課後だからいいでしょ？　昨日、乙綺にぃと一緒に帰ろうと思ってたのに、先に帰っちゃうんだもんっ。だから、今日は校門で待ってたの」

　夏休みの宿題をやるために急いで帰ったとか、先輩として恥ずかしくて言えない……。

「陽茉莉ごめんね。乙綺は今日、アタシと一緒に帰ることになったから」

　凛音も中等部からの内部進学組なので、陽茉莉とも顔見知りだ。

「じゃあ、みんなで一緒に帰ろ？　方向一緒だしさっ」

「うぅ……陽茉莉、後輩なんだから気を利きかせなさいよ……」

「凛音ねぇ？　なんか言った？」

　凛音と陽茉莉は先輩後輩というよりも姉妹しまいみたいな関係だな。

（なにこの天国みたいなポジション。私の平へい凡ぼんな高校生活とは世界が違ちがう……）

　なに言ってんだ？　姫野実衣奈の世界は華はなやかで、俺の日常はクソだぞ。

（乙綺くんの性格が今ようやく分かった。これは作戦を立てる上で、一考の余地ありだね）

　さっきから言ってることが意味不明なんですけど!?

「ったく、なんでもいいが、俺は帰るぞ。色々あって疲つかれたからな」

「あ、待ってよ乙綺」

「乙綺にぃ、置いてかないでよぅ」

（乙綺くん……その選せん択たく肢しは最悪だよ。全員の好感度を下げてる）

　幼馴染、後輩、思念体の三人を無視して歩きだした俺だったが、結局みんなで帰ることに。ミーナは自動的に付いてきてしまうのだが……。




　──帰りの電車のなか。帰宅ラッシュと重なり混雑する車内で、運良く三人とも座ることができた。残る一人は座る必要がないので、宙に浮いている。

　電車内では、女子高生の集団や男女混合の学生たちの騒ぎ声が、ＢＧＭのごとく大音量で聴きこえてくる。

「文芸部は相変わらずか？」

　椅い子すの前方部分に、ちょこんと座っている右みぎ隣どなりの陽茉莉に訊ねた。

「……うん。乙綺にぃ卒業してから、わたし一人になっちゃったよ」

「一人かぁ、高等部に進学するまで寂さびしいよねぇ」

　両手を頭の後ろで組み、椅子に深く腰こし掛かけている左隣の凛音が言う。

　なぜ俺が凛音と陽茉莉の間に座っているのかは置いておくとして。

「高等部に上がったら仲間増えるぞ。高等部の文芸部は人数それなりにいるし」

「でも、乙綺にぃは帰宅部じゃん。だから、わたしも高校では帰宅部になるつもり」

（こんな序じよ盤ばんなのにフラグ立ちすぎじゃないかなぁ……）

　フラグ？

「な、なに言ってんのよ。そんなに乙綺のあとをくっついていく必要ないのよ？　陽茉莉はアタシのテニス部に来なさいよ。帰宅部なんて、乙綺みたいに堕だ落らくするだけよ」

（女子バドミントン部も歓かん迎げいするよ～）

　凛音とミーナの勧かん誘ゆう合戦も俺へのディスも置いておくとして。

「俺は、やりたいことがないから帰宅部なの。特技も長所もないし、趣しゆ味みもない。平凡な毎日を送って、平和に暮らしているだけだ。陽茉莉は楽しいことを探せ」

「楽しいことか…………乙綺にぃや凛音ねぇと、こうして過ごす日常……かな」

「ったく」

「高校生になったら、恋こい人びとつくって遊びまくっちゃうかもよ？　あ、もちろん相手は乙綺じゃなくて、べつの男子ね？」

「う～ん？　わたしにはよく分かんないなぁ。二人は恋人つくって遊びたいの？」

　中学生陽茉莉の純じゆん粋すいな質問に、凛音は愛あい想そ笑いを浮かべている。なにこの薄うすら笑い、マジで怖こわいんだけど。自分で話を吹ふっかけておいて答えないとか、先輩としてどうなんだ。

「俺は、そんな願望とうに捨ててる」

（……ふーん？）

　ミーナが訳知り顔で俺を試ためすように見つめてくる。

「乙綺にぃは高校で楽しいことないの？」

「ない」

　そもそも、そんなもの期待していない。姫野実衣奈と会話できただけで超ちよう満足。それ以上を望むなんて、雑魚ざこモブの俺にはおこがましいってもんだ。

（この卑ひ屈くつさ、逆に良い感じかも。なるほどなるほど～）

　褒ほめられてんの？　ディスられてんの？

「高校生も、色々大変なんだね……」

　俺と凛音の失意の表情を見て、陽茉莉は高校生の実情を察した模様である。電車内では、馬ば鹿か騒さわぎしている学生たちもいるが、あれが陽茉莉の将来像とも思えない。

　中学生から高校生になっても、俺の世界は大して変わらなかったな──そんなことを考えていると、騒ぐ学生たちの目の前で杖つえをついて立っている、お婆ばあさんの姿が俺の目に飛び込んできた。

「ん？　乙綺、なに急に立ってんのよ。降りる駅まだ先でしょ」

　席を立った俺は凛音の言葉に返事せず、お婆さんのもとに歩み寄る。

「あ、あの。良かったら、せ、席、空きましたんで、どうぞっ」

　俺は、たどたどしい口調でお婆さんに伝えた。

　お婆さんは急に話しかけられたことに対し、怪け訝げんな表情を浮うかべることなく柔やわらかな笑みを俺に向けてきた。

「おや、まぁ？　いいのかい？」

「ええ、ど、どうぞ」

「悪いねぇ、ありがとう」

　お婆さんは、ゆっくりお辞じ儀ぎをして感謝の気持ちを表してくる。俺は、杖をたよりにフラつきながら歩くお婆さんに連れ添そい、さっきまで座っていた場所へと誘ゆう導どうする。

「凛音。悪い、席を詰つめてくれるか？」

「あっ、う、うん！　……あ、でも、アタシが立つから乙綺が座りなよ」

「いや、いい」

　俺の返答を聞くと、凛音は苦笑いを浮かべ、俺がさっきまで座っていた席に素す早ばやく移動した。お婆さんは会え釈しやくして、凛音が空けた席にゆっくりと座り、自分の脚あしを擦さすり始めた。

（お婆さん、脚が悪かったのかな……。それにしても乙綺くん、偉えらいな）

　べつに大したことはしてないだろ。普ふ通つうのことだ。

（普通のこと、か）

　その後、お婆さんは数駅先の駅で降りた。降りる際、立っていた俺に律りち儀ぎに会釈してくれたので、俺も軽くお辞儀をして見送った。

「乙綺って、昔からそういう行動力あるよねぇ～。観察力、っていうのかな」

　再び座った俺に、凛音が感心したような口くち振ぶりで言ってくる。なぜ、また俺が凛音と陽茉莉の間に挟はさまれて座っているのかは置いておく。

「ただのお節せつ介かいだろ」

「そんなことないよ。わたしは、あのお婆さんのこと全然気がつかなかったもん。目の前にいた学生さんたちだって、誰だれも席を譲ゆずろうとしなかったし。乙綺にぃ、そういうさり気ない気き遣づかいできるとこ、中学時代から変わってないね！」

　陽茉莉は目を輝かせて俺に尊敬の眼まな差ざしを向けてくる。

　……やめてくれ、そんな大層なことはしていないんだ。

（ううん、陽茉莉ちゃんの言うとおりだよ。友達同士でいるときに、自分から率そつ先せんして輪を抜ぬけ出すのって、意外と難しいことなんだよ……）

　グループのやつから後で色々言われるのを気にするってことか。そういうところ、集団って面めん倒どうだよな。

（…………）

　姫野実衣奈は誰からも愛される存在だ。彼女の周囲はいつも華やかで、物語の主人公やヒロインみたいに常にカメラのフォーカスが当てられている。

　だから──俺だけに視みえる彼女の、どこか寂しそうな表情は本物の姫野実衣奈とかけ離はなれており、現実感がなかった。

（集団って面倒……か。そうだね、私だったら、あのお婆さんに席を譲れなかったよ。友達の目が気になるから……）

　トーンの低い声は落ち込んだ雰ふん囲い気きすら感じ取れた。




　帰宅後。

　勉強机の椅子に座る俺とベッドに腰掛けているミーナ。二人の物理的な距きよ離りは一メートルほどあるが、テレパシーのように相手の頭に直接言葉を送れるので、精神的な距離は非常に近く感じる。お互たがいの身体からだがダイレクトに繋つながっているかのようである。

（さて、それじゃあ、これからのことを話すよ！）

　さっきまでの落ち込んだ様子が嘘うそのように、ミーナは興奮気味に話し始めた。

　放課後に言っていた、ミーナを元に戻もどすって話だな？

（うん。乙綺くんの性格や周囲の環かん境きようを分ぶん析せきしてみて、良い方法を思いついたの）

　ま、まさか、俺の心臓を犠ぎ牲せいにするつもりじゃ……いや、姫野実衣奈のためなら、それもやむを得ないか。

（私は悪あく魔まか）

　だってよぉ、俺と姫野実衣奈のやりとり見ただろ。つーか、実際に感じただろ？　あれが俺の限界なんだよ。俺みたいなモブが男子生徒のヒロインである姫野実衣奈と、お近づきになれるわけねーんだ。天と地の差があんの。月とスッポン、提灯ちようちんに釣つり鐘がね、糠ぬかに釘くぎだ。

（最後のはちょっとおかしいけど、言いたいことは分かった）

　俺が勉強もスポーツもできて、イケメンだったら堂々と話しかけられるんだがな。

（だったら、自分の理想の姿になれるよう、これから努力していけばいいんだよ。そうすれば自分に自信もついて、私相手にも気き兼がねなく話しかけられるんだよね？）

　簡単に言ってくれるな。そもそも、努力してもダメだったから今の俺になってんの。今の姿が、俺がこれまで歩んできた人生の結果なの。失敗例とも言う。

（なに、そんなこと胸を張って言ってるの。むしろ、卑屈になっているときのほうが堂々としているのが不思議だよ……）

　俺が姫野実衣奈と仲良くなるのは、とてつもない壁かべを乗り越こえなきゃならんってことだ。早くミーナを元に戻さないとならないってのに……スマンな、俺が雑魚モブで。

（乙綺くんに足りないのは自信と経験だね。やっぱり私の考えた作戦しかないみたい）

　へ？　作戦？　なにそれ。




（ふふふ、よく聞いて！　今日から、姫野実衣奈攻こう略りやく作戦を開始するよ！）




　………………は？

（まずは攻略対象ヒロインの情報収集。その次に、主人公の各種ステータスを伸のばす必要があるね。これは日々の反復練習で上がるから問題な──）

　ちょ、ちょっと待って！　なにを話してるのか全然わかんないんですケド!?

（なにって、ヒロイン攻略の手順だよ）

　ヒ、ヒロイン？　姫野実衣奈のことかな……。

（乙綺くんにとってのヒロインと言えば、そ、そうなんでしょ？　仲良くなって無事に接せつ触しよくしてもらう。意図としては、私が戻るためってことでもあるけどね。乙綺くんにとっても悪い話じゃないでしょ？）

　いや、さっきの俺の話、聞いてました？　仲良くなる以前に、話しかけること自体が難しいんだってば。これはもう、どうしようもないんだって。

（どうしようもなくないってば。女子の前で緊きん張ちようしないためには、まずは慣れ。そして自信を付けることが大事なんだよ）

　そんな簡単に今の自分を変えられるわけないんだが。

（私の実体と乙綺くんが交流するときに、私がアドバイスできるよう心しん拍ぱく数すうを抑おさえてもらうことが必要だからね。よぉ～し、燃えてきたぞお！）

　あれ、なんか勝手に話を進められてる!?

（成功率を上げるために、まずはヒロインの情報を集める必要があるね！）

　ヒロインの情報って、あなたが全部もってるじゃないですか……。

（チッチッチ、乙綺くんが自分の目で直接確かめたほうが実感できるでしょ）

　ミーナは人差し指を立てて左右に振ふり、俺を諭さとすように言ってくる。

（私の本ほん性しようを知れば、乙綺くんも緊張しなくなるはずだよ）

　ニヤリと不敵に笑って俺を挑ちよう発はつしてくるミーナさんが怖い。

　自分で本性とか言っちゃってるし。まぁ、本性ならすでに現在進行形で見てるけど。

（むむぅ、私じゃなくて、実体の私で確かく認にんするんだよ）

　ミーナの実体──姫野実衣奈の今日の姿を思い起こす。

　俺を心配そうに気遣ってくれてたなぁ。可愛かわいかったなぁ、ぐへへっ。

（……っ！　も、もうっ！　そういうのはいいの！）

　姫野実衣奈の顔を思い浮かべてヘラヘラしていた俺の目の前では、ミーナが腕うで組ぐみをして顔を赤らめていた。今日の姫野実衣奈とは雰囲気が全然違ちがう。

　……いっそのこと、ミーナのことを実体に話しちゃえばいいんじゃね？

（普通に話せるならいいけど、たぶん頭のオカシイ人だと思われるよ？　特に、挙動不ふ審しんな態度でそんな話をされたら、いくら私でも乙綺くんと距離を取る可能性があるね）

　なんてこった……俺はミーナの意味不明な作戦に乗るしかないのか……。

（大だい丈じよう夫ぶ、私に任せて！　目指せ、ヒロイン攻略！）

　こうして、俺はヒロインと一いつ緒しよにヒロインを攻略することになった。

　ってか、なにそれええええええええ！








二章　ミーナと姫ひめ野の実み衣い奈な









　翌日の放課後。ヒロイン攻略作戦を開始した俺たちは、現在、校門付近で待機中である。姫野実衣奈の隠かくされた情報を得るために、彼女の部活動が終わるのを待っているのだ。

　月はじめの週末は学校帰りに寄るところがあるらしい。友達にも秘密にしてるとか。

　……つーか、隠されたもなにも、表の顔も裏の顔もミーナを通して知っているのだが。

（いいから集中して。対象に気づかれたら作戦が失敗しちゃうよ！）

　対象──姫野実衣奈は女子バドミントン部のエースである。平へい凡ぼんな高校だが、女バドだけは魅み力りよくがある。なにせ、姫野実衣奈は夏休みにおこなわれたインターハイで、一年生ながらシングルス全国大会ベスト四まで進んだのである。全国大会出場など、我が校何年ぶりの快挙だったのだろうか。二学期の始業式で表ひよう彰しようされた姿は記き憶おくに新しい。

（まさか、その後に階段から転落するなんてね）

　そんだけ有望なら、強きよう豪ごう校からも推すい薦せんのお誘さそいが来たんじゃないのか？

（推薦来たんだけどね～。私、寮りよう生せい活かつが嫌いやだったんだ。推薦いただいた高校、寮生活が義務付けだったからさ）

　へぇ、意外かも。ミーナは誰とでも上手うまく付き合えそうだし、友達同士で生活するのを楽しみそうな印象だった。

（そのことも、私の裏の顔を見ることで納なつ得とくしてもらえると思う）

　なんだろ？　寮生活だと何か不都合なことでもあるのだろうか。気になる。

　数時間後には、その謎なぞも分かるのだろう。それまでは、暑さに耐たえながらここで待機だ。

　──九月に入っても、うだるような暑さは変わらず、制服のシャツには汗あせが染しみて身体にまとわりついてくる。

　そんな太陽の熱に負けじと、グラウンドから運動系の部員たちの熱を帯びた声が耳に届いてきた。校舎内では吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏が響ひびき渡わたっている。こちらも運動部に負けないくらいの熱量を感じる。

　今の時刻、いつもの俺なら帰りの電車の中なので、この熱気にあたることはない。

　日中ともに生活している学生たちが、俺の知らないところで知らない活動をしている。

　俺は自分の通う高校が、いつもと異なる色を見せ始めたような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　帰宅部の俺は疎そ外がいされた気分になる。俺は彼らの活動の結果しか知らない。その結果に至るまでの努力に興味を持ったこともなかった。

　結果が出ていないのだから、努力は無む駄だである。なら、努力はしないほうがいい、疲つかれるだけだ。勉強や運動は出来るやつに任せて、自分は自分に出来ることだけをする。

　そっちのほうが効率的なんだ。世の中も……自分も。

（できることって？）

　それは、これから探していくんだよ。なんでもできる万ばん能のうさんの目の前には選せん択たく肢しがたくさん広がっているけど、凡人の俺の前にはそうそう簡単に姿を現さないの。

（誰だれだって、最初から何でもできるわけないよ。努力して掴つかみ取っていくものだと思うけどなぁ）

　世の中には努力して手を伸ばしても、空から振ぶってなんにも掴めないやつがいるんだよ。

　──俺のようなやつがな。

（乙いつ綺きくんは、最初から悲観して諦あきらめちゃっているだけのような気もするけど）

　仕方ないだろ。今まで努力してもなんの結果も出せなかったんだから。俺が自分に悲観して諦めていたとしても、それで誰かに迷めい惑わくかけてるわけじゃないから問題ないし。

（結果って、そんなに大事かな……）

　なに言ってんだよ。姫野実衣奈だって、良い結果を残すために今もこんな時間まで部活頑がん張ばってんだろ。良い結果を残せる、選ばれた人間なんだから。

（……私は、なんのために部活頑張っているんだろう）

　ミーナは体育館の方向を向き、現在、部活動を頑張っているだろう自分の実体に対して疑問を投げかけているようである。

　だから、良い結果を残すためだろ？

（ん～、たぶん、違うかな。結果は追い求めているけど、それが続けている理由ではないよ。正直に言うと、途と中ちゆうで辞やめるって言い出しづらいからかも。親にも友達にも）

　え、そんなネガティブな理由なの!?

（そんなものだよ。乙綺くんは私に自分の理想を押し付け過ぎなの。私は乙綺くんが思っているような魅力的な人間じゃないんだよ）

　その姫野実衣奈の裏の顔が、これから分かる、と……怖こわいような楽しみのような。

　そんな俺の期待を察知するかのように、部活動終しゆう了りようの目安となるチャイムが鳴った。

　おい、これからどうするんだ？

（下げ駄た箱ばこに私の実体が見えたら、少し離はなれたところに移動して尾び行こうするよ！）

　はいはい尾行ね、りょうか～い…………じゃねぇよっ!?　なんで尾行すんだよ、完全にストーカーじゃねぇかよ！　俺を犯罪者にしたいのか？　そうなのか？

（大丈夫。もし巡じゆん回かい中の警官に職務質問されたら、自分にだけ視みえる彼女がそう指示した、って言えばいいから）

　…………などと意味不明なことを話しており──

　完全に犯罪者フラグが立ってますわ！　あかんあかん。

（バレなきゃ問題ないし、別にバレても問題ないんだよ。今日の私は、かなり警けい戒かいして帰ると思うけど、尾行スキル高そうな乙綺くんならやれる！）

　尾行スキルなんて高くねーよ！

　拳こぶしを胸の前で握にぎりしめ、やる気満々なご様子のミーナさんである。

　なんでそんなに楽しそうなんだよ。やってること完全に外げ道どうだからな。

（尾行なんて、刑けい事じドラマみたいで楽しそうなんだもん。相手が自分だから罪悪感ないしね）

　俺には罪悪感しかねぇよ！

（私は尾行くらいで騒さわぐような女じゃないから安心して）

　サラリと爆ばく弾だん発言しないで。

（ほらっ！　私が下駄箱に来たよ。いったん校門を出て、路ろ肩かたに停とめてある車の裏に隠れよ。あの位置からなら気づかれずに尾行を開始できる）

　なんてこった、俺の覚かく悟ごが決まらないうちに尾行が開始されてしまうぞ……。

　……それにしても、この女、やけに尾行に慣れてないか？

（どちらかと言うと、尾行を撒まくほうが得意だよ。中学時代から男子生徒に付け回されていたからね）

　あの顔だもんな、昔から苦労していたのだろう。ってことはアレか？　尾行される立場だったのが、今度は尾行する立場になって燃えている、と。

（そういうこと！　燃えるぅ！　絶対に気づかれないで目的地まで辿たどり着くよお！）

　……ミーナの遊びに付き合わされているだけな気がしてきたぞ。

（集中して。……よし、校門を通り過ぎたね、ここからが尾行の開始だよ。適度な距きよ離りを保ちつつ、物もの陰かげに隠れながら移動するよ）

　このストーカー、やる気満々である。俺は慎しん重ちように対象の視界に入らない位置を探して移動する。そんな俺の背中越ごしで、目を輝かがやかせながら尾行対象を確認するミーナ。

　ミーナは隠れる必要ないと思うのだが……というか、対象と俺たちの位置関係よりも、俺とミーナのポジションのほうが問題だ。ミーナの興奮した呼吸音と吐と息いきが耳に伝わってくるし、なにより……俺の妄もう想そうスキルが高すぎるせいで、ミーナの胸の感かん触しよくを勝手に脳内補完して感じてしまっているのだ。

（お？　乙綺くんも興奮してるようだね？　やる気出てきた？）

　おおお、お、おう！　まあな！

　適当に誤ご魔ま化かして尾行を続ける。

　姫野実衣奈は女バドの友達と思われる生徒達と下校しているようだ。いち、に、さん……全員で四人か。三組の白しら石いしさんもいるな。なに話してんだろ、すげぇ気になる。

　下校中のガールズトーク、青春だな。俺は青春ストーカー行こう為いに勤いそしんでいるが。

（たぶん、大した話はしてないよ。顧こ問もんに対する文句とか、宿題ダルいとか近所の美味おいしいスイーツショップの話とか、来月の文化祭の話とか。まぁそんなところだね）

　ミーナにとっては、大した話ではないのか。

（私は周りに合わせて相あい槌づち打ったり、適当な意見を言ったりしているだけだよ）

　そうなのか。少し離れた場所から観察している俺でさえ、あの四人の中心は姫野実衣奈だと感じているのに。その中心人物は話の内容に興味持っていないとか、皮肉なもんだな。

（私が心の中で話の内容を退たい屈くつに思っていようが、それを表に出していない以上、誰にも迷惑かけてないから問題ないでしょ？　ふふふ）

　その論理、人に言われるとイラッっとくるな。俺も今度から自重しよう。

　でもよ、文化祭の話にも興味ないってことか？　凛り音おんなんか、テニス部で出店やるとかで準備忙いそがしいって言ってたじゃん。俺はともかく、姫野実衣奈が興味ないのは意外だ。

（凛音ちゃんの手作りスイーツには興味ある！　でも、文化祭自体には興味ないなぁ）

　マジかよ。とても学校のアイドルの言葉とは思えん。

（アイドルじゃないですぅ～）

　俺たちがそんな話をしている間に、学校の最も寄より駅に到とう着ちやく。

　尾行対象の集団は三人になっていた。そして、三人は上り方面の電車に乗り込む。俺の家は下り方面の電車なので家路とは逆方向へと進むことになる。

　姫野実衣奈を隣となりの号車から監かん視しする。和気あいあいと友達と会話しているようだ。あれが嘘うその──友達を騙だます作り物の笑え顔がおだとは信じられなかった。いや、信じたくなかった。

（こらこら、人聞きの悪いこと言わないの。全部が全部嘘ってこともないし、友達のことは好きだよ？　そもそも女子なんて、本音を探さぐり合いながらもあまり奥には踏ふみ込まず、表面的な楽しさを求めるものなの。悩なやみの相談をしている自分が好き、その相談に乗ってあげている自分が好き。そうやって良好な関係を築いていくんだよ）

　非モテのコミュ力ゼロの俺には別世界の話だぜ。でも、姫野実衣奈はやっぱりさすがだな。あの表情からは、そんな腹黒い思考を読み取れないぞ。

（腹黒いとか言わないのっ。ん～？　でも、たしかに妙みようだなぁ。なんだか楽しそう……。私、あんな無防備な顔してたかな……？）

　そう言われると、たしかに俺も違い和わ感かんを覚える。一学期に観察してたときは、どことなく洗練された雰ふん囲い気きだった。親しみやすさの裏に、近寄りがたさも兼かね備そなえていたような──矛む盾じゆんするけど、そんな雰囲気。今の彼女は、心の底から友達との会話を楽しんでいるような……いや、それもなにか違ちがう気がする。

（一学期に観察していた、というのはとりあえず置いておくとして。私も今の実体には少しだけ違和感がある……なぁ）

　頭からミーナが抜ぬけて、思考回路に微び妙みような変化が生じたとか。腹黒い感情が抜けて、真っ白くて純真な姫野実衣奈になったのか？　ミーナはやっぱり悪だったのか！

（違うもん！　私のほうがオリジナルの本物なんだもんっ！　そ、それなのに……ぐすん）

　泣かないの。っていうか泣き真ま似ねしないの。

（まぁ、実体に直接確かく認にんすれば早いんだけどね。でも、それができない以上、まずはこうやって尾行して、本ほん性しようを確認してもらうしかないね）

　さーせん。俺が不ふ甲が斐いないばかりに回り道になっているな。家に帰るのも回り道だし。

　自じ嘲ちようしていると、姫野実衣奈の友達二人が電車から降りた。

（あの二人の家は、この駅が最寄り駅なんだよ。私の家にはあと二駅だね）

　俺の利用している駅と同じで、ここは特急が停まらない駅だ。姫野実衣奈の降りる駅はターミナルになっているので、複数の路線が乗り入れている。特急も停まる。

　なんか負けた気がする。

（小さいことを気にしないの。普ふ段だん、特急なんか乗らないもん）

　小市民の言葉は貴族には届かないのだ。

　その特急が停まる駅に、俺たちの乗っている各駅停車の電車が停まったが、姫野実衣奈は降りる気配がない。

（いちいち特急とか各駅停車とか言わなくていいからっ）

　そして、そのターミナル駅で乗車客が大量に入れ替かわる。姫野実衣奈は空いた席に座り、景色を眺ながめているようだ。周りはスマホ片手にディスプレイと睨にらめっこしている人間が多いので、姫野実衣奈の様子は少し浮うき世よ離ばなれしているようでもある。

（私だって、いつもはスマホくらい見るよ。でも……やっぱり不自然だね）

　見たところ自然な感じだけど？

（それが不自然なの。いつもなら周りに知り合いがいないか確認する。それに、乗っている号車も真ん中のままだし、迂う闊かつにも程ほどがあるよっ！）

　そうなの？

（いつもなら友達と別れた後、先頭か最さい後こう尾びの号車に移動するの。それで、座席の一番端はしに座る。場合によってはマスクも付ける）

　そっちのが不自然だろ！

（それにしても、あの間ま抜ぬけ面づら──隙すきだらけだし、私って端はたから見るとあんな感じだったのかな、軽く自己嫌けん悪おだよ……）

　友達と別れて一人になってからの姫野実衣奈は、どことなく穏おだやかな表情に見える。

　──可愛かわいい。俺の目には、間抜け面なんてものじゃなく可愛く映っている。

（むむむぅ。乙綺くんは私に対して甘すぎだよっ。ううん、私には手厳しいけど……実体の私に対してね？　その優やさしさを、少しでいいから私にも振ふる舞まってよお！）

　俺は浮うわ気きしない主義なので。

（同一人物なのにぃぃぃ！）

　──気づけば、都心と呼ばれるエリアまで来ていた。

　それから五分ほど電車に揺ゆられ、とある駅に着く。

（あ、ここだよ！　この駅で降りるよ！　はやくぅ、はやく降りてぇ！）

　慌あわてて姫野実衣奈の様子を確認すると、たしかにこの駅で降りるようだ。

　俺は急いでホームに降り、対象を尾行する。

（実体の私、全然尾び行こうに気づいてないね……まったく警戒してないみたい。張り倒たおしたくなってきた）

　やめて。ストーカー行為だけじゃ飽あき足らず、婦女暴行まで加える気ですか……。

　さすがに金曜日の帰宅ラッシュ。大勢の人たちが駅の中を闊かつ歩ぽしている。手に大きな紙かみ袋ぶくろをぶら提さげている人。大きなリュックを背負い込み、足早に目的地を目指す人。サラリーマン風のスーツ姿の男性や若い女性。幅はば広ひろい層が利用する駅らしく、対象から目を逸そらすと、すぐに見失ってしまう自信がある。

　このなかを対象に気づかれずに尾行するのは、なかなかに難易度が高そうだ。

　……というか、ここ。この駅って──

　改札を抜けて外に出ると、

「明日オープンする新しいメイドカフェでぇ～す、よろしくお願いしまぁ～す」

　舌っ足らずな声のメイドさんから、ティッシュ入りのビラを受け取る。

　目の前の建物には大きなアニメイラストが掲けい示じされている。

　大通り脇わきの日ひ陰かげの通路に並べられたカプセルトイのガチャガチャ。

　周辺の店からは、どこかで聴きいたことのあるアニメソングが流れている。

　……って、ここアキバじゃねぇか！

（そうだよ）

　別にアキバは珍めずらしくもなんともないんだが、あの姫野実衣奈が用事のある場所とは思えない。むしろ彼女の嗜し好こうと対極に位置している場所ではないか？

　俺は、たまに買い物に来るが熱心なオタクとは言えない。アニメは有名な作品を観みるだけでブルーレイは買わない。ラノベは、アニメを観て続きが気になったものだけを買っている。ゲームも程々。人気の大作ＲＰＧと呼ばれるものくらいしかやってない。ソシャゲはログボもらうだけ。声優は全然わかんない。応おう援えんしてるアイドルもいない。

　あれ、俺は何を生き甲が斐いに生活してんだろ。勉強もしてねーし、部活もやってねーわ。

（乙綺くんにオタ趣しゆ味みがないことは部屋を見れば分かるよ。今どき逆に珍しいくらいグッズ類を置いてないよね）

　いやいや、俺より姫野実衣奈だろ!?　こういうとこ毛け嫌ぎらいしてそうなイメージなんだが。

（ほほー、私がアキバを毛嫌い、ねぇ？）

　なんか威い圧あつ感すごいんですけど!?

　だって、リア充じゆう女子たちと渋しぶ谷やとか原はら宿じゆくのショップに行ってるほうが、しっくりくるんだもん。オシャレなショップ？　とかスイーツ？　とか。

（付き合いで行ったりはするけどね。さっきも話したけど、ソッチはあんまり興味ない）

　ソッチは、ってことはコッチは……？

（めちゃくちゃ好きぃぃ！）

　ちょ！　キャラが壊こわれてるって！

　っていうかマジかよ！　ミーナの言ってた本性ってのはオタ趣味のことだったのか！

（ま、まぁ、そ、そういうこと……にゃん♪　本当の私を見て欲しい……にゃん♪）

　っぶぶうぅ！

　ミーナは猫ねこの手で、にゃんにゃんポーズを取っている。自分でやっておいて恥はずかしいのか顔が紅潮している。というか、いきなり豹ひよう変へんされても対応に困るのだが……。

（ノリ悪いなぁ～。安心して、さすがに語ご尾びに、にゃんを付ける属性とかはないから）

　それを聞いて安心しました。

　でも、まだ俺は信じねーぞ。姫野実衣奈の、ここでの目的を確認するまでは認めねぇ！

　──尾行を続けると、姫野実衣奈はある店の前で立ち止まり、陳ちん列れつ棚だなに目をやってから店内に吸い込まれるようにして入っていった。

（このお店がゴール地点だよ。全然緊きん迫ぱく感のない尾行だったね）

　俺も店内に入っていく客に紛まぎれて入店する。今度は潜せん入にゆうミッションである。

　つーか人多いな。あ、あれ？　姫野実衣奈はどこいった？　やっべ見失ったかも！

（大だい丈じよう夫ぶ、目的のフロアは分かるから。間違いなく五階にいるよ）

　ミーナの指示どおりに五階に向かい、恐おそる恐るフロア内を確認する。

　五階は下の階とは違い、それほどの混雑ではなかった。客も五人くらいだろうか。

　金曜日の夕食時なので空すいてるのかな？

（うん、私が金曜日にココに来る理由でもあるよ。次の日が休みってこともあるけどね）

　そう、ここギャルゲー売り場にね。

　…………って！　おいぃぃぃぃぃ！

　え、なにこれ……どうなってんの……。百歩譲ゆずって、オタ趣味があるのは分かった。うん、アキバが好きなのも伝わってきた。で、でもさ！　ここギャルゲー売り場だよ!?

　お客さん全員男じゃん！　全員歴戦の猛者もさみたいじゃん！

　…………一人、女の子がいた。凄すごく美少女だ。ここのフロアに置いてあるパッケージから飛び出してきたようなヒロインがいた。その佇たたずまいに、周りの歴戦の猛者たちも前かがみになっている。店員だけはその美少女、姫野実衣奈を見ても驚おどろいた様子はない。

（店員さん、顔なじみだもん。オススメのゲームとか教えてくれる良い人だよ）

　あは、あはははは、嘘だろ……おい。俺の姫野実衣奈がギャルゲーやるわけないじゃん。

　そういうのに耐たい性せいない、奥ゆかしい可か憐れんなアイドルなんだよ……。

（ツッコミどころ満まん載さいだね。奥ゆかしくないし可憐でもないし、アイドルでもな～い）

　いや、奥ゆかしいだろ。ミーナはお風ふ呂ろで俺の裸はだかをみて恥ずかしがっていたくらいだし。

（お風呂……裸）

　思い出しちまったじゃねぇかよおぉぉ！

（思い出しちゃったじゃないのよおぉぉ！）

　落ち着け俺、落ち着け俺ぇ～。今はそんなことを思い出してる余よ裕ゆうなんてないはずだ！

（……も、もうっ。それより、私の実体を見て！　今、手にしてるパッケージをずっと眺めてるよ。あの様子は、買い、だね）

　なんであのソフトを買うって言い切れるんだよ？　迷った挙げ句、別のソフトを買う可能性だってあるだろ。何も買わずに帰るかもしれないし。

（前にお母さんに指し摘てきされたことがあるんだけど、私って何かを期待する前に左ひだり髪がみをかき上げる癖くせがあるみたいなんだよ。無意識に、胸の高鳴りを紛らわそうとしているのかもしれないね。バドミントンの試合のマッチポイントのときにもやってるみたいだし。それでね、今も左髪をかき上げたんだよ）

　身内しか知らない新情報ゲットだぜ！

　遠くから観察していると、ミーナの予想どおり、姫野実衣奈は手にしたパッケージをレジに持っていった。
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（それにあのソフト、先々月来たときにも買おうか迷ってたんだよねぇ。それからずっとモヤモヤした気分のまま過ごしてたから、今日は買うと思った）

　へ、へぇ。先月はなんで買わなかったんだ？

（先月はインターハイで来れなかったんだよ。だから二ヶ月も我が慢まんしちゃった。インターハイ出なければ、夏休みに満まん喫きつできたかもしれないのになぁ。うぅ早くやりたいなぁ！）

　いやいや、インターハイと比べるようなものじゃないよね？

　……あ、あれ？　俺の基準がおかしいのかな。

（部活に所属してない乙綺くんから、そんな発言が飛び出すなんてね。ふふふ）

　誰だれよりも中心で青春を謳おう歌かしてると思ってた人からの発言だったので、驚きました……。

　もしかして、全ぜん寮りよう制せいの高校に進学するのが嫌いやだったのって……。

（寮生活だと、私の大好きなギャルゲーを堂々とプレイできないからだよ）

　ははは……。

　レジでお目当てのギャルゲーを買って、幸せそうな顔をしながらフロアを後にする姫野実衣奈を見送る。

（これで私のこと、分かってもらえたかな？）

　……ハイ。

　この出来事によって、ミーナが本物の姫野実衣奈であると確信する。

（実体だけじゃなくて、私の存在も認めてくれたようで有意義な時間になったね）

　……ああ。そして残念だったな。あのギャルゲー、ミーナはプレイできなくて。

（っ!?　ああああああっ！）




　落ち込むミーナをなだめながら秋葉原駅に向かう。

（うっぐ、うぅっぐ……っぐすん）

　いい加減、機き嫌げん直せよ。

（うわぁ～ん！　だってだって！　あのソフト二ヶ月も我慢したのに、私はプレイできないなんて！　なんのためにインターハイ頑がん張ばったんだよぅ……うぅ）

　自己実現？　掲かかげた目標に辿たどり着くため？　そういうもんのために頑張ったんじゃね？

（……ぜんぜん説得力のないフォローだね。さすがは帰宅部）

　いつになく辛しん辣らつな言葉を吐はかれる。

　一つ訊ききたいんだけどさ、ミーナって姫野実衣奈の中に戻もどったら、どうなるの？　今の姫野実衣奈とどっちになるの？

（どうなるって……どっちも私だから何も変わらないと思うけどなぁ。乙綺くんの目の前にいる今の透とう明めいな私は消えるけどね）

　記き憶おくは？　ミーナの今の記憶はどうなるのさ。

（たぶん引き継つがれるんじゃないかなぁ。確実なことは分からないけど、なんとなくそう思う）

　それって実体の持ってる記憶も残るってことだよな？　なら、さっきのギャルゲーをプレイした記憶も実体にあるわけだから、ミーナが悔くやしがる必要ないんじゃね？

（そうかもしれないけど、記憶の継けい承しように関しては断言できないからなぁ）

　そうか……。

（ん～？　どうしたの、そんな暗い顔しちゃって）

　これは、その……卑ひ怯きような手かもしれないんだけどさ……えっと。

（なーに？　私相手にハッキリしないのは珍しいね）

　その～、ミーナが今の記憶を保持したまま実体に戻れば、俺も気軽に姫野実衣奈とお話できるかなぁ？　なんて。

（たしかにそうだね。私相手だと乙綺くんも緊きん張ちようしないだろうしね。でも、今のままの乙綺くんだと、私の実体と接せつ触しよくできないでしょ）

　結局そこか！　自分のコミュ力の低さを呪のろった。

（無理矢理に接触したとして、戻った後、私の記憶が保持できているのか不明だしね。そうなったら乙綺くん、私に不ふ審しんに思われたまま高校生活を送ることになるよ）

　それは恐ろしい。俺の高校生活終しゆう了りようじゃないか。今も大して始まってないけど。

　ただ、それよりも。今のミーナの記憶が無くなるのだとしたら、そっちのほうが寂さびしい。

（おやおや？　もしかして、私のことを気にかけてくれているのかなぁ？　ふふふ）

　試ためすように微笑ほほえみかけてくるミーナ。姫野実衣奈だったら、俺にこんな表情を投げかけてくることはない。実体の彼女であれば、他た人にん行ぎよう儀ぎで警けい戒かいした顔を向けてくるはずだ。

「早さ乙女おとめくん!?」

　こんな感じで。

　……いや、こんな感じで、じゃねぇよ！　姫野実衣奈と鉢はち合あわせしちゃってんじゃん！

（これは気まずい状じよう況きようだね。間が悪いのは乙綺くんなのか私の実体なのか……）

　ギャルゲーが入っている袋ふくろを後ろに隠かくし、ソワソワした様子の姫野実衣奈。

「こ、こんな場所で奇き遇ぐうですね。お買い物ですか？」

　奇遇もなにも、貴女あなたを尾び行こうしていたなんて言えない。

「え、あ、そ、そうですね！　は、はいぃ！」

　とりあえず適当な返事をして誤ご魔ま化かす俺。

　彼女はすぐに平常時の冷静さを取り戻したようで、神こう々ごうしいオーラを発しはじめた。

（発しはじめてないから！　な、なんでなのよぅ！　なんで、コッチのほうが、き、きき緊張してるのよぉ！　はぁうぅっ）

「私も頼たのまれていた品を代理で購こう入にゆうしにきました。初めて来る場所でしたので、すこし緊張してしまいました」

　頼まれていた、代理、初めて、という単語を強調して伝えてくる彼女。

（ぐぬぬぅ……なんという見え透すいた嘘うそを。乙綺くん、こ、これは逆にチャンスよ、状況はこちらに有利だよ！）

「ぼ、ぼくも、は、はは初めて……でででです」

（一いち人にん称しよう変わってるしぃぃ！　乙綺くんも相手の嘘に乗っちゃってるしぃぃ！）

「そうでしたか。もう遅おそい時間なので帰りは気をつけてくださいね。それでは良い週末をお過ごしください」

　一礼して、姫野実衣奈は駅の改札口を通り抜ぬけていった。

（逃にげられたぁぁぁ！）

　たぶん、買ったギャルゲーを早くプレイしたかったんだよ……あはは。




　──帰宅後。放心状態のまま俺は椅い子すにもたれかかる。

（さっきのは絶好のチャンスだったのになぁ）

　ミーナは定位置となった俺のベッドに、ぺたんと座っている。

　どこにチャンスがあったのだろう……。

（攻こう略りやく相手のホームだったんだよ？　攻せめれば落とせたと思うんだけどなぁ。最低でもフラグは立てられたのにぃ）

　いやいやいや、姫野実衣奈からしたら、見られたくない姿を見られた感覚じゃね？

（そうなんだけど。私、趣しゆ味みを共有できる友達が欲ほしかったからさ。乙綺くんがギャルゲーに興味を持ってるって分かったら、絶対に食いついてきたはずなんだよぅ）

　マジかよ。その情報を先に知っていれば、なんとか会話を弾はずませることができたかも…………しれなくもないような気もするような。いや、たぶん無理だな。

（私の本ほん性しようを知っても、まだ私を持ち上げて自分を卑ひ下げしているんだね）

　ギャルゲー好きってことは分かったけど、姫野実衣奈はあくまでも姫野実衣奈だからな。どんな本性を知っても俺の永遠のヒロインだ。

（しれっと恥はずかしいセリフ、い、言わないでよ……なんで私相手だと、キュンッとするセリフをサラリと吐けるの……）

　ミーナは口元をすぼめて、顔を俯うつむかせてしまった。

　それで、ヒロインの新たな情報が分かったのはいいけど、作戦とやらはどうすんだ？

（えっと、そ、そうだね、もちろん続行するよ。有益な情報も掴つかんだしね）

　そんな情報、入手してましたっけ……？

（乙綺くん、気づかなかった？　さっきの私の実体、乙綺くんのことを早乙女くんって呼んだんだよ。何度か交流するうちに、距きよ離りは縮んでいるってことだよ）

　なるほど！　同じ人に何度も会うと、知らずに親近感湧わくっていうしな。

（今後も地道に乙綺くんの存在をアピールしていくの。よぉし！　これまでは偶ぐう然ぜんだったけど、月曜日はこっちからアプローチをかけるよ！）

　瞳ひとみを輝かがやかせて、握にぎり拳こぶしをつくっているミーナさん。やる気満々である。

　あれ？　実際にやるのは俺だよね!?　想像しただけで緊張してきたぁ！




　翌週、月曜日の朝。

（おはよー！）

　俺の頭上で鳴り響ひびくヒロインアラーム。本物のアラームよりも一時間早く鳴るので、俺の目覚めはいつもより悪い。

　おはよう。

（朝からテンション低いな～、元気にいこうよ！）

　プカプカと宙を漂ただよっている彼女は、なんだか楽しそうだ。

　でも、そんなこと言っていられない。早く元に戻さないと、ヤバいことになるんだから。

（そうそう、だから乙綺くんも早く脳を活性化させてね。今日は乙綺くんに私の実体と交流してもらうんだから。頑張ろうね！）

　そういやそうだった。急に胃が痛くなってきたぞ。不ふ慮りよの事故でもない限り、まともに話せそうにないが……。でも、俺にはミーナが付いている、いや憑ついている！

（任せて！　今日フラグを立てておけば、後々イベントに発展する可能性が高いはず）

　ギャルゲー用語を自然と使うミーナに気き後おくれしてしまうが、俺はやるしかない。

（さぁ、今日は張り切っていくよ！）

　こうして俺とミーナの六日目がスタートした。




　学校の教室に行き、自分の机に到とう着ちやくするとミーナから作戦内容を聞かされる。

　俺の席は窓まど際ぎわで、ミーナは窓の縁へりに腰こし掛かけている。

（作戦なんて大げさなものじゃないよ。昼休み、私が友達と食事する前に、乙綺くんが声をかけるの。今日は俺と一いつ緒しよに食べない？　って）

　無理ぃ！　無理無理無理無理！

　なに言ってんの!?　この思念体やっぱ信じちゃダメかもしれん！

（絶対大だい丈じよう夫ぶだよ。私はいつもクラスの女子友達と中庭で食べてるから、教室を出る前に誘さそっちゃえば問題ないよ）

　なんで、さも当然のように話を進めているのだろうか。俺に拒きよ否ひ権けんはないのだろうか。

　ちなみに、中庭でご飯を食べる生徒はウチのスクールカーストのトップ集団である。俺みたいな底辺のゴミ野や郎ろうは中庭に近づくことすら許されていない。

（また卑ひ屈くつな発言してるね？　誰だれがどこで食事しようと自由でしょ。なんなら乙綺くんも、翔しよう真まくんを誘って中庭に来ればいいんじゃない？　そうだね、それがいいよ）

　なーにが、それがいい、だ。簡単に言ってくれるな。

「乙綺おーっす」

　会話にでてきた翔真が挨あい拶さつしてきた。

「うっす」

（男子ってほんと愛あい想そないよね。もっと明るく笑顔で挨拶すればいいのに）

　そんな男子高校生にはなりたくない。多感なこの年代で、周りから浮うくようなことを進んでやる愚おろか者にはなりたくない。一度クラスで浮くと、元の高さまで沈しずむのは相当厳しいのだ。俺の場合はクラス平均よりも沈みすぎてしまっているが。

（どうして、そんなに卑屈なのかなぁ……）

　俺が卑屈になって下になることで、俺の代わりにだれか一人、上にいく。俺はそういうことに幸せを感じるんだ。

（それ全然かっこ良くないからね）

　へいへい、さ～せん。

（なるほど、これは一考の余地ありだね。プランを練り直す必要がでてきたかもしれない）

　プラン？　やめて、怖こわいことしないで。いきなり食事に誘えとか言うから、拒否反応のあまり調子に乗ってしまいましたすみませんごめんなさいもう言いません。

（とりあえず、昼休みまでは平常どおりに過ごそっ）

「乙綺さっきからどうしたん？　窓のほうを眺ながめて、ぼーっとして」

「へ？　あぁ～、お、おう、悪い悪い、ちょっと考えごとしててな」

　翔真を適当に受け流し、午前の授業に入る。真ま面じ目めに授業に取り組むクラスメイトたちをよそに、俺は脳内でお昼休みの予行演習をしていた。

　昼休み突とつ入にゆうのチャイムが鳴る間際の数秒。

　必死に自分のノートに黒板の文字を書き写している遅ち筆ひつの学生。

　購こう買ばいの人気弁当を確保するため、イチ早く教室を飛び出す体勢になっている男子生徒。

　彼らの様子とは対照的に、俺はギリギリまで脳内で静かに作戦会議をおこなった。

　そして、運命の鐘かねが教室内に響き、学生たちはいつもと変わらない昼休みに突入する。

（よぉし！　六組にいる私のところに向かうよっ！）

　俺だけは、どうやらいつもの日常を過ごすわけにはいかないようだ。

　本当に行くのか……緊きん張ちようのせいか徐じよ々じよに心しん拍ぱく数すうが上じよう昇しようしてきたような……。

「おーい、乙綺どこ行くん？　これから昼飯だろ？」

　いつもは教室の片かた隅すみで、一緒にコンビニのパンを食べる翔真に声をかけられる。

　姫野実衣奈は手作り弁当を持参だ。情報によると、母親と作ったりしているそうだ。

（な、なんで知ってるの!?　相変わらず凄すごい情じよう報ほう網もうだね……逆に感心してきたよ）

「ああ、その、ちょっと用事あってよ。悪い！　今日は一人で食っててくれ！」

「マジかよぉ～！　教室で一人飯とか寂し過ぎんぜぇ～！」

　翔真のことは全然気にしていない。なぜなら、翔真は俺と違ちがって友人がいっぱいいるからだ。俺とつるんではいるが、ほかのクラスメイトたちにも顔が広い。実際、ぼっち飯になることはないだろう。むしろ、今日俺が翔真と食べなかったことで、ほかの友人たちと昼食をとるようになり、結果俺だけがぼっち飯になる、という可能性のほうが高そうだ。

（凄いマイナス方向への思考だね……翔真くんの友人たちと一緒にご飯を食べるという発想はないのかな……）

　知らない人間といきなり仲良くするとか、勇者の試練かよ。勇気を試される試練とか、俺なら絶対にやらん。一生、村で牛たちと戯たわむれていたい。動物は良い、俺を裏切らない。

（なんで、いきなり牛の話をしているのかな……）

　……あれ、ちょっと待てよ。俺、これから姫野実衣奈を昼飯に誘うんだよな？

（うん、そうだよ。だから今、六組に向かってるんじゃん）

　勇者の試練どころか、いきなりラスボスの魔ま王おうに突とつ撃げきしようとしてんじゃん、俺！

（ちょっとお！　魔王って誰のこと!?）

　やだやだやだやだぁ殺されるよ！　スライム倒たおすところからにしてくれ！　全然レベル上がってねぇんだよ！

（そんなこと言ってないで。ほら、私の教室に着いたよ）

　魔王の居城に辿たどり着いてしまった……ひのきのぼうとおなべのふたで、どうやって倒せというのだろうか。こんな縛しばりプレイ望んでないんだけど……。

（早くしないと友達と中庭へ行っちゃう！）

　くそ、こうなりゃヤケクソだ！

　俺には裏ボスという強い仲間が憑いている、信じるしかねぇ！

　勢い良く魔王城へと足を踏ふみ入れる。

　さすがは魔王の根城。そこに住まう魔物たちも、俺の村周辺の者たちと雰ふん囲い気きが違う。

（こらぁ！　人聞きの悪いこと言うなぁ！　みんな良い人たちばかりだよ？）

　裏ボスの言葉を無視して、魔王が佇たたずむ窓際最さい後こう尾び席へと進しん撃げきする。

（さぁ！　この勢いで、魔王──じゃなかった、私に話しかけよっ！）

　姫野実衣奈の席まで行くと、さすがに周りの魔物も俺に注目してくる。そりゃそうだろう、冴さえないモブ男子が学校のアイドルの前に現れたのだから。俺が傍ぼう観かん者しやの立場だったら、今の俺を激しく罵ののしっているだろう。姫野実衣奈に悪い虫がつくのは許さない。しかし、

（ね、ねぇ！　大丈夫!?　乙綺くんの心拍数、凄く上昇してるよ！　緊張感が尋じん常じようじゃないくらい高まってるんだけど！）

　──今の俺は悪い虫のほうだ。

　教室内の不ふ穏おんな空気が俺の心拍数をさらに上昇させる。

　高ランクの魔物たちの視線攻こう撃げきに、俺のＨＰは徐々に削けずられていく。

　ＨＰが尽つきかけたとき、目の前の魔王が俺の存在に気づいたようだ。

　そして、ＨＰとは逆に、俺の心拍数はカンスト値まで上昇した。

（あわ、あわわわぁ～、ど、どうしよう。ドキドキが止まらないよぉ……）

　裏ボス！　しっかりしてくれ！　おおおおお俺は、なんて声をかければいいんだ!?

（えっと、えっと、あわわわぁ……）

　裏ボスが混乱していると、目の前の美少女の唇くちびるが動いた。

「あっ！　さ、早乙女くん!?」

「えっ！　いやっ、その、あのっ、えっと！　つまりは、その」

（ちょっとお！　緊張し過ぎだよ！　心臓破は裂れつしそう……）

「な、なんのご用件でしょう……か？」

　姫野実衣奈は困こん惑わくしている様子で俺に問いかける。それを、周りの取り巻きたちがさらなる怪け訝げんな様子で俺を見つめてくる。死にたい。

「そ、しょの、じじゅっ！　じつは、きょ、きょきょきょ」

　噛かみ過ぎて俺もなに言ってんのか分からない。死にたい。

（が、がが頑がん張ばって！　相手は私！　なにも緊張することないよ！）

「…………？」

（こら私！　無言で見るなぁ！　察しなさいよ！）

　ミーナは、キョトンと無言で椅い子すに座っている姫野実衣奈を見み据すえながら、机をドンドン叩たたいている。ドンドンという音こそしないが、彼女のもどかしい気持ちが伝わってくる。

「きょきょきょ今日は、しょく……しょくじゅっ！　しょくｄゅふっ！」

「ヒメ～、早く中庭行こ～？　昼休みの時間、短くなっちゃうよ～」

　姫野実衣奈の取り巻きが、俺を無視して彼女を昼食に誘ってきた。

（あぁ！　キィちゃん、今、大事なところだから私を誘わないでよ！）

「ほら、そんなとこでぼーっとしてないで、行くよ？」

　キィちゃんと呼ばれた女子生徒は姫野実衣奈を急せかすように言う。

「あ、でも……」

　姫野実衣奈は俺に対し複雑な表情を向け、なにか悩なやんでいるようだ。

（なに悩んでいるの、私！　目の前の大事な客人を放置しちゃダメでしょ！）

　ミーナは実体の自分に対して毒づいている。焦じれったい気持ちからか、姫野実衣奈の顔をビンタするようにペチペチ叩き始めた。

　もちろんミーナのそんな攻撃が姫野実衣奈に通じることもなく──

「ご、ごめんなさい。私は、これから友達と昼食に行きますので……なにかご用であれば、後ほど伺うかがいます」

　ＨＰが尽きた俺は、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすことしかできなかった。

（あぁ！　行かないで私～、私を置いて行かないで～）

　俺の元から離はなれられないミーナは、実体に虚むなしく手を伸のばすことしかできなかった。




　自分の教室に戻もどった後、俺に自我が蘇よみがえる。

　ぐふっぐふぅ、うっふっふぅ！

（ど、どうしたのかな？　壊こわれちゃったの!?）

　大成功だぁ！　姫野実衣奈と話せたぞ！

（ぜっんぜん、大成功じゃないよ！　大失敗だよ！）

　今の自分の持ってるコミュ力を如何いかんなく発揮できた。これまでとは違い、今日は俺から話しかけたからな。その点を考こう慮りよすると、パーフェクトな出来だったと思うぞ。

（それ……気のせいだよ……。それで、どこが大成功だったのかな？）

　朝方と同じく、窓辺に寄りかかりつつ俺を詰きつ問もんしてくるミーナ。

　朝と違う点は腕うで組ぐみをしているのと、目つきが鋭するどくなっている点か……。

　どこって、姫野実衣奈と後ほど話せる約束を取り付けられたじゃねーか。

（あれ、たぶん社交辞令だよ）

　またまたご冗じよう談だんを～。俺と、また今度話をしてもいいっていうことでしょ～？

（話をしても全然構わないけど、乙綺くんへの好感度が上がったわけじゃないと思うよ）

　ふひぃ!?　ライバルに先んじて俺が特別扱あつかいされたわけじゃないの？

（ライバルなんていないよ。そもそも私には特別親しくしている男友達がいないもんっ）

　知ってる。そんな野郎がいたら、俺が叩き潰つぶしてる──心の中で。

（乙綺くんって独どく占せん欲よく強いんだね……。舞まい上がっているところ悪いんだけど、さっきのコミュニケーション方法では全然ダメだよ）

　それは、はい……自覚しております。でも、ミーナにも責任があるんだからな！　ミーナがアドバイスしてくれるって言うから、俺も挑ちよう戦せんしたのにさっ。ぐすん。

（泣かないの。それに関しては私も悪かったよ……。心拍数が上がりだして、まともに頭が働かなかったんだもん）

　非モテのコミュ障男子の気持ちが分かったか。

（自分相手に体験することになるなんてね。自分相手に緊張するのは何度経験しても慣れないよ……）

　結局、ぼっち飯になっちまったじゃねーか。

　俺の席は窓まど際ぎわなので中庭の様子がよく見える。

　あはは、姫野実衣奈たちの明るい声が聴きこえてくるようだぜ。俺はぼっちだけどな。

（この歯は痒がゆい気持ちはなんなのかなぁ、まったく。まぁ乙綺くんは、ぼっちではないでしょ？　私がいるんだし）

　周りからみたら完全にぼっちなんですけど。

　温めるとより美味おいしい、と書かれたパンを冷たいまま口に放ほうり込む。

　寂さびしくぼっち飯を食べはじめると──

「乙綺～、ヒメを昼食に誘さそったってホント？」

（あ、凛音ちゃんだぁ！　今日はポニーテールにしてるよぉ！　可愛かわいいぃぃ～）

　凛音がポニーテールを揺ゆらしながら駆かけ寄よってきやがった。耳ざとい。

　ご飯を食べるとき、凛音は髪かみを結んでいるらしい。全然興味ないから、今まで気づかなかったわ。つーか、昼休みに俺に声かけてくんの珍めずらしいな。翔真がいないからか？

「情報流れんの早すぎだろ……今さっきの出来事だぞ……」

（まさか、こんな突とつ発ぱつイベントが発生するなんてぇ！　どうしよどうしよっ）

　ミーナさん、さっきまでの負のオーラが完全に消し飛んでるじゃん。

　顔に花が咲さいてんぞ。どこに咲かせる要素があんだよ。

「中なか川がわくん、さっきほかのクラスの男子とご飯食べに行っちゃったよ？」

「ああ、知ってる」

「それで、乙綺はヒメに断られて、寂しく一人で昼食タイムかー」

「なんだよ、べつにいいだろ。放っとけ」

（その選せん択たく肢しは最悪だってば！　ここは、凛音ちゃんと一いつ緒しよに食べる流れだよ！）

　知らんがな。

「ヒメにはヒメの都合があるんだから、急に誘っても無理に決まってんじゃん」

（ほらぁ！　なんか私の好感度まで下がってない？　私なら恩人である乙綺くんの誘いを断るわけないもんっ）

　いや、断られたわけですが。

（むうぅ）

　なにやら膨ふくれてしまった様子のミーナさん。

「べつに凛音に迷めい惑わくかけてないんだし……関係ないだろ」

「でも、一人で食べるの寂しいでしょ。クラスで目立っちゃうし。だ、だからさ、今日はアタシと一緒にお昼──」

「乙綺にぃ、お昼ご飯一緒に食べよ～」

　凛音が言い終わる前に、教室の扉とびらを勢い良く開け放ち、陽ひ茉ま莉りが突とつ入にゆうしてきた。

　突然の陽茉莉の乱入に、俺のクラスメイトたちも目をキョトンとさせている。

　そりゃそうだ、陽茉莉は高等部ではなく中等部所属のお子ちゃまなのだから。

「ちょっと陽茉莉！　あんたは中学生なんだから、こっちの校舎に来ちゃダメでしょ！」

「わたしと乙綺にぃの間に、そんな壁かべなんかないもん」

「中等部と高等部という壁があるでしょ。なにをいきなり壁破は壊かいしちゃってんのよ。巣に戻りなさい」

「なんか凛音ねぇの機き嫌げんが悪い気がするよぅ……。いつものお邪じや魔ま虫むしがいなかったから、乙綺にぃと過ごせるチャンスだったのになぁ」

（いいなぁ乙綺くん、モテモテで）

　ああ、もう。俺は静かに飯を食いたいだけなんだってば。

（ところで、お邪魔虫って翔真くんのこと？）

　ああ。翔真は陽茉莉のことを気に入ってるらしいんだわ。陽茉莉からしたら厄やつ介かいな相手ってことみたいだな。翔真は見境なく女の子のことをチェックしているようだから。

「あ！　陽茉莉チャンじゃん！　なになに？　オレに会いに来てくれたの？」

　ほら、翔真が教室に戻ってきたぞ。

「うぅ、お邪魔虫のばかぁ！　逃にげろぉ！」

　陽茉莉は翔真の声を聞くなり教室から脱だつ兎とのごとく立ち去った。嵐あらしのようなやつである。

　……ああ、もう、ホント静かな昼休みを返してくれ。

　これも全部ミーナのせいだ。

（まーた私のせいにしてるぅ）

　結局、多少の空腹が紛まぎれただけで、なんの成果もないまま昼休みは終しゆう了りようを迎むかえた。




　午後の授業中、昼休みの反省と今後の行動方針をミーナと共有することに。

（今日の私の実体とのやり取りで分かったよ。いきなり昼食に誘うのは難易度が高かったみたいだね）

　俺のメンタルを削けずり取って、やっと理解してくれたか。

（うん、改めて実感できたよ）

　男相手なら知らない相手でもそこそこなんとかなるんだが。ほんとだぞ？　少しドモるくらいだ。相手が女子──姫野実衣奈だと俺の細さい胞ぼうが悲鳴をあげるんだ。

（それ、むしろ私のことが好きっていうより、苦手っていうレベルなんじゃ……）

　そんなことはない！　いつも妄もう想そうしていたくらい憧あこがれている！

（そんなに堂々と言われると、は、恥はずかしいな……むしろ、その感じを実体の私の前で出せたらいいんだけど）

　それは無理だ！

（分かった、これは順番を間ま違ちがえたかもしれない。私としたことが、主人公のステータスを上げることを疎おろそかにしていたよ）

　主人公？　まーた、ギャルゲーの話してる？

（フラグを立てるためには、まずパラメーターを伸ばさないとだね）

　これ、勝手に話を進めてるやつだ……。

（よぉし、ヒロイン攻こう略りやく作戦を第二段階へと移行させるよ！）

　こうして、俺は第一段階を知らないまま、何かの第二段階へと突入した……らしい。








三章　ルート変へん更こうですか？









　自宅の部屋で、ヒロイン攻略作戦とやらの第二段階について説明を受ける俺。

　正直、ミーナが何を言っているのか理解できないでいる。

（──だから～、攻略対象ヒロインの好感度を上げるために、主人公のパラメーターを伸ばす必要があるんだってば）

　攻略対象ヒロインというのは姫ひめ野の実み衣い奈なのことだろう。しかし、主人公って誰だれだ？

（主人公は乙いつ綺きくんに決まってるでしょ）

　いつの間にか、主人公にされていたのか。

（乙綺くんはギャルゲーやったことないの？）

　昔、友達に借りて一回だけやったことある。

（なんで人生の生き甲が斐いにならなかったのかな？）

　生き甲斐はともかく、俺には向いてなかったんだよ。ギャルゲーって、主人公目線で話が進んでいくだろ？　画面上の女の子たちは、画面越ごしで俺に話しかけてくるんだ。

（それはそうだよ。それがギャルゲーの醍だい醐ご味みでもあるしね。没ぼつ入にゆう感とでもいうのかな、自分が主人公なんだよ）

　……うん、それが問題だったんだ。俺、ゲームでさえ女の子に緊きん張ちようして、どんな行動を取ればいいのか分かんなくなっちゃったんだよ。

（じゅ、重じゆう症しようだね……まさか、ここまでの症しよう状じようだとは思わなかったよ……）

　漫まん画がや小説だったら、受動的に話が進んでいくから問題ない。ページをめくるだけで勝手に話が進んでいくんだ。しかも、主人公が活かつ躍やくしてハッピーエンドで終わることが多い。

　でもな、ギャルゲーは違う。相手の女の子の興味を引かなきゃダメだろう。やだよ、そんな能動的なの、めんどくさいじゃん。自分の考えが否定されたりフラれたりしたらショックでかいわ。プレイヤーのために作られたゲームでさえモテない俺とか、最悪だわ。

（もしかして、私以上にギャルゲーに対してリアル性を感じているのでは？　才能ありそうだよ、ギャルゲーの！）

　どんな才能だよ！

　……ねぇ、もしかして……この間、姫野実衣奈が買ってたギャルゲー、ミーナがプレイできないからって、リアルでギャルゲーやろうとしてる？　俺をオモチャにして。

（今いま頃ごろ気づいたの？　でも、乙綺くんはオモチャじゃなくてプレイヤーキャラ、つまり主人公だね。攻略対象のヒロインは私だから楽勝だよ。攻略難易度の低いギャルゲーだけど、私も手を抜ぬかない！）

「いや、これギャルゲーじゃねぇから！」

　透とう明めいな彼女に向けて、思わず自声を響ひびかせる。

　ラブコメであれば、ヒロインとのイチャイチャシーンが描びよう写しやされるべき展開だろうが、残念ながら目の前の美少女には触ふれることはできない。

（あ、なんかヘタレ主人公っぽい）

　マズい。このままでは、ミーナの意味不明な遊びに付き合わされてしまうぞ！

（ということだから、主人公の能力をアップさせていこっ♪）

　ゲームじゃないんだから、そんな簡単に俺の能力が上じよう昇しようするわけないと思うのだが。

　そもそも、今のままで困ってないし、誰にも迷惑かけてないから別にいいだろ。

　……つい癖くせでまた言ってしまった。これは直そう、うん。

（乙綺くんも、少しずつではあるけど自分の殻からにヒビが入ってきてるのかも。ふふふ）

　誰かに無理矢理変えられるのは嫌いやなんだよ。俺が自然と自分で変わっていくのなら問題ない。自然な変化なんだから、俺自身だって気づかないかもしれんしな。

（乙綺くんは自分を大切にしているんだね。過保護なくらいに）

　世間は冷たいからな。俺だけは俺に優やさしくしてやりたいものだ。

（それなのに乙綺くんは卑ひ屈くつになるよね。自分が卑屈になることで、誰かの気分を良くさせているんだっけ？　でも、それは建前で、卑屈な自分に酔よっているだけじゃないの？）

　やめて、俺を見み透すかすのやめて。

（キツいこと言ってごめん。でも、私が元に戻もどるために乙綺くんには頑がん張ばってもらわないとならないし……自分の理想とする学生生活に近づけるためのキッカケにしてみない？）

　ミーナは、さきほどまでの軽いノリではなく、真しん剣けんな表情を俺に向けてくる。

　キッカケか……俺が行動した結果、姫野実衣奈と仲良くなれるのだとしたら？

　ミーナのこともあるし、俺も今のままで良いとは考えていない。ギャルゲーはともかく、ミーナのサポートがあるなら、やってみても……いいや、俺がやるしかないんだ！

（その意気だよ！　私がギャルゲーで攻略できなかったヒロインは、過去に一人もいないから！　今回も楽勝だよ！）

　楽勝って……ヒロイン攻略作戦を開始してから、失敗の連続なわけですが……。

　そもそも、なんでそんなにギャルゲーが好きなんだよ。

（ふっふっふ、よくぞ聞いてくれたね。私にとってのギャルゲーの魅み力りよく、それは登場人物の本音がしっかり私に伝わってくるのと、努力の成果を実感できるという点にある！）

　……余計なスイッチ入れたかも。

（この前も話したけど、現実の女子はね、本音で語り合わないの。本音をぶつけちゃったら、そこで関係が終わるかもしれないからね。自分の所属するグループの輪を乱してはいけないんだよ）

　所属するグループがない俺には別世界の話だな。

（男関係の話題も気を遣つかうよ。友達同士で同じ人を好きになったとしたら最悪だね。そうなったら、どちらか一方が自分は好きじゃなかったことにして誤ご魔ま化かすの。一度関係にヒビが入ったら修復は困難。女子は根に持つからね。衝しよう突とつやいざこざがあったとしても、それを無かったことにして振ふる舞まうのが日常なの）

　衝突する相手がいない俺には別世界の話だな。

（でもね、ギャルゲーは違う！　私が誰か一人を相手に選んでも、ほかの女の子たちは今までどおり仲良くしてくれたり、みんなで遊びに行ったりするの！　私とヒロインの関係を応おう援えんしてくれるし、ちょっと浮うわ気きしても問題ないよ。はっきり言って、心が広い！　そうはならないゲームもあるけど、基本的に女の子が全員魅力的なんだよ！　私が裏切らない限り、女の子も私を裏切らないの！）

　それ、主人公が男だからじゃね……？

（い・い・え！　そんなことは関係ない！　本音で私と向き合ってくれるの！　だから私も本当の自分で向き合えるんだよ）

　本当の自分っていうか、プレイヤーキャラの主人公じゃん……。

（と・く・に！　幼おさな馴な染じみと妹キャラは最高だよ。もともと私と近い距きよ離りにいて、一番私のことを分かっている、ずっとこの関係は崩くずれないんだろうなぁ、と思わせておいて別のメインヒロイン登場よ）

　ミーナが凛り音おんと陽ひ茉ま莉りに抱いだいていた感情って、結構ヤバいやつなんじゃ……。

（私が別のヒロインに声をかけたり遊びに出かけたりすると、それまで何気なく接してくれていた幼馴染と妹ちゃんは嫉しつ妬としてくるんだよ～。自分の本当の気持ちに気づくのかな？　それでも別ヒロインのルートに入った場合、私を応援してくれる健けな気げな姿をみせてくれるんだよねぇ～。ドロドロにならない、ドロドロになったとしても元の関係以上に良好になるっ。素す晴ばらしいぃぃ！）

　ふわぁ～……まだ寝ねる時間じゃないけど眠ねむくなってきた。

（そ・し・て！　自分の努力の成果が結果に結びつくんだよ。最近のギャルゲーは、主人公が何もせず、そこにいるだけでモテまくるパターンが増えてるけど、昔ながらのゲームは、主人公が攻略ヒロインの好みに合わせて自分を磨みがき上げていくの）

　この話、いつ終わるんだろ……。

（主人公はヒロイン好みの選せん択たく肢しを考えて選んでいくの。最善の選択肢は、ヒロインとの交流や情報をもとに判断するんだよ。そういう細かい一つ一つの積み重ねで、最終的にヒロインと恋こい人びと同士になるってわけ。現実の、ただナンパされて、その場の気分で付き合いました～、で、別れました～、な薄うすっぺらい恋れん愛あいごっことは違うんだよ！）

　途と中ちゆう、聞いてなかったけど、最後のは白しら石いしさんディスってね？

（ち、違うよっ！　私が陰かげ口ぐちなんて言うわけないでしょ。た、たまたまだよ。あと、途中の話も聞きなさい）

　ゲームは恋愛ごっこじゃないのか。

（違うよ！　純じゆん粋すいな恋よ！　愛よ！　友情よ！）

　浮気がどうとか言ってなかったか。

（余計なことは聞いてなくていいんですぅ～）

　分かった分かった、ミーナがギャルゲー脳だってことは、よ～く分かった。

　でもな、一つ言っておく。

（なーに？）

　平へい凡ぼんな男子生徒が、学校のアイドルにチヤホヤされるようなことは現実では起こらないの。現実とギャルゲーは違ちがうの、分かったか。

（全然、分からない）

　くそ、思考停止してやがる。そもそも、俺は主人公にはなりたくないのに……。

（明日から楽しみだねっ。大だい丈じよう夫ぶ、主人公早さ乙女おとめ乙綺には私がついてる。攻略対象のヒロインがアドバイスするんだから、出来レースみたいなものだよ。気楽にいこ♪）

　……そうだった。俺、リアルギャルゲーに付き合わされるんだった。

（今回のヒロイン攻略に関しては、昔ながらのギャルゲースタイルだからね。攻略ヒロインの趣しゆ味み嗜し好こうは把は握あくしたから、次は主人公のステータスを伸のばすターンなんだよ）

　それが作戦の第二段階ということだったのか。やっと、理解が追いついたぞ。

（ヒロインの好みと主人公の現在の状じよう況きようを照らし合わせて、ギャップを埋うめていくの）

　現在の状況──つまり俺のスペックを確かく認にんしろってことか。

　勉強は中の下。運動は下の上くらいかな。オシャレ度は下の下でいいや。顔は……ミーナが判断して。あ、やっぱ怖こわいかも。ミーナって腐くさっても姫野実衣奈なんだよな。

（腐ってないもん！　勉強と運動は学校の成績で把握できているね。オシャレ度は、そんなに低くないと思うよ。顔は……、短たん髪ぱつなのは女子ウケするからいいんじゃないかな）

　娘むすめの彼氏を見定める母親のように、俺の全身をくまなくチェックしてくる。

　そういうミーナの服装はというと……最初に会ったときのまま、学校指定の制服姿だ。

　ただ、花の髪かみ飾かざりを付けておらず、髪かみ形がたは実体の彼女よりラフな印象を受ける。顔は姫野実衣奈そのものなので、もちろん可愛かわいい。ふふっ。

（なに、ヘラヘラしてるのかな？　ちょっと褒ほめられたくらいでデレデレしちゃって）

　ち、ちげーし！　つーか、髪って、顔じゃないじゃん。

（仕方ないでしょ。顔は人それぞれ好みがあるから、なんとも言えないもん。強しいて言えば、清潔感があればなおよしってところだね。ネトゲやスマホゲーにハマったりしていないせいか、目元はスッキリしていて好印象だよ）

　え、ミーナ的にみて、俺の顔は合格ラインなのか？

（え？　うん、問題ないと思うよ。あくまで私の主観での判断だけどね）

　今回はその主観が最重要なのでは!?　姫野実衣奈に好かれれば問題ないわけだし、逆に、ほかの女子に大人気になっても姫野実衣奈に好かれなければダメなわけでして。

（たしかにそうだね……あれ、やっぱりこのギャルゲー、楽勝過ぎじゃないかなぁ。もしかして、私ってチョロインなんじゃ……？）

　姫野実衣奈がチョロイン……だと!?

　そんなわけあるか！　俺は知っているぞ、一学期に何人もの男子を振ったことをな！

（さすがの情じよう報ほう網もうだね。それには理由があるの。告白してきた男子のことを、私がよく知らなかったからだよ。よく知りもしない人に告白されてもねぇ……ほとんどナンパと同じじゃない？　お互たがいの本ほん性しようを知らないで付き合って、で、別れて～っていう）

　ま～た白石さんディスってるな？

（白石さんは関係ないよ！　し、白石さんは良い人……だよ？）

　ミーナも、本音を隠かくして友達と交流しているうちの一人なんじゃね？

（仕方ないじゃん。現実はそう上手うまくいかないの。私だって輪から自発的に飛び出そうとは思わない。本音で向き合える相手は欲ほしいけど……現実は厳しいんだよ……）

　それがミーナの──姫野実衣奈の抱かかえる悩なやみってことか。

　孤こ高こうは格かつ好こういいけど、孤こ独どくは寂さびしい。孤立は最悪だからな。

　学校のアイドル、姫野実衣奈でさえ孤立することを恐おそれているのだろう。

　そういう悩みを抱えている相手だからこそ、地道に信しん頼らい関係を築いていくべきか。

（そういうことだね。手順を踏ふんで進めていくしかない。地道が一番だよ）

　んで、まずは、なにをすればいいんだよ。

（最初の目標は、私と連れん絡らく先さきを交こう換かんする、にしよ！　お互い、相手の名前や素す性じようは知っているわけだし、これが王道のステップだね）

　最初のステップがエベレストなんですけど……近所の山から登らせて……。

（私は私の連絡先を知っているけど、それを乙綺くんに教えてもなんの意味もないからね。あくまでも実体の私と交換しなきゃダメだよ）

　今の俺のステータスで姫野実衣奈と連絡先を交換できるとは思えん。

（自分を助けてくれたっていうプラスの感情があるから、簡単に交換くらいするよ。もし私だったら、乙綺くんが今のような調子で接してくれたら、むしろ自分から交換しようって言うもん）

　マジで!?　俄が然ぜんやる気でてきたぞ。

（ただ、私の好みで言えばね、あくまで好みね？　勉強のパラメーターを中の中くらいまで伸ばしてもらえると、成功率がアップするかもしれない）

　要するに、一段階上げろと。そういうことだな？

　それくらいの目標なら余よ裕ゆうだろう！　いきなり上クラスは無理でも地道に努力すればイケそうな気がする。地道とか努力とか俺の嫌きらいな言葉だけど。

（乙綺くんならイケるよ！　問題はキョドるのをどうすればいいかだよ。むしろ、それが一番の難題だね）

　俺の感情面のことだから無理もない。もしかしたら、一生治らない病かもしれんしな。

（慣れれば問題ないんだけど、慣らすためには女子と話す必要がある。でも、女子と話すのはキョドるから厳しい。悪あく循じゆん環かんでしょ？　だったら、私で直接練習すればいいんだよ）

　なにこのギャルゲーオタクの発想。完全に意味不明なんですケド。

（だから、実体の私にことあるごとに話しかけるの。キョドりながらでも積み重ねていけば、そのうち慣れるよ。攻こう略りやく対象を練習相手にすれば、手間も省けるしね）

　練習っていうか本番しかないじゃん。本番の積み重ねじゃないですか。俺の心臓止まったらどうすんの。

（大丈夫、安心して。運動でも試合をこなすことで技術が上達するし、勉強もテストを数多く受けることで傾けい向こうを把握することができる。本番は独特の空気も味わえるしね。本番を終えたらその復習をして、次に活いかせばいいんだよ。練習だけやっていても身に付かないことは多いの）

　簡単に言ってくれる。これだから意識高い系は困る。

　まぁ、とりあえず今できることといえば、来週の実力テストに向けての勉強かな。

（そうだね！　私も協力するから、一いつ緒しよに頑がん張ばろ！）

　こうして、俺とミーナはヒロイン攻略に向けて新たな一歩を踏み出した。




　翌週、日曜日の正午。作戦の第二段階に移行してから、俺は毎日勉強に励はげんでいた。

　昨日は六時間、今日は朝六時に起き床しようしてから休きゆう憩けいを挟はさんで十時間も勉強している。やりすぎな気もする。受験生かよ。

　しかし、どうしてだろう。普ふ段だん、全然勉強しない俺だったが、少しだけ、ほんとに少しだけ楽しいという感覚が芽生えていた。それはやはり、ミーナの存在が大きいのだろうか。

（数学は問題なさそうだね。平均点くらいは取れるんじゃないかな？）

　目標が平均点というのも情けない話だが、俺の実力を考えると妥だ当とうだな。

（いきなり満点取ったりしたら、それこそツマらないでしょ。こういうのは毎日コツコツやって、テストごとに点数や順位を伸ばしていくのが楽しいんだよ）

　完全にゲーム感覚だな。チートキャラにしてみたら、平凡なキャラを育てているような感覚なのだろうか。育成ゲームみたいだな。

（ギャルゲーは育成ゲームの要素も含ふくまれているからね。女の子との楽しいひとときばかりに注目されがちだけど、裏で努力する主人公も魅み力りよく的なんだよ）

　俺は異世界に転生して、チート能力で無む双そうする話のほうが好きだ。

（そんなの現実にあるわけないって。努力の成果が実ったときの達成感を味わってみなよ。部活も本質的には同じだと思うよ。乙綺くん、バドミントン部に入部してみたら？）

　嫌いやだね。俺の貴重な時間を部活に奪うばわれてたまるか。

（そっかぁ、残念。ミックスダブルス組めると思ったのにな～）

　ミ、ミックスダブルス!?

　……ごくり。俺の貴重な時間を費ついやす価値はあるかもしれんな。

（乙綺くんって、チョロ主人公だね。チョロ過ぎだよ……）

　合間にそんな雑談を混じえながら問題を解いていき、分からない箇か所しよはミーナに解説してもらう。

　人に教えるのって相当高い理解力が必要って聞くけど、さすがは学年一位の実力者だ。

　実際、姫野実衣奈が近くにいて、マンツーマンで勉強を教えてもらったりしたら緊きん張ちようで勉強に集中できないだろう。

　その点、ミーナなら安心だ。軽口を叩たたき合いながら、こうして気楽に勉強できる。

　俺は、その後も現代文、生物、英語と進めていった。

（テスト中、私は何も話さないからね。カンニングはダメだし、乙綺くんの集中力を乱すようなことはしたくない）

　大丈夫だ、なんか今回は自信ある。これだけ集中して勉強したんだ。さすがに、何もしなかった一学期よりも点数は伸びるはず。

　集中しすぎて気づかなかったが、すでに夜の九時になっていた。

（今日はここまでにしよ。夜よる遅おそくまでやって睡すい眠みんの妨さまたげになるのは良くないから。睡眠も学力向上の大事な一要素だからね。そのかわり、朝は六時に起きる。勉強は夜よりも朝やったほうが効率良いからね。テスト前、最後の確認をするよ）

　姫野実衣奈もこういう生活リズムを送っているのかな。同じ時間に同じことをしていると考えると、口元が緩ゆるんでくる。




　翌朝六時にミーナに叩き起こされ、テストで出題されそうな範はん囲いを徹てつ底てい的に覚え直した。

　そして迎むかえたテスト本番。

　おっ？　この現代文の問題、夏休みの宿題でミーナに間ま違ちがいを指し摘てきされたやつじゃん。あのとき間違いを指摘されなかったら、この問題不正解だっただろうな。

　数学。これ、今朝解いた問題と数字が違っているだけだな。使う公式も解き方も、まったく同じだ。ヤバい、こんな手て応ごたえのあるテストは初めてかもしれん！

　──テストが終しゆう了りようした放課後。

（お疲つかれさま！　テストの感かん触しよくはどうだった？）

　ぶっちゃけ自信あるぜ。

（な～んてね。私も、問題と乙綺くんの書いた答え見ていたから知ってるよ）

　……で、どうだった、俺の解答。良さげな点数取れそう？

（ん～とね……ま、まぁ、明日以降返へん却きやくされてくる答案用紙を待とっ）

　言葉を濁にごされてしまった。不安になるじゃないか。

　いつもなら、テスト結果などまったく気にならないが、今回は別だ。姫野実衣奈攻略の第一歩となる大事なテストなのだ。スタートで躓つまずいていられないぞ。

　ミーナの思おも惑わくに乗せられているようで癪しやくだが、俺だって姫野実衣奈とお近づきになりたいのだ。誰だれでもない本人のアドバイスだ、指示どおりにすれば上手くいくだろう。

　……少し怪あやしいけど。

　二日後、テストの答案用紙が返却され、結果が出で揃そろう。ちなみに、返却されるこの二日の間もミーナ先生の教えを受けながら、真ま面じ目めに勉強に取り組んでいた。

　な、なのに……！　くっそお、なんでだよ！　なんでなんだよ！

　テスト結果は俺の予想していたものと違い、芳かんばしくなかった。

　平均点を上回ったのは数学と現代文だけで、ほかは平均点以下。

　赤点はなかったが、掲かかげた目標との乖かい離りに失意に陥おちいる俺。

（肩かたを落とすことないって。むしろ、そんなに落ち込んでるほうが不思議だよ。たかだか数日の努力が、すぐ結果に結びつくわけないでしょ。毎日努力してる人間に失礼だよ）

　うぐっ。で、でもよぉ、俺にとっては今までにない努力だったんだよ。落らく胆たんするっていうか、悔くやしいんだ。

（悔しいっていう感情は大事だよ。今まで何に対しても本気で向き合ってこなかった乙綺くんは、初めて抱いだく感情じゃないかな？　私は負けず嫌ぎらいだから常々感じているけどね）

　ミーナが？　意外過ぎる。

（この間のインターハイだって、準決勝で負けて、奮起して臨んだ三位決定戦でも負けて、悔しいなんてものじゃなかったよ。トーナメントで二回負けたのなんて私だけだよ。今思い出しても悔しいっ）

　そうか、ベスト四って結果だけ聞くと他人は称しよう賛さんするけど、本人からしたら二回負けて終わったっていう感情が強いのか。

　経験したことがないから、俺にはその気持ちを推おし量はかることができなかった。

（自分のパフォーマンスをすべて出し切ったのなら納なつ得とくできる部分もある。今回の乙綺くんのテスト結果だけど、私は予想以上の出来だったと感じてるよ）

　マジで。このウンコみたいな結果のどこに納得できんの？

　っていうか、最初からこのウンコ程度の期待だったってことですかそうですか。

（ウン……じゃないッ、なに言わせるのかなッ……。そうじゃなくて、数日間の努力にしては充じゆう分ぶんだってこと。特に、数学が素す晴ばらしいよ。一学期は赤点ギリギリだったんでしょ？　それが今や平均点越ごえなんだよ、もっと喜ぼうよ。苦手科目の点数を伸のばすのが、どれだけ大変だと思ってるの）

　……そう言われると、たしかにそうかもしれん。

　数学は苦手科目ということもあり、一番時間をかけて教えてもらったんだ。

（目標とか伸び率は人それぞれ違うからね。今回、乙綺くんは努力の量に比例した結果を充分に出すことができた、そういうことだよ。そして大事なのは継けい続ぞくすること。落胆したり満足したりして、今の習慣を元に戻もどしてしまうのが一番気をつけることだね）

　ミーナがそう言うなら、俺は自信を持って続ければいいんだな？

（継続は力なりって言うでしょ？　私どうこうより、勉強する習慣は大事にね）

　姫野実衣奈の好感度を上げるための努力だぜ。そこが一番重要だろうよ。

（ギャルゲー的に考えればそれで良いんだけど、乙綺くん自身のためでもあるよ。ギャルゲーだとヒロインの好感度を上げて終わりだけど、現実はその先の人生のほうがずっと長いでしょ。将来の選せん択たく肢しの幅はばを広げておくのは合理的なことだよ）

　ギャルゲー脳のくせに、妙みように現実的な考えも持っていやがる。ミーナ……いや、姫野実衣奈という人間は俺が思っている以上に手て強ごわいヒロインなのかもしれない。

（私？　たぶんチョロインだよ？）

　それはミーナから見ての意見だろう。俺からしたら高たか嶺ねの花なんだよ。

（やだ、なにそれ恥はずかしいな。ギャルゲーで高嶺の花と言われているヒロインを攻略したときは、達成感もひとしおだからね。自分がその立場にいるなんて想像できないなぁ）

　いや、貴女あなた、その立場の頂点に君臨しているんですよ！

　もしかして……この女、自分を客観的に見れていないのではないか？

　実際、スクールカーストの上位に属している生徒ほど、その定義や存在を知らないからな。クラス内での立ち位置や相手との力関係など気にしていないのだろう。

（カーストって言葉は知ってるよ。ヒンドゥー教の身分制度でしょ？）

　いや、まぁ、そうなんだけどね。そういう階級みたいなもんを、俺たち学生が慣習化しちゃってるってこと。相手と自分、どっちが上でどっちが下かっていう話。

（……ふーん。仮に、乙綺くんが自分をその階級に当てはめてしまっているんなら、カーストって言葉は使わないほうがいいね）

　なんで？

（カーストって、固定された身分制度だからね。努力しても環かん境きようが変化しないっていう、ネガティブな意味が込こめられていそうだから）

　なるほど。実際、そんな感じで使ってるわ。

（だから、カーストじゃなくてヒエラルキー下位から上位に、のほうが適切だよ。乙綺くんはパラメーターを伸ばしてヒロインを攻こう略りやくしていくんだからね！）

　ヒエラルキー下位……そっちのが言葉として胸に刺ささるぞ、おい……。

（乙綺くんも新たな一歩を踏ふみ出したんだから、私に声をかけるくらい余よ裕ゆうでしょ）

　テストは対人戦ではないので苦にはならなかったが、ヒロイン攻略は違う。テキストどおりに解けば正解できるというものではない。答えは頭の中にあるとはいっても、その答えが間違っている可能性すらあるのだ。模も範はん解答が間違ってるとか、制作者に文句を言いたい。

（私になにか文句でもあるのかな？　ふふっ）

　いいえ！　まったくなにもございません！

　ミーナさん!?　顔は笑ってるはずなのに目が据すわってるよ!?

（それなら今日の放課後、さっそく私に突とつ撃げきするよ！）

　ハ、ハイィィ！

　俺は心の準備をしないまま、その日の放課後、姫野実衣奈にアタックすることになった。

　俺の物語の最終ボス、姫野実衣奈に今の俺が挑いどんでも、この前と同じ結果になるのは目に見えている。果たして結果に結びつくのだろうか。




　本日最後の授業中。授業を聴ききながら、ミーナとミッションの最終確かく認にんをする。

　放課後、姫野実衣奈が部活動に行く前に声をかける、というミッションだ。

　はっきり言って難易度が高い。テストで全教科平均点以上取るより難しいだろう。

（なに言ってるの。この前みたいに食事に誘さそうわけじゃないから余裕でしょ）

　じゃあ、なんて声かければいいんだ？

（これから部活？　頑がん張ばってね～、でいいんじゃないかな。そんなに深く考えると余計失敗するよ？）

　俺がいきなりそんなこと言ったら不ふ審しんがられないかな……。

　コイツ、なんで最近、話しかけてきてんの？　仲良いわけじゃないし、もしかして私に気があるとか？　えーやだーキモーい！　とか思われないかな……。

（乙綺くんから見た私って、どんだけ性しよう悪わる女おんななの。そんな自意識過か剰じような人間じゃないよ）

　そ、そうだよな。あの天使、姫野実衣奈がそんなこと思うわけないよな。誰にでも優やさしく接してくれる寛かん容ようさと包容力も魅み力りよくなんだから。

（あくまで表面的には、だけどね。私だって、人間関係には心の中では辟へき易えきしていることも多いよ）

　ソ、ソウデシタネー。

（でも、普ふ通つうに声かけられたくらいで嫌けん悪お感抱いだくわけないから安心して。特に、乙綺くんなら……だいじょ……うぶ……絶対）

　授業の内容を聞いているわけでもないだろうに、ミーナは突とつ然ぜん、教師が説明に使っている黒板の方に顔を向けてしまった。気のせいだろうか、ミーナの横顔が少し火ほ照てっているような……。

　最後のほう聴こえなかったんだけど、もう一回言ってくれる？

（じ、自信持ってってこと！）

　それができれば苦労しないんだけどな。

　心の中で自じ嘲ちようすると、授業終わりのチャイムが鳴った。

　今週担当だった廊ろう下かの掃そう除じを終え、体育館へ向かう準備をする。女子バドミントン部が活動する体育館周辺で待機しておき、下校中の偶ぐう然ぜんを装よそおって話しかける、という作戦だ。

（作戦なんて仰ぎよう々ぎようしいものでもないけどね）

　体育館に向かう際、廊下に人だかりができていた。

　お目当てはどうせアレだろう。テスト結果が出揃ったときに貼はり出されるアレ。

（乙綺くんは確認していかないの？）

　俺なんか載のってるわけないだろ。

　今回のテスト、学年２１２人中１３５位の俺には関係ねーよ。

　人だかりはテストの順位表を見ているのだ。科目別と総合の順位が貼り出されている。個人情報を惜おしげもなく漏ろう洩えいさせていたが、俺の個人情報が漏洩することはないだろう。

（これって、それぞれ50位以内の生徒が載るんだよね）

　そう、50位未満の生徒にはなんの関係もない話だ。さっさと体育館へ向かおう。

（乙綺くんって、今回の数学50位じゃなかった？）

　ミーナの言葉に足を止める。

　……あれ、そういえばそうだったかも。

　Ｕターンして廊下の掲けい示じ板ばんに貼り出されている紙を確認する。

　数学の成績上位者の欄らんを見ると、一番下に俺の名前が書いてあった。

「うおぉ？　マジかよ……っ!?」

　思わず声を漏もらしてしまう。それくらい衝しよう撃げき的な出来事だったのだ。

　今まではスルーして通り過ぎるだけのイベントだったものが、俺の胸をこんなにも昂たかぶらせるなんて。

（おめでとう！　どう？　少しは努力の成果を実感できた？）

　ああ、こうやって改めて確認してみると、その、なんだ。

　ちょっと、ちょっとだけ…………めちゃくちゃ嬉うれしいな！

（どっちなの!?　ふふふぅ～♪　なんだか私も自分のことのように嬉しいな♪）

　ミーナは俺をからかうように笑っているようだ。その声は、本来の目的であるヒロイン攻略のことなど、忘れてしまうほど愛らしく思えた。

　……でもさ、これってなんか、俺が最下位にみえねーか？

（それなら、次は40位を目標に頑張ろうよ！）

　そう言われて、俺は順位表の上のほうに視点を移していく。視点が一番上までいくと、そこに彼女の名前があった。そのまま視点を横の科目、そして総合順位の欄まで移す。すべての項こう目もくの一番上で彼女の名前は輝かがやいていた。

　さすがだな。

（ふっふっふ……相手にとって不足なし、といったところかな）

　いやいや！　相手っていうか貴女あなたですからね!?

（今はまだ差があるかもしれないけど、いつか追い越こすよ！）

　お前は一体何と戦っているんだ……。

　体育館に行くまでに、思いがけず自信を付けることができたのは大きい。

　今なら姫野実衣奈に臆おくせず声をかけられそうな気がする。

　校舎から体育館へと続く渡わたり廊下。俺は、そこでスマホを弄いじりながら姫野実衣奈を待つ。

　もちろんスマホに映し出されている内容などは頭に入ってきていない。スマホは偶然を装うためのツールと化していた。

（そろそろ来る頃ころ合あいだね。自然にね、あくまで自然を心がけるんだよ）

　ミーナの言葉どおり、校舎から体操着姿の姫野実衣奈と女バドの生徒たちが歩いてきた。

　この前、一いつ緒しよに下校していたメンバーたちだ。白石さんもいる。

　更こう衣い室で体操着に着き替がえてきたのだろう。体操着姿の姫野実衣奈は制服のときとは違ちがい、また一段と活動的にみえる。その姿も麗うるわしく──

（って、そんな感想どぉーでもいいから！　心しん拍ぱく数すうをどうにかしてよお！　あぁ～あわわわぁ～）

　姫野実衣奈を見ると、自然と心拍数が上がる身体からだになってしまっているようだ。

　まさにパブロフの犬状態。

（じ、自分相手に緊きん張ちようするなんて……あわわわぁ～。こ、これは全然慣れない……ね）

　四人組は俺の近くを通り過ぎ、体育館へ歩みを進める。

（な、なんでもいい、からっ！　こ、声！　かけてぇ）

「うっ……あ、あ、あの、あのっ……」

　前回の焼き直しになってしまった。

「あははは、それマジうけるわ」

「でしょ～？　……って、ん？　ヒメどうしたの？」

「あ、うん。ちょっと先に──先に行ってて」

「どしたの？　まぁいいけど。ウチら先に行ってネット張ってるね～」

　俺の声に──存在に姫野実衣奈だけが気づいたようだ。

　ほかの三人は姫野実衣奈を残し、体育館へと消えていった。

（グッジョブ私！）

「…………さ、早乙女くん？　わ、わ、私になにか用、かな？」

（この反応……やっぱり……）

　ミーナは、姫野実衣奈の顔をまじまじと覗のぞき込んでいる。攻略対象のヒロインの心情を推おし量はかっているようだ。さすがサポートキャラだ、頼たよりになるぜ。

　一方、俺はというと……姫野実衣奈に問われ、精神は極限状態へと陥おちいっていた。

「ふ、ふひぃ!?　ふぇっと、えっと、そ、その体操着姿、可愛かわいい……ですね！」

　それを言うためだけに、こうして体育館前で待っていた俺、キモ過ぎる。死にたい。

「あ、ありが、とう」

「う、うん……」

「「…………」」

（な、なに、この沈ちん黙もくうううう！）

「あ、あの早乙女くん？　この間の昼休み、話を最後まで聞けなくて……ごめんね？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶッ!!」

（ちょ、いきなり声が大きいぃぃ）

　俺の突然の大声に驚おどろいたのだろうか、姫野実衣奈は無言で立ちすくんでしまった。

（ちょっと！　私はなんでそこで沈黙するかな!?　反応しなさいよね！）

　ミーナは姫野実衣奈の両りよう肩かたを掴つかんで抗こう議ぎしているが、もちろん彼女の実体は無反応だ。

　ど、どどどどうしよう！　俺はどうしたらいい？　ミーナ助けて……。

（こ、こうなったら仕方ない。当初の目標を今達成させるよ）

　……目標？

（忘れたの？　私と連れん絡らく先さき交こう換かんするっていう話だよ）

　今このタイミングで!?　無理過ぎるだろぉ！

（目の前の女は無防備な状態だよ。この機会に、こっちから攻こう撃げきをしかけてみよっ！）

　無む茶ちや振ぶり過ぎる……その女は貴女あなたなんですけどね……。

（今の状態ならイケる気がする！）

「あ、あああ、ああああのさ！」

「…………？」

「れ、連絡先！　連絡先を……したい……です」

　俺のＨＰはここで尽つきた、あとはもうどうにでもなれ、あはは。

（最後に力尽きたね……でも、よく頑張ったよ！）

「連絡先？　交換ってこと……かな？」

　姫野実衣奈は、怪け訝げんな表情を浮うかべて俺の反応を窺うかがっている。

「はひぃ！」

（よし！　乙綺くんの意思は、ちゃんと伝わった。もう大丈夫だよ、私が保証する！）

　成功を確信するミーナとは対照的に、姫野実衣奈は困こん惑わくした様子で目を泳がせていた。

（えっ!?　ちょっと、なに考えてるのよ私！　そんなに悩なやむところじゃないでしょ!?　答えは決まっているんだから、早く交換しなさいよ！）

　ガッツポーズをしていたミーナの拳こぶしが指差しポーズに変化する。

　そして、姫野実衣奈の口から出た言葉は──




「…………えっと、ごめん」




「あ」（あ）

　姫野実衣奈は俺に一礼して、体育館へと走り去っていった。

　体育館前で一人佇たたずむ俺。いや、俺とミーナ。

（ちょっとお！　嘘うそでしょおおおおおおおおおおおおおおおお！）

　周囲に鳴り響ひびくミーナの絶ぜつ叫きよう。俺だけにしか聴きこえない絶叫。

　俺の代わりに叫さけんでくれているようだ、あはははは。死にたい。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとはこのことだろうか。

　秋の到とう来らいを告げる涼すず風かぜが身体を通り抜ぬけ、学校の花か壇だんで栽さい培ばいされているコスモスの花が一輪、俺の顔めがけて飛んできた。

　ああ、もう秋だな……。

　体育館の中からはシャトルを打ちつける音が、残ざん響きようをともなって聴こえてくる。

　帰ろ……。

（…………）

　俺の不ふ甲が斐いなさのせいか、ミーナの沈黙が怖こわい。

「乙綺～、なにしてんの？」

　意い気き消しよう沈ちんしているところに、聞き覚えのある声が耳に入ってきた。

「……なにもしてねーよ」

「帰宅部の乙綺がこんなところで突つっ立ってるなんて、暇ひまつぶし？」

　幼おさな馴な染じみはこれから硬こう式しきテニスの練習なのだろうか。ポニーテールを揺ゆらしながら俺の顔を覗き込んでくる。

「凛音には関係ねーだろ。早く部活行けよ」

「え～、気になるな～？」

「俺がどこでなにをしていようが凛音には関係ねーだろ」

「そうなんだけどさぁ。乙綺がヒメに声かけてるのを見ちゃったらねぇ～？」

　くそぉ！　よりにもよって、またしてもコイツに目もく撃げきされていたのかよ。

　……それにしても、ここ最近、妙みように俺に絡からんできやがるな。

「べ、べつにいいだろ。お、俺だって話くらいするわ」

　ほとんど会話になっていなかったが。

「乙綺さぁ……そんなにヒメのこと好きなの？」

「うっせ。ほ、ほら、あれだ。姫野実衣奈って、学校のアイドル的存在じゃん？　俺も、一いつ般ぱん的にな？　あくまでも、その一般的な目線で見て憧あこがれているってだけだ」

（むむむぅ？）

　なぜかミーナが口を膨ふくらませて唸うなっている。

「まぁヒメは目立つし可愛いからねぇ～。アタシも見ていて憧れちゃうよ、ホントッ！」

（全然そんなことないよ……最悪だよ、あの女……）

　ミーナは大好きな凛音に褒ほめられたのだが、気持ちは沈しずんだままのようである。

「凛音って、姫野実衣奈と面識ないよな？」

「えっ!?　う、うん……ヒメとは直接話したことないよ？　なんで乙綺が知ってんのさ」

「い、いや、なんとなくだ。女子から見ても姫野実衣奈は目立ってるんだなぁって」

「そりゃそうでしょ。全国ベスト四で、この間のテストも全教科一位だったじゃん！　ありえん！　少しでいいからアタシたちに長所を分けてほしいよねぇ？　はははっ！」

　凛音は、おどけた顔で茶ちや化かすように笑っている。

「本人も、俺たちの知らないとこで苦労してるのかもしれないぞ？」

「……ん～。人間関係には苦労してるのかも……しれないね」

「えっ、凛音に分かんの？」

「なによ、その言い方～。女子の世界には面めん倒どうなところがあるからね～。嫉しつ妬との対象になることもあるでしょ。それに…………誰だれだって、なにかしら悩んでるんじゃないかなぁって……最近、そう思うようになった！」

（凛音ちゃん…………！）

　ミーナは凛音の言葉に励はげまされたようである。少しだけ声が明るくなっている。凛音の知らないところで話題の人物の気力が回復するのは、なんだか愉ゆ快かいだ。

　それにしても、一学期から姫野実衣奈を観察してきた俺にも分からなかった、彼女の本心。まさか凛音が気づいていようとはな。いや、さすがにそこまでは感づいていないか。

「凛音はなにも考えてないようで、考えてんだな」

「相変わらず失礼だなー！　言っておくけど、乙綺はもうちょっと考えたほうがいいよ？　あんな挙動不ふ審しんな態度で話しかけられたら、ヒメじゃなくても逃にげちゃうからね！」

　最初から見られてたのかよ！

　姫野実衣奈のことで頭がいっぱいで、周りに注意が及およんでいなかったようだ。

「うっせーな、俺だって色々考えてんの。つーか、そろそろ部活はじまる時間だぞ」

「おっと、そだね。まぁ、乙綺も頑がん張ばってね！」

「…………ふん」




「そんで、数学50位おめでとっ」




　凛音はポニーテールを揺らしながらテニスコートへと元気に走っていった。

（凛音ちゃん…………やっぱり、可愛いなぁ……）

　自宅までの帰り道、ミーナは珍めずらしく静かだった。俺としては、一人きりの日常に戻もどったようだが、今ではそれが逆に違い和わ感かんとなっていた。




　ミーナのいう夜の反省ターン。

（…………えっと、ごめん）

　ミーナは申し訳なさそうに、彼女の定位置となった俺のベッドの上で頭を下げる。

　その声でそう言われると、今日の放課後のイベント思い出すからやめて。

（あぁ、もう！　なんでなのよ、なんで断るのよ、私ぃ！）

　そりゃあ、隣となりの組のキモストーカー野や郎ろうなんかと連絡先交換するリスクを避さけたのだろうよ、あははっはははっ。
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（全然知らない人からの申し出だった場合、今までにも何度か断ったことはある。でも、顔見知りの人との交換で断ったことなんて、一度もないんだよ？）

　やめて、追い打ちかけないで。俺のＨＰはもうゼロなのよっ!?

（おかしすぎるんだよ……あれは偽にせ物もの──もはや別人だよ。私の人格と違ちがい過ぎる）

　……俺さ、断られてから冷静になって考えてみたんだよ。この結果が普ふ通つうなんじゃね？

（全然普通じゃないよ。私だったら断らないのが普通なの。実体の言動のほうが明らかに異常なんだよ）

　ミーナにしてみたら、そうなのかもしれないけどよ。彼女にとっては違うんじゃね？

（どういうこと？　いまさら、私が姫野実衣奈じゃないって言う気？）

　違う違う。俺もミーナのことは信じてるし、今までのことから信じざるを得ない。

（だったら、私と実体、考え方に差異があるのはおかしくない？）

　いや、おかしくねーよ。俺とミーナは、二学期に入ってから四六時中ともに過ごしてんだぜ？　それこそ心しん拍ぱくや触しよつ覚かく情報なんかを共有してな。一いつ緒しよにアキバまで行って、秘密を共有したりもした。勉強を教えてもらって、テストの結果も分かち合った。

　……でもよ、俺と姫野実衣奈は、お互たがいの気持ちや感情を伝え合ったりしてないんだよ。それどころか、俺の挙動不審な態度しか見てないんだわ。テストの結果だって、赤点ギリギリから50位になった生徒がいても気づかないだろ。




　ミーナは俺のことを知っている。でも、姫野実衣奈は俺のことを知らない。




　そういうことだ。断られたことで、逆に冷静になれたよ。現実は甘くないんだってこと。

（……う～ん、理り屈くつとしては合っているかもしれない。でも、私は納なつ得とくできないなぁ）

　なんでだよ。ミーナにはこの二週間の思い出があるから、俺に肩かた入いれしてるだけだろ。

（ち、違う！　階段から転落して助けてくれたときには……もう、その一種の、その、そういう……ボソボソ）

　両手の人差し指をモジモジと突き合わせて、なにやら呟つぶやいている。

　口ごもり過ぎだろ、俺かよ。なに言ってんのか全然伝わってこないぞ。

（べ、べつにいいの、私だけ分かっていれば。乙綺くんの言うことはもっともだけど、連絡先の交換を拒きよ否ひする理由にはならない。今の実体だって、少なからず乙綺くんと接しているわけだしね）

　その接し方に問題があったのでは。

（多少の不審感があるのは仕方ないだろうね。でも、ほかに三人の女子がいたのに、向こうは乙綺くんの目的が自分だって気づいたんだよ？　こっちからは名前呼んでないのに）

　もう実体のこと向こう呼ばわりかよ。完全にプレイヤー目線になっていやがる。怖い。

　まぁ、結果的に拒否られたんだから、受け入れるしかねーけどな。

（っぐ、なんで私は自分の連絡先を聞けなかったことに対して、悔くやしがっているのかな……なんだか間ま抜ぬけじゃない……っ）

　非モテ男子の気持ちを実感できて良かっただろ。元に戻ったら、非モテ男子にも優やさしく接してくれよな。

（これが女子の連れん絡らく先を聞く難しさなのかもしれないね。私も自分相手だからと考えて、油断していた点があったことは認める）

　操作するプレイヤーキャラが雑魚ざこ過ぎたのが原因だな。

　もっとステータスを上げる必要があったんじゃね？　功を焦あせり過ぎたな。

（なんでそんなに冷静なの!?　なんか乙綺くんのほうが、客観的にイベントを振ふり返っている気がするなぁ）

　そもそも、俺が姫野実衣奈と連絡先交こう換かんできるほうが不自然だからな。翔しよう真まやほかの男子にしてみたら、天変地異が起きたのかと騒さわがれるレベルだぞ。

（周りの目や評価は気にしなくていいんだよ。あくまで本人たちの問題だからね）

　ヒロイン側の問題で、俺は連絡先交換を拒否られたわけなんだが。

　俺の自分に対する自信の無さも原因の一つかもしれないけどさ。

（自信……ねぇ？　幼馴染相手には、心に余よ裕ゆうを持ってお話になっていたようだけど？）

　いきなりどうした!?　口調が変だぞ!?

（べっつに～？）

　相手が幼馴染だからだろ。

（私の実体には相変わらずキョドりまくるくせに、なんで……）

　だから言ったろ。姫野実衣奈は特別なの。

（一般的な目線で見て憧れているんだっけ。それは特別だ、それはそれは）

　っぐ、いつになく反はん抗こう的だな。

　悪かったよ、今日も全然ダメダメだったのは認める。でもさ、前のときより少しだけ話せたんじゃね？　ミーナも言ってたじゃん、地道にコツコツやるのが大事だって。いきなり凛音を相手にするみたいに会話できたら、おもしろくないんだろ。

（それはそうなんだけど、進歩の程度が前回と比ひ較かくして誤差な気がするなぁ……）

　そ、それはだな、え～っと、そう、そうだ！　部活の開始時間前だったってのが原因だろ。相手には都合があるんだから、それを考こう慮りよしてあげないと。

　俺と長話してる暇なかったんだよ、うん、そうだそうだ。

（たかだか数分のことでしょ。私はそんなタイムイズマネーな人間じゃないよ）

　凄すごい効率厨ちゆうなイメージがありマス。費用対効果を常に気にして動いているような。俺と話す数分があれば、バドミントンのシャトルを一回でも多く打ちたいって。

（私は鬼おにか。そのせいで、幼馴染のルートに入っちゃいそうだよ……なにやってんのよ私ぃ……こっちの気も知らないで）

　自分に対して愚ぐ痴ちを零こぼしているミーナをこうして眺ながめていると、なんだか滑こつ稽けいな気持ちになるな。

（……なにを笑っているのかな？）

　おっと、いけね。ミーナをみてニヤけていたら、注意されてしまった。

　数学の問題で間違いを指し摘てきするときのような、棘とげのある口調である。

　顔は笑っているが心は笑っていない。鬼だ。

（私相手だったら、そういう余裕ある態度取れるのになぁ……はぁ）

　呆あきれるような顔で深い溜ため息いきを吐つくミーナ。

　仕方ないだろ。姫野実衣奈は攻こう略りやくするのが激ムズのスーパーハードの魔ま王おう級の鬼ヒロインなの。俺が簡単に攻略できるような相手では、な・い・の。

（ヒロインじゃなくて、完全にラスボスになってるじゃん……）

　姫野実衣奈の対応をみれば分かるだろ。完全に脈なしだ。

（おかしいの、私のあの反応はおかしいんだよ……）

　モブ野郎に対する反応としては、まったくもって普通なんだよ。

（全然普通じゃない。私にしては、この間から態度が曖あい昧まいなんだよ）

　姫野実衣奈らしくない？

（うん。相手が乙綺くんだってことも原因かもしれないけど）

　なんで俺相手だと、らしくなくなるんだ？

（そ、そこは深く考えないでいいから！　コッチの話だから。攻略には全然関係ないの！）

　どーせ、また変なギャルゲーの知識に溺おぼれているのだろう。

（変なって言うな。私だから分かることなの。私だったら、あんなことは言わない。番号くらい喜んで交換するはずなのに……なんでかなぁ……）

　どうやらミーナの機き嫌げんが悪いのは間違いない。

　触さわらぬ神に祟たたりなしだ。いや、君子危あやうきに近寄らず、か。

（神でも君子でもなーい。ただ……私の実体に異変が起きているのは間違いないね）

　マジかよ。元に戻らないといけないタイムリミットが近づいてきてるのか!?

（そうかもしれない。はっきりしたことは分からないから、断言できないけどね）

　思考になんらかの異常が発生しているわけではなさそうだよな、テストも一位だったわけだし。むしろ、俺の頭のほうがヤバそうだ。悪に、ギャルゲー脳に汚お染せんされそう。

（悪って誰のことかな……？　まぁ、ギャルゲーの素す晴ばらしさを理解してもらうのは当然として、今日の私の実体で気づいたことない？）

　今日も相変わらず超ちよう可愛かわいかったです。ぐふふふぅ～ふひぃ～。

（そんなことは聞いてなーい！　あのね、今日の私の実体、乙綺くんに対してタメ口になってたんだよ。この前までは敬語で接してたのに）

　タメ口？　そうだったっけ。緊きん張ちようしてて全然覚えてないや。ゴミに敬語は使わなくていいやっていう判断じゃね？　死にたい。

（相手の顔色を窺うかがう私が、そんな短たん慮りよな言動するわけないよ。私は仲の良い女子友達にしかタメ口を使わないの。この二週間で、実体の私にどんな心境の変化があったのかなぁ）

　ミーナは最初から俺にタメ口だったじゃん。

（こういう状じよう況きようになったら、私だって素になるよ）

　そのせいで、俺も最初は誰だれの声か分からなかったくらいだしなぁ。

　んで、実体がタメ口になったというのは攻略状況としてどうなんだ？

　連絡先交換はできなかったけど、以前に比べると距きよ離りは近くなった、とか？

（実体の心情にどういう変化があったのか分からないけど、距離は近づいてると思う。私が言うんだから間違いないよ）

　この本人お助けキャラのほうがバグってるっていうオチはないよね。

（失礼だなぁ、私はいつもどおりの私だよ。実体のほうが明らかにおかしい状態なの）

　ってことは、実体の異常が進行する前に、俺が早めに接せつ触しよくしないとダメってことだよな。

（そういうことになるね。タイムリミットは思いの外、早いのかもしれない）

　俺もいつまでもキョドっていられないな。姫野実衣奈のためだけど、やっぱりミーナのためでもあるからな。

（え…………あ、ありがとう）

　俺の何気ない言葉に虚きよをつかれたのだろうか。ミーナはキョトンとした顔をしている。

　嫌きらわれない程度に少しずつ会話していこう。最初から盛り上がることを期待しちゃダメだよな。無む味み乾かん燥そうな日常会話でいいんだ。それが難しいんだけど……数こなすしかねー。

（やる気パラメーターが上がったみたいだね。もし万が一、会話でピンチになったら、私には奥の手があるから任せて！）

　奥の手!?　そんなんあるなら最初から出してくれよ！

（ダメだよ。この奥の手は諸もろ刃はの剣つるぎでもあるの。そうそう簡単には出せない）

　……嫌いやな予感しかしない。

（こうなったら、明日さっそく再さい挑ちよう戦せんするよ。向こうにも、乙綺くんからの誘さそいを断った罪悪感が生まれてるはずだからね）

　まだ連絡先交換できると思ってんのかよ……。

（もちろん可能だと思ってるよ）

　一度拒否られた女子にもう一回聞くとか、さすがの俺でもキモ過ぎて近寄りたくないレベルなんだが。

（連絡先交換の成功がルート入りした目安になる。逆に言うと、交換できなければ攻略失敗ってことだよ）

　そもそも、拒否られた時点で攻略失敗なんじゃね？

（え？　主人公の誘いが断られるとか、ギャルゲーでは日常茶さ飯はん事じだよ？）

　なにそのギャルゲー。俺、絶対やりたくない。

　最近流行はやりのパターンのやつでお願い。ただそこにいるだけでモテまくるってやつ。

（最初から攻略成功してるなんて邪じや道どう過ぎるでしょ。成功は努力で勝ち取るものだよ。成功が自信にも繋つながるし、良い循じゆん環かんになる。乙綺くんは、そっちを目指すの）

　まぁ、たしかに成功すれば自信はつくかもしれん。

　その成功のための奥の手ってやつを、あらかじめ教えておいてくれると助かるんだけど。いきなり本番で指示されても対応できるか分からんし。

（奥の手なんて大層なものでもないんだけど、つまり、実体の私に、本ほん性しようの件を話しちゃえばいいってことだよ）

　本性？　あれか？　極度のギャルゲーマニアっていう。

（言い方！　乙綺くんの言い方に棘があるよ！）

　分かった分かった、ギャルゲーオタクってことな。

（大して変わってない気がするけど……まぁ、そのことだよ。この前、アキバでギャルゲー買ってる姿を偶ぐう然ぜん目もく撃げきしちゃったんだ～って言えば、食い付いてくるよ）

　ミーナさん？　なんか脅おどしてるみたいで気乗りしないんデスけど!?

（だから奥の手なんだってば。場合によっては、私により強い不信感を与あたえることにもなりかねない。リスクを拡げないために、乙綺くんと距離を取る可能性もある）

　全然ダメだよ！　完全に逆効果だよ、奥の手！

　ほんと諸刃の剣だな、誰も良い思いをしない。

（上手うまくいけば仲間と思われるかもしれないんだよ？　私は趣しゆ味みを共有できる友達が欲ほしかったからね。乙綺くんがギャルゲー好きって伝えれば、かなりの好印象だよ）

　普ふ通つうの女子相手なら、もの凄い勢いでドン引きされそうデスけどね。なんなら俺でもドン引きするからな。

（ぐぬぬっ。じゃあ乙綺くんもギャルゲーをプレイしてみればいいんだよ。そうだよ！　この前、実体の私が買ったあのギャルゲー、乙綺くんも買ってよ。私が指示すれば自分がプレイしている感覚になれるし！）

　やだよ。

（なんでよ！）

　前にも言ったろ。ギャルゲーでも、女子相手だと緊張しちゃうの。それに、買うの恥はずかしい……。

（やっぱり重じゆう症しようだね。ゲーム内の女子に緊張しないためにも、これは早そう急きゆうにリアルの女子で慣れさせる必要があるね）

　普通、逆じゃね、趣しゆ旨し変わってね!?

　とりあえず、奥の手を使うのはナシってことで。リスクでか過ぎる。あらかじめ聞いておいて良かったな。俺も、だんだんミーナの扱あつかい方に慣れてきたようだ。早く三次元女子に慣れたいものだ。

（そのためにも明日、実体に再アタックするよ）

　あー怖こわいよー、またあの拒きよ絶ぜつの言葉聞かされたら、もう学校行けないよー。

（私が元に戻もどったら好きなだけ慰なぐさめてあげるから、頑がん張ばろ！）

　俺のギャルゲー攻略に不ふ穏おんな空気が漂ただよい始めた一日だったが、裏ヒロインミーナの激げき励れいにより、俺は翌日から再び姫野実衣奈攻略に挑いどむのだった。




　翌日の教室。クラスメイトたちがホームルームで話し合いをしている中、俺は黒板ではなく窓を眺めていた。正確にはミーナがいる方角を──

　彼女の学校での定位置は窓の縁へりとなっている。実際に縁に腰こし掛かけているわけではなく、少しだけ宙に浮ういていて身体からだは透すきとおっているのだが。

　どうせなら服だけ透けてくれればいいものを。

（今日も放課後、体育館前で待機だからね。くれぐれも体操着には触ふれないこと！）

　俺の邪よこしまな考えを察知したのだろうか、ミーナの厳しい突つっ込みが教室内で俺の耳にだけ届く。

　へいへい、さ～せん。

（ぐぬぬ、ちっとも反省してないね）

　こうして、俺とミーナが自分たちだけの世界に入り込んで、念話のようなやりとりをしているなか、教室内では張り詰つめた空気が漂い始めていた。

「えぇ～、立候補者いませんか？」

　静まり返った教室内に、学級委員長の通る声が響ひびく。

　級長は、いかにも優等生というタイプの、おさげがよく似合う女の子である。

　二学期に入り、クラスメイトたちの前に立って進行するのも慣れてきた様子だ。

　学級委員長、最初の頃ころは損な役回りを押し付けられて、嫌がっていたようにもみえたんだがな。俺には無理だが、ああいう役は誰かがやらなきゃならないんだよな。クラスメイトからの信しん頼らいが厚いって意味じゃ、誇ほこっていいのかもしれない。

（…………乙綺くんがそう思ってくれるんなら、委員長も少しは救われるだろうね）

　そう言ったミーナのほうが、どこか救われたように微笑ほほえんでいる。

　しかし、級長の慣れてきた仕切りもむなしく、彼女の質問に応こたえる声はあがらなかった。

　話し声ひとつ聴きこえない教室だが、生徒は全員いる。いつもは授業中も騒さわいでいるくせに、こういうときだけ全員が俺みたいにモブ化して気配を消しているのは卑ひ怯きようだ。

　モブのアイデンティティを奪うばわないでくれよ。

（それで、そのモブさんはどうするの？）

　は？　俺？　やるわけねーじゃん。

　やるわけがない。文化祭のクラス出し物の責任者なんて。

　今日のホームルームの議題は、来月おこなわれる文化祭のクラス出し物の責任者決め、である。クラス出し物自体は、お化け屋や敷しきをやることになったのだが、その責任者を決めるのに時間を費ついやしているのだ。誰も立候補しないということは、誰かを楽しませたいというよりも自分が楽しみたい、と考える生徒が多いクラスなのかもしれない。

　姫野実衣奈って、こういうとき、自分から挙手して立候補する？

（しないよ。重要な役を積極的にやりたがる性格ではないね。でも、最終的に私がそういう役をやることが多い）

　押し付けられて断れないタイプか。

（そうだね……ただ、高校の文化祭は初めてだから、楽しみにしているかもしれない。ううん、でも）

　でも？

（今は購こう入にゆうしたギャルゲーをやりたくて、文化祭の準備どころじゃないだろうなぁ）

　まーたギャルゲーかよ！　文化祭よりもギャルゲーなのかよ。やはり、この女のほうが異常をきたしているんじゃないのか……。

「立候補者がいなければ、推すい薦せんでも構いません。どなたか、いませんか？」

　女子生徒二人が黒板前の教きよう壇だんに並んで立って進行。担任は脚あしを組みながら、隅すみのほうで椅い子すに座って、生徒たちを試ためすように眺ながめている。

「もう一度訊ききます。クラス出し物の責任者をやりたいという人はいませんか？」

　級長とは別の、もう片方の女子生徒が訊たずねてくる。

　文化祭実行委員である。一学期での委員決めでは人気のあった役だ。しかし、実際こうして文化祭準備が始まると、気苦労も増えて委員になったことを後こう悔かいしているんじゃないだろうか。表情をみると、そんな感じがする。

（凄すごい観察眼だね）

　モブはクラスでの立ち位置や立ち回りを意識して行動すんの。ヒーローやヒロインの邪じや魔まをするわけにはいかないからな。俺は俺の役に徹てつしてんの。そのための必ひつ須すスキルだ。

（なんというモブ魂だましい。プロのモブ、プロモブね……って、乙綺くんは主人公なんだよ！　自覚してよね、まったく）

　へいへい、そうでした～。

（今日こそヒロインのフラグを立てるんだから、頑がん張ばってよね？）

　分かってる分かってる。姫野実衣奈の体操着姿を今日も拝めるなんてぇ～幸せだなぁ～。

（まーた体操着のこと話してるしぃ。そんなもの、私が元に戻ったらいくらでも…………ううん、元に戻らなくても……）

　へ？

　ミーナは腰掛けていた窓の縁から、ゆっくりと立ち上がった。

　そんなミーナの様子を窺うかがっていると、徐じよ々じよに彼女の制服が透け始め──

　えええっ!?　ホントに服が透けてきちゃってんじゃん！　たしかに、さっきチョロッと……ほんのチョロッと透けねぇかなぁ～なんて不ふ埒らちなこと考えたけどさ！　さすがにコレはマズいって！　教室の中だぞ、みんないるんだぞ!?　ミーナのことは俺にしか視みえていないかもしれないけどさ！

　いろんな感情が俺のなかで渦うず巻まき始めていたが、ミーナの着用していた制服は完全に消えてしまっていた。その代わり──

　た、た、体操着～～～!?

　誰だれからも注目されることなく、窓まど際ぎわにひっそりと立っているミーナ。ほんの数秒前までは制服を着ていたはずなのに、今では体操着姿に変化していた。

　制服のスカートよりも体操着のハーフパンツのほうが丈たけは長いはずなのに、そこから伸のびる脚はより健康的に……ちょっとエロく見えるから不思議だ。

（ど、どう……かな？）

　本格的な秋の到とう来らいはこれからだというのに、ミーナの顔は紅葉のように赤く染まっている。一年の指定カラーである赤色のハーフパンツよりも、彼女の顔のほうが赤く映えているようにみえる。

（わ、私だって、体操着くらい、き、着れるんだよ……恥ずかしいけど）

　意表を突かれたことによる緊きん張ちよう感。扇せん情じよう的な彼女の表情。いつも過ごしている学校の教室で、俺だけにしか視えていないという背徳感。これらが合わさったことにより、俺の感情の昂たかぶりは最高潮に達していた。

（こ、これで、もう見慣れただろうから、私の実体の体操着姿に緊張することはないよね!?　今日のヒロイン攻こう略りやく、しっかりやれるよね？）




「はい！　やります！」




　俺はミーナの問いかけに対し、威い勢せいよく自信満々に応えた。
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　勢い余って椅子から立ち上がってしまったほどだ。

「おぉ？　意外な生徒が立候補したな。早乙女、クラス出し物の責任者やりたいのか？」

　ホームルーム中、ずっと生徒たちの様子を窺っていた担任の女性教師が俺に訊ねる。

「え？　いや、その……これは、その」

（ちょ、ちょっと！　なにやってるのぉ！　立候補しちゃってるよ!?）

「マジかよ、乙おつ乙おつが立候補したぞ！」

「早乙女くんが？　嘘うそでしょ……」

「まさかの乙乙！　ウチのクラス出し物も乙ったな、こりゃ」

　色めき立つクラスで呆ぼう然ぜんと立つ俺。ヒロインのフラグを立てる決意をしたはずが、クラス出し物の責任者候補に立ってしまっていた。

　や、やっちまったぁ…………っ！

　どうしよう……級長と実行委員の二人も、俺のほうを凝ぎよう然ぜんと見つめているし……。

　念願の立候補者が現れたというのに、二人は複雑な表情をしている。

　立候補したのが俺だからか？　俺だから不安なのか？　いや、そもそも俺は立候補した覚えはない！　断じてない！

（……立ち上がって堂々と立候補しちゃってるよ）

　ミーナは体操着のまま呆あきれ顔を俺に向けてくる。

　間ま違ちがって立候補してしまった俺に、不安顔でも呆れ顔でもない、期待の表情を向けている生徒がいた。

　──凛音だ。

　凛音は何を思ったのか、次の瞬しゆん間かん、さきほどの俺に負けないくらいの勢いで、

「あの！　アタシ、クラス出し物の副責任者やります！」

　副責任者に立候補してきた。っていうか、副責任者とかあんのかよ。

（凛音ちゃんが副責任者やるなら、私は副責任者補ほ佐さやります！）

　なんでミーナも立候補してんのぉ～！　重要な役は積極的にやりたがらないって言ってたよね!?　しかも、副責任者の補佐ってなんやねん！　責任者の補佐やってくれよ……。

（これは間違いなく個別ルートに入れるよ！）

　誰が誰の個別ルートに入るって!?

（え？　私が凛音ちゃんルートに入る、に決まってるでしょ）

　なんでミーナが凛音を攻略しようとしてんだよ～！　主人公どこいったよ～！

（はっ！　そういえばそうだった……今の私、主人公じゃなかったんだ……）

　本気で落ち込むミーナを無視して、俺は凛音の様子を窺う。

　それにしても、凛音が急に立候補してきたのは、なぜだ。意味不明すぎるぞ。

（なにこの鈍どん感かん系主人公。この間のことからして鈍にぶすぎるでしょ）

　なんかよく分からんが、ディスられてね？　俺。

（乙綺くんのその反応、主人公適性大アリで逆に評価アップかも）

　意味不明なことばかり言ってくるギャルゲーオタクは無視。

「椎しい名なさんが副責任者になってくれるのであれば、問題なさそうですね」

　級長は安あん堵どした様子で凛音の立候補を歓かん迎げいしている。

　俺の立候補を撤てつ回かいしにくい雰ふん囲い気きになってしまったじゃないか。

（文化祭か……乙綺くんに自信をつける良い機会になるかもしれないね。私もサポートするから、この際だし責任者やってみたら？）

　簡単に言いやがって。百万歩譲ゆずって責任者やるとしても、問題になるのは凛音だ。アイツと絡からむとクラス全体の輪に入らなくちゃいけなくなる。なにせ、凛音はウチのクラスじゃ人気者だからな。

（クラスの輪に溶とけ込むチャンスだと思うけどなぁ）

　クラスどころか学校全体の中心にいる人物は言うことが違いますなぁ。

　まぁ、ミーナがサポートしてくれるって言うのなら、俺は責任者になってもいい。でも、凛音に近づくことで余計な敵を増やしたくないし、アイツに変な噂うわさが流れるのも嫌いやだ。

　それに、凛音はクラス出し物の担当になる余よ裕ゆうなんか……。

「あ、あ、あの……椎名さんは怖こわいことに対する耐たい性せいや知識がありません。だから、副責任者には他の人を推薦したいのですが」

　俺は進行役の級長と実行委員に許可を求める。

「ちょっと乙綺！　なに勝手に──」

（凛音ちゃん、怖いの苦手だったのかぁ。そこもまた可愛かわいいぃ……）

　いや、凛音は、むしろホラー系好きなくらいだ。文化祭のお化け屋敷程度でビビるようなタマじゃない。

（タマ……じゃないし！　凛音ちゃん女の子なんだよ、まったくぅ）

　俺が発言したことにより、クラスメイトたちの視線が一人のモブへと戻もどってきた。

「さすが幼おさな馴な染じみ！」

「乙乙、よく椎名のこと知ってんな！　もしかして好きなんじゃね？」

　男女問わずクラスメイトたちが俺のほうを向き、おどけた顔で茶ちや化かしてくる。

（違いますぅ！　乙綺くんが好きなのは……その……私……だし、モジモジ）

　なにやらミーナが反論してくれているようだ。誰にも届かない声で。

「早乙女くん、それで推薦したい方というのはどなたでしょうか？」

　信しん頼らい度ど抜ばつ群ぐんの凛音を差し置いて別の生徒を推おしたいと言ったのだ。級長が面めん倒どうそうな顔になるのも理解はできる。しかし、お化け屋や敷しきといえばアイツを置いて、ほかにはいない。

　学生がお遊び気分でやってるお化け屋敷などではなく、本物のお化け屋敷で日々バイトに明け暮れているアイツ。今は机に突つっ伏ぷして寝ねているアイツ。

「はい、お化け屋敷のプロフェッショナルを推薦します！」

　その後、凛音の立候補は取り消され、勇ましく（？）立候補した俺が見事にクラス出し物の責任者に選出された。結局、クラスの人気者だろうとモブだろうと、自分以外であれば誰でもいいや、という考えの人が多数派だったのだ。

「乙綺、どういうことよ！」

　ホームルームを終えて、凛音がロングヘアを揺ゆらしながら俺の机へと歩み寄ってきた。

「ん？　ああ、悪かったな。変な誤解を生む結果になっちまった」

「違う、そのことじゃない！　むしろそこは良かったというか……じゃなくて！　なんで嘘うそ吐ついてまでアタシの立候補を取り消したのよ！」

（凛音ちゃん……やっぱり可愛いなぁ）

「嘘を吐いたのは悪かった。でも、凛音は副責任者なんかやる余裕ないだろ」

「そ、そんなことないし！　で、できるしぃ」

「だって凛音、テニス部の出し物の当番を任されたんだろ？　そっちで手て一いつ杯ぱいじゃん」

「……乙綺……アタシの当番のこと、覚えててくれたんだ……？」

「準備で忙いそがしいって言ってたろ？　クラス出し物のほうは任せとけ」

（なるほど、これが幼馴染の配はい慮りよかぁ、憧あこがれるぅ～）

「……まぁ、いっか、乙綺が積極的にクラスのことに関かかわろうとしたんだから、良しとしよう！　えへへ」

「なんだよ、その笑いは」

「なんでもなーい！　ただ、乙綺は小学生の頃ころに色々あった……じゃん？　その頃から、乙綺は他人と距きよ離りを置いて、なにかに真しん剣けんに取り組むことが少なくなってきたからさ。ちょっと心配してたんだ。アタシのせいなんじゃないかって」

「なんで凛音のせいなんだよ。ウチの家庭の問題だろ」

「アタシが相談に乗れていたらって思うとね。アタシは乙綺から色々もらったけど、なんにも返せてないし」

「俺、お前になんかしたっけ？」

「あぁー、そういうこと言うんだ？　子供の頃、家の中で女の子の友達と遊んでいたアタシを、無理矢理外に連れ出してくれたのはドコのどなたさんでしたっけ？」

「あれ？　褒ほめられると思ったら責められてる!?」

「内向的だったアタシを、外の世界に連れ出してくれたことは感謝してるんだよ。テニスにも出会えたしね。そのかわり、乙綺が内向的になっちゃってさ～」

（そんなことが……）

　そんなこと気にしてたのかよ。だから、ことあるごとに俺をウザいくらいに誘さそってきたのか。俺が妄もう想そう野や郎ろうになったのは、凛音とは全然関係ないんだけどな。

「俺のことは気にすんな。俺は俺で好きに生きてんだから」

「でも最近、乙綺の雰囲気変わったよね。今日も突とつ然ぜん、立候補なんかしちゃうし。なんだか行動力が増したというか……あっ！　でもね？　ヒメのことに関しては、もうちょっと考えてから行動したほうがいいよ！　今のままの乙綺じゃ、ぜ～ったい！　無理！」

（そ、そんなことないよっ。これは私と乙綺くんの問題だからね、うんうんっ）

「そ、そんなことねーし。つーか、それこそ余計なお世話だし」

　俺よりも先に否定してくれるミーナが心強い。

「まぁ、恋れん愛あい相談ならいつでも乗ってあげるよ。乙綺よりは断然、アタシのほうが経験あるからね！」

「えっ、そうなん？」

「え!?　う、うん、ま、まぁね。これでも結構長い間、恋こい……のようなものしてるから」

（凛音ちゃん……）

「へぇ、そうだったんだ。全然知らんかったわ」

「ア、アタシのことはいいのよ。と、とにかく、そういうことだからっ。ヒメ絡がらみの件は、まずアタシに相談すること！　じゃないと乙綺が傷ついちゃうからね！」

　凛音は俺に謎なぞな忠告をして立ち去っていった。

　なんなんだアイツ、急に姫野実衣奈のこと話題に出して。情じよう緒ちよ不安定なのか？

（この妄想男、なかなかの主人公っぷりじゃないのよ。なぜか、ちょっと痛い目に遭あわせたくなってきた）

　なんでだよ!?

　なぜか俺のお助けキャラも情緒不安定な状態に陥おちいっていた。

（まぁ、乙綺くんの心しん拍ぱく数すうが全然上じよう昇しようしていないので、今回は不問にします）

　こ、こわっ、さっきから意味不明なんですケド。しかし、次回はどうなるのやら……。

「乙綺～、椎名となに話してたんだ？」

　ホームルーム中ずっと寝ていた翔真が、情報収集のためか俺に詰つめ寄ってきやがった。

　コイツ、ホームルーム中ずっと寝てたから知らないんだろうな。

「翔真には関係のない話だ。それよりも文化祭のクラス出し物、頑がん張ばろうな」

「は？　なんのことだ？」

「俺が責任者。翔真が副責任者になったから。任せたぞ、お化けのプロ」

「はぁ!?　聞いてねぇし！」

　俺が翔真を推すい薦せんして、あっさりとみんなに承しよう認にんされた。

　こういうのは、ほんとスムーズに決まるもんだ。良かった良かった。

　翔真の雄お叫たけびを無視して、俺はその日の放課後イベントに備えた。




　そして迎むかえた放課後。昨日と同じく二人並んで体育館前に張り込む俺とミーナ。

　今日はミーナの体操着姿を思いがけず間近で拝見できたので、昨日みたいに姫野実衣奈に緊きん張ちようしてしまうことはないだろう。

　それにしても、自分の着る服を自由に替かえられるなんて便利な能力だよな。

（どんな格かつ好こうにでもなれるわけじゃないみたいだけどね）

　そうなの？　さっきはなんで体操着姿になれたんだ？

（今の私は乙綺くんと繋つながっている部分が多くあるんだよ。乙綺くんが強くイメージした姿を自分に反映させて具現化できる、ってことみたいだね）

　俺が姫野実衣奈の体操着姿を強く想像してしまっていた、ということなのか……恥はずかしすぎる。

（恥ずかしいのは私のほうだよ！　ま、まったく……普ふ段だん、何気なく着ていた格好だけど、乙綺くんからはそんな目で見られていたなんてね）

　ごめんなさい……。

（まぁいいよ。ギャルゲーの主人公としては満点だから）

　あれ？　またしてもディスられてる!?

（そんなことより、おかしいなぁ。全然来ないじゃない、私）

　さっきからずっと待機しているが、ターゲットが姿を現す気配はない。

　たしかにおかしいな。白石さんたちは体育館に入っていったのに。

（あのグループから、はみだす行動を取るとは思えない）

　もしかしてトイ──

（あわわわ～！　それ以上変な妄想はじめたら、夜中騒さわぎつづけるからね！）

　怖い怖い。いつもの妄想癖へきのせいか、迂う闊かつなことを発してしまったぜ。

（……まったく）

　……お？

（どうしたの？　さては、また変な妄想してるんじゃ……？）

　違う違う。あれ見てみろよ、姫野実衣奈じゃね？

　俺は体育館と校舎を繋ぐ渡わたり廊ろう下かに立っているのだが、そこから三十メートルほど先に見える中庭から眩まばゆい光を感じたのだ。

　姫野実衣奈の発する光である。

（光である、じゃないよ……そんな特とく殊しゆな光を発してるわけないでしょ）

　姫野実衣奈の気配を感じ取った俺は急いで中庭へ向かう。

（って、ホントに私だし……こ、こわっ！）

　怖くない。標準装備の能力だ。

　でも、彼女はこんなところでなにしてんだろ。部活始まる時間だってのに制服だし。

　体操着……は今日、見れたからいっか。

（体操着はどうでもいいけど、なにをしているのかは気になるね）

　少し離はなれたところから姫野実衣奈の様子を確認してみる。

　制服姿のまま、なにやら重そうな段ボールを運んでいるようだ。中庭を通って、別べつ棟むねの教室へ運うん搬ぱんしているのだろうか。

　俺はヒロイン攻こう略りやくをひとまず棚たな上あげし、姫野実衣奈の助けに入ることにする。

（おお？　乙綺くん、いつになく積極的だね）

「っ？　早乙女くん!?」

　姫野実衣奈は俺の突然の乱入に面を食らっている様子だ。

「急にごめん、なさい。た、大変そう、でしたので……俺が、も、持ちますよ」

　しどろもどろになってしまうところが、俺らしくてかっこ悪い。

　でも、今はそんな自分を卑ひ下げしている場合じゃない。彼女を助けるのだ。

「え、あ、ありがとう……でも、重いよ？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！」

　姫野実衣奈は困こん惑わくした表情を浮うかべながら段ボールを中庭に置く。

　行動も気になるが、中身も気になるな。何が入ってんだろ。

（事情を知らずに自分の行動を見ていると、謎なことが多くて不思議な気分になるなぁ）

　ミーナは首を傾かしげて自分の実体の様子を窺うかがってる。ミーナは制服の状態に戻もどっているので、一卵性双そう生せい児じのように両者は瓜うり二ふたつである。瓜二つどころか同一人物だった。

「重そうですけど、落としたら危ないもの……なんですか？」

（そんなに畏かしこまらなくていいんだってば。相手、私だよ？）

　無茶言うな。相手は姫野実衣奈だぞ。ミーナと違ちがうんだってば。

（むむっ）

　ミーナは抗こう議ぎの意味を込こめて、ふくれっ面つらを俺に向けてくる。

　同一人物でも、やはり実体を伴ともなったヒロインに対しては緊張してしまうようだ。選せん択たく肢しをミスった時点で、即そく終しゆう了りような雰ふん囲い気きを感じてしまう。そこがミーナを相手にするときとの違いか。

（この女だって、ただのギャルゲーオタクなのにぃぃ！）

　あ、とうとう自分のことをオタク言い出したぞ。しかも、相手に察知されないのをいいことに、ミーナは姫野実衣奈の頭にチョップを食らわせていた。やめなさい。

「落とすと危ないかも。ガスレンジが二台入っているの」

「ガスレンジ？」

「文化祭のクラス出し物でメイド喫きつ茶さをやることになったんだよ。その責任者に私が選ばれたから、さっそく準備に取りかかっているの」

　姫野実衣奈も責任者に選ばれていたのか。

（さすがは私。クラスメイトたちから絶大な信しん頼らいを寄せられてるヨ～、ハハハ～）

　ソレ自分で言っちゃう!?　どうせ、むりやり押し付けられて断れなかっただけだろ？

（残念ながら、そうだと思う……はぁ、私らしいね）

　らしいっていうか本人だからな。ミーナと違って。

（むむむむむっ）

「責任者、大変ですよね」

　さっきミーナが教えてくれた本音を考こう慮りよして、彼女に告げる。

「大変だけど、やりがいもあるよ。準備の段階から文化祭に参加している気分になれるし、来場者の喜ぶ顔を見るのは楽しみだよ」

　おいおい、ミーナと言ってること違くないか？　めっちゃ優等生発言じゃん。

（お、おかしいな……私、やる気満々じゃん……）

　ミーナの指し摘てきどおり、彼女は不満そうな顔一つせず、準備に取り掛かかっている様子だ。

　さすが姫野実衣奈だな、どこかのギャルゲーオタクとは大違いだ。

（む？　むむむむむむ～！　さっきから私とこの女に対する態度が違い過ぎるよぉ！）

　ミーナは自分の実体に対して敵意満々で指をさしてる。ミーナの人差し指が姫野実衣奈のほっぺたにくっつきそうなほど近くで。

　だって見てみろよ、姫野実衣奈めちゃくちゃ可愛かわいいんだもん。

（な～にが、だもん、よ。ふんっ、こんな荷物、私に運ばせればいいんだよっ）

　俺が姫野実衣奈に執しゆう心しんすると、ミーナは機き嫌げんを損そこねるみたいだな。ふふっ。

「あぁ、ホント……めちゃくちゃ可愛いな」

「えっ……可愛い？」

（ちょっとお！　声に出てるよ！）

　いっけね！　ミーナのことを考えていたら、気が緩ゆるんでしまったようだ。

「…………」

　ポカーンとした顔で俺を見つめてくる姫野実衣奈。

「あ、ごめん、なさい！　なんでも、ない！　です……荷物、運びます、ね？　どこへ持っていけばいいですか!?」

　ミーナではなく姫野実衣奈を最優先に対応しなくては！

（っぐぬぬぬ。目の前の女の緩んだ顔が異様に腹立たしい）

「……荷物は東ひがし棟とう三階の空き教室に運ぶつもりなんだけど。本当に大丈夫？　重いよ？」

　彼女は俺が帰宅部だということを、もちろん知らないだろう。俺の貧相な身体からだで運ぶには重い荷物であると判断されたのだな。ちょっとショック。鍛きたえておけば良かった。

（帰宅部の乙綺くんよりバドミントン部の私のほうが力あるから、放ほうっておきなよ）

　そんなわけいくか！　メインヒロインが大変な場面に遭あっているシーンを見ておきながら、スルーする主人公がいるか！

（あっ………………か、かっこいい）

「うっし！　せーっの！」

　腰こしから下、脚あしに力を入れて段ボールを持ち上げる。

　お、そんなに重くないぞ。15㎏くらいの重さかな。全然余よ裕ゆうだ。

「重くない!?　私一人でも運べるから、だ、大丈夫だよ？」

「問題ないです、こう見えて俺は力作業には自信ありますから……っと、とっと」

（全然大丈夫じゃないでしょ！　心拍数、上がってるよ!?　私に運ばせなって！）

　心拍数が上がっているのは別の理由だってば。

　こんな近くで姫野実衣奈と会話してんだぞ……。

（私のほうが、いつも近い位置で会話してるよね!?）

　段ボールを両手で抱かかえながら校舎に入り、階段を上る。

　重さはそれほどでもないが、一階から三階までの上りがキツい。

　姫野実衣奈は後方で、俺がバランスを崩くずして倒たおれてしまわないか注意してくれているようだ。こういうさり気ない優やさしさは、さすが天使である。

「無理しないでね？　ホント昨日は、その──」

　なんか後方から天使の声が聴きこえた気がする。しかし、今は段ボール運搬に必死の俺である。気を抜ぬくと後ろに倒れてしまうかもしれない、荷物に集中しよう。

（全然、天使なんかじゃないよ……こんなに思いやりのある乙綺くんからの誘さそいを断ったこと……私は許さないからね……この鬼おにヒロインめ、ぶつぶつ）

　後方からだけでなく、横からも同じ声で念仏のようなものが聴こえてくる。

　同じ声なのに、別人のようなトーンである。

　なんとか三階の空き教室まで運び終え、俺はヒーローのごとく華か麗れいに立ち去る。

　嘘うそだ。心臓の限界が近かったので逃にげ出しただけだ。

　しかし、なにか忘れているような……。

（連れん絡らく先さき交こう換かんでしょ、まったく）

　……あ。




　そして、夜のターン。今ではお決まりとなった、俺の部屋での反省会である。

　姫野実衣奈攻略に関しては失敗だった。

　でも、特大の情報を入手することができたので、今日は良しとしよう。

（そんな朗報あった？）

　文化祭で姫野実衣奈のメイド服姿を拝めるぞお！　やったぜ～！　ぐふっぐふふ。

（ちょ、全然どうでもいい情報だよ……しかも私は責任者だからメイド服着ないでしょ）

　え……着ないの……マジで……。

（え……そんなに落ち込まれても……私は知らないけど、というかホントどうでもいいんだけど……）

　天国から地じ獄ごくに落とされた気分。

（わ、わかったよ！　そんなの私が元に戻ったらいくらでも……恥はずかしいけど……）

　ホントに!?　やったぜ！　早く姫野実衣奈と連絡先交換しなければ！

（連絡先交換だけど、成功の可能性は今日のイベントで飛ひ躍やく的に向上したはずだよ）

　マジで？

（ただ、ほかのヒロインの好感度も上じよう昇しようしているのが気になるかなぁ。今はとにかく、どのヒロインよりも、目当てのヒロインとの時間を増やすことが重要なのに……）

　俺のギャルゲーに、ほかのヒロインいたのかよ。初耳だぞ。

（なにこの鈍どん感かん系主人公。ギャルゲー主人公なら、もっとヒロインに対しての反応に敏びん感かんにならなきゃダメだよ。これはラノベじゃないんだよ？）

　もっとギャルゲー脳にならなくてはダメってことか。

（絶対馬ば鹿かにしてるでしょ。明日は絶対に私の実体と連絡先交換するからね）

　おう！

　俺は姫野実衣奈のメイド服姿を妄もう想そうしながら床とこについた。

　ミーナは俺よりも寝ね付つきが良い。この二週間で、習慣まで把は握あくする仲になっているのだ。

　いつもであれば、俺はミーナの寝息をＢＧＭにして就しゆう寝しんタイムに入る。しかし、今日は彼女の寝息が聴こえてこない。寝ている俺の、少し上空を浮きながら横になっているはずの彼女の姿も確かく認にんできない。

　──ミーナ!?

　異変に気づき、彼女にだけ聞こえる呼びかけをおこなう……が、反応はない。

　どうしたんだ？　どこにいったんだ？

　暗くら闇やみのなか、身体を起こして周囲を確認しようと思ったのだが、なぜか上半身を動かすことができない。上半身だけではない、全身が不思議な安らぎに包まれている感覚に陥おちいっており、脳が発した命令を身体が拒きよ否ひしているようだ。

　この心ここ地ち良い安らぎの正体は──夢、なのかな。姫野実衣奈と会話できたことに多幸感を抱いだき、安心して眠ねむりについてしまったのかもしれない。

　その身を自然に委ゆだねようとしたとき、見慣れぬ物体が目に飛び込んできた。

　俺の頭のすぐ真横。フリフリのレース素材のような布。まるでカーテンのようにも思えるが、こんな場所にカーテンは設置していない。

　レース素材の上部に目を移していく。そこにはポリエステル生き地じのようなシルキーな光こう沢たく感あふれる布があった。なんとなく生地の色が黒色のように思えるのは、今が暗闇の状態だからだろうか。

　思考を停止して、この状じよう況きように身を任せていると、目の前の謎なぞの物体が少しだけ動いた。

（ん？　起こしちゃったかな？）

　俺の耳に天使の声が響ひびき渡わたる。

　この声は天使のものでないな。最近では聞き慣れた、ミーナの澄すみ切った声だ。

　なんだ、ミーナのやつ、こんな近くにいたのか。密着していると、透とう明めいだから逆に存在が把握しにくくなるんだな。

　ん……？　密着ぅ!?

　なんでミーナが俺に密着してんの！　え、なに、どうなってんの、今のこの状況……！

　目を凝こらして、現在の自分の状態を確かめてみる。

（ちょ、ちょっと、そんなに見ないでよ……は、恥ずかしいんだから……っ）

　ミーナが恥ずかしがっている理由は、すぐに分かった。

　さきほどまで俺が見ていた布は、ミーナが着ているメイド服のものだったのだ。

　ミーナは今、俺が寝る前に妄想していたゴシック調のメイド服を着用していた。暗闇なので服の色は確認できないが、間ま違ちがいなく黒を基調としているのは分かる。なぜなら、俺がそう望んだから。しかし、分からないことが一つある。

　なぜ……なぜ、ミーナは俺を膝ひざ枕まくらしているのだろうか!?

（えへへ、メイドさんといったら、膝枕して耳のお掃そう除じだよねっ）

　どこの知識だよ！　ギャルゲーか!?　だとしたらギャルゲー最高！

　直接触ふれ合うことはできないので正確にいえば疑ぎ似じ膝枕なのだが、暗闇状態ということもあり、俺の心しん拍ぱくは一気に加速した。

（はぁ、ふぅぅ……こ、これは乙綺くんの心臓の鼓こ動どうなのかな……それとも、私……？）

　これがギャルゲーの破は壊かい力……なのか!?

（おおぉ？　乙綺くんも、やっとギャルゲーの魅み力りよくが分かってきたのかな？　うんうん！　良いことだ！　ギャルゲーではヒロインが、こうやってコスプレして……そういえば、この前やったギャルゲーでね──）

　──あぁ、幸せな時間だな。

　まるで夢のような時間を過ごしていることを実感する。

　この間までのクソみたいな俺の日常生活では、到とう底てい考えられない状況になっている。

　永遠に、この時間が続けば……。

　朦もう朧ろうとする意識のなかで、ふと、こんなことが頭をよぎる。

　俺は本当に姫野実衣奈のことが好きなのだろうか？　学校で姫野実衣奈に緊きん張ちようしながら接する際、自分に恋れん愛あい感情は芽生えているのだろうか？

　……答えは、否いなだ。

　俺は自覚してしまっている。姫野実衣奈と接するときよりも、このメイド服姿の女の子と過ごしているときのほうが幸せなのだと。

　外そと面づらの姫野実衣奈よりも、本心を剥むき出しにしているミーナのほうが好き。

　一学期の頃ころは姫野実衣奈に対して、俺もほかの学生と同じように彼女をアイドル視してみていた。実際の彼女はアイドルなどではなく、どこにでもいる悩なやみを抱えた普ふ通つうの女子高生だったのに。どこにでもいる、はちょっと違うか。こんなマッドなギャルゲーオタクそうそういない。

　姫野実衣奈の外見は、たしかに俺のタイプでドストライクなのは間違いない。でも、それ以上に、俺を応おう援えんしてくれているミーナに対して恋こい心ごころを抱いてしまっている。

　姫野実衣奈のメイド服姿や体操着姿を妄想して喜ぶ感情がある一方、それよりも彼女自身──ミーナと触れ合っている時間を愛いとおしく感じる。しかし同時に、こんなにも近くにいるのに、直接触れることができないという空くう虚きよ感も抱いてしまっている。

　俺のギャルゲー、メインヒロインが攻こう略りやく対象から外されてしまっているのが残念だ。制作会社に文句を言いたい。

　……ミーナは元に戻もどったら、どうなるのだろう。俺と過ごしたこの二週間の記き憶おくがなくなってしまい、一学期の頃と同じ関係性になってしまうのではないか？

　学校のヒロインとモブ。俺は彼女の本ほん性しようを知っているけど、彼女は俺のことを知らない。

　その関係性を想像しただけで、むなしい気持ちになる。

　姫野実衣奈の身体からだのことは心配だが、ミーナという存在が消失してしまうことへの危機感のほうが強い。ずっとこのままの状態が続いて欲しいという欲よく望ぼうがある一方、早く元に戻さないといけないという使命感。

　この揺ゆれ動く気持ちをミーナに直接伝えることはできない。

（──それでね！　そのヒロインのフラグの立て方が凄すごく特とく殊しゆなの！　別ヒロインの個別ルートに入ってから、一度ルート変へん更こうしなきゃならなくてさぁ～。私も攻略に苦労したんだぁ！　……って、乙綺くん、聞いてる!?）

　今さら、ルート変更などできないのだから。








四章　イベント発生！









　姫ひめ野の実み衣い奈なの手伝いをした日の翌日。放課後。

　クラス出し物の責任者になった俺は姫野実衣奈を見習い、さっそく今日から準備に取りかかることにした。もちろん、姫野実衣奈攻略作戦は並へい行こうしておこなう。

（文化祭まで一ヶ月かぁ。私は今の状態のままで楽しむことになるのかな）

　昨夜のメイド服での膝枕イベントは俺の夢だったのかな。今日一日、ミーナからあのイベントの真相が語られることはなかった。俺の夢だった、ということにしておこう。

　ミーナが純じゆん粋すいに文化祭を楽しむためにも、早そう急きゆうに俺が姫野実衣奈と接せつ触しよくする必要があるんだ。今はそのことに集中しよう。

　昨日までの姫野実衣奈の反応からすると、なかなか難しい気もするが。なにせ手て応ごたえがない。手応えどころか距きよ離りを置かれている可能性すら感じる。

（それはないよ、断言する）

　ミーナの『断言する』とか『安心して』は全然信用ならないんだよなー。

（そんなことないよ。今日こそ私の的確なアドバイスで彼女を攻お略としてみせるから）

　大だい丈じよう夫ぶかな……なんか、ほかの人に相談したほうが前進しそうな気がする……。

（私のことは私が一番よく知っているの。扱あつかい方はもちろん、好きなことや嫌きらいなことも全部把握してるからね）

　ふーん。まぁいいや、段ボール調達してこよっと。

（あ、全然信用してくれてないね？）

　ミーナと駄だ弁べりながら、お化け屋や敷しきの設営に必要な段ボールを校内で探す。文化祭当日まで一ヶ月あるとはいえ、早めに準備しておいたほうがいい。よそのクラスに先に確保されると面めん倒どうだしな。校内で揃そろえられるものは先に用意しておきたい。

　高等部では段ボールを見つけられなかったので、中等部まで探たん索さく範はん囲いを広げることに。

　約半年ぶりの中等部。同じ敷地内にあるので、それほどノスタルジーを抱くことはない。

（私は新しん鮮せんな気分だな）

　ミーナは内部進学じゃないもんな。

　案内したいところだが、この中学も特段珍めずらしいものは何もないぞ。

（まーた、普通アピールする気だね？）

　俺が、ここぞとばかりに出身中学をディスろうとしたとき──

「乙いつ綺きにぃじゃん。こんなところで何してるの？」

「お、陽ひ茉ま莉りか。ナイスなタイミングで現れたぞ。段ボール探しに協力してくれ」

　中等部の敷地に入ったところで、偶ぐう然ぜんにも後こう輩はいの陽茉莉と遭そう遇ぐう。

（陽茉莉ちゃんだぁ。なんだか本当の妹みたいで可愛かわいいよねぇ、いいなぁ）

　マズい。妹とか幼おさな馴な染じみという単語が出てくると、すーぐギャルゲー脳を発揮してくるからな。スルーするに限る。

「段ボール？　何に使うの？　どっかに潜せん入にゆうでもするの？」

「しねーわ。文化祭で使うの」

「そっかぁ、高等部は文化祭の時期か。わたしも早く高校生になりたいなぁ」

「そんなこと言ってると、あっという間に高校生だぞ。もっと中学生活を満まん喫きつしとけ」

「乙綺にぃも凛り音おんねぇも高校いっちゃって、わたしだけ仲間ハズレなんだもん……」

「陽茉莉はお子様だから仕方ないの。んで、段ボールはどこかにありそうなんか？」

　陽茉莉は、お子様という言葉を聞いて頬ほおを風船みたいに膨ふくらませ始めた。お子様だ。

「ぷくぅ。校舎裏の倉庫なら置いてあるかも。お子様のわたしに頼たよる乙綺にぃは、もぉっとお子様だけどね？　えへへっ」

　てくてく、という擬ぎ音おん語が当てはまりそうな歩き方をする陽茉莉のあとをつけ、倉庫へと向かう。

（私にもこんな妹がいたらな～）

　道中、ミーナが愛めでるような口調で陽茉莉への感想を漏もらした。

　私にも、っていうか俺の妹でもないからな。

（陽茉莉ちゃん、乙綺くんに凄く懐なついてるじゃん）

　中学のとき、同じ文芸部だったからな。しかも俺と陽茉莉の二人きりの部だ。

（なるほど～……でも、それだけが理由なのかな？　なんだか凛音ちゃんと同じ匂においがするんだよねぇ）

　同じシャンプー使ってんのかな。

（そういうことじゃないから！　乙綺くん……もしかしたら、ハーレム系のルートに入っちゃったのかな……）

　へ？　ギャルゲー玄人くろうとさんの言うことは全然理解できんぞ。

（陽茉莉ちゃんが、なんで乙綺くんに懐いているのか知りたいな。訊きいてみてよ）

　は？　なんで俺が。それがそんなに大事なことなのかよ。

（うん。今後のヒロイン攻略に関して、とても重要な情報になるよ）

　マ、マジかよ……ギャルゲー恐おそるべしだな。俺には理解不能だ。

「ところで陽茉莉よ」

「んにゃ？」

「こうして俺に協力してくれるのはありがたいんだが、陽茉莉はなんで俺と行動してくれるんだ？」

「ん？　いまさらそんなこと訊いて、どうしたの？」

「だって、陽茉莉はクラスでも人気者だろ。陰いんキャな俺と一いつ緒しよにいるところを見られたら、恥はずかしくないか？」

　中学時代は、いつも放課後二人で過ごしていたから、陽茉莉との関係を気にしたことがなかった。そこにいるのが普通。それこそ本当に兄妹みたいな関係だと思っていたのだ。

　第三者のミーナが不思議に思うのも無理はない。

　むしろ、ミーナに指し摘てきされて俺も気になり始めたくらいだ。

「恥ずかしくない」

　陽茉莉は俺の問いに足を止めて答える。その表情は、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな陽茉莉の雰ふん囲い気きとは異なっていた。大きな二ふた重えの瞳ひとみからは力強い意思が読み取れる。

　こんな大人びた表情の陽茉莉、初めてみた。

「陽茉莉は一人っ子だからか。まぁ俺も兄として陽茉莉を──」

「違うよ」

　陽茉莉は俺の言葉を最後まで聞かず、遮さえぎって否定してくる。

「ちょ……そんな真しん剣けんな顔して、どうした？」

「乙綺にぃ、わたしとのファーストキス、覚えてないんだ……？」

（ファースト……キス──!?）

　ちょちょちょ、なに言ってんの陽茉莉！　陽茉莉が急に変なこと言うから、ミーナがムンクの叫さけびみたいな顔になっちまってるぞ！

「え～っと、えっと……そんなことした記憶、マジでいっさいないんだけど……」

　あったら俺だって覚えてるわ。なんだそのラブコメ。爆ばく発はつしろ。

「やっぱりだ。今までの乙綺にぃの態度で、なんとなくわたしも感じてたけどね」

「？」

「わたしが中学に入ったばかりの頃の話だよ。学校の階段から転落したわたしを、乙綺にぃが助けてくれたんだよ」

「覚えてる！　それは覚えてる！　たしか、あの出来事がキッカケで、陽茉莉は俺のいる文芸部に入部してきたんだよな」

　うん、覚えてる。中学時代は、あのときのことを昔話のように、二人の思い出として語り合っていたものだ。懐なつかしい。

（乙綺くん、転落少女を助け過ぎでしょ……私が最初じゃなかったんだ……）

　ん？　ミーナがなんか落ち込んでる？

「あのとき、乙綺にぃとわたしは、お互たがいの唇くちびるを重ねて……」

「ねーよ！」

（乙綺くん……チューの経験あったんだ……）

　ねーよ！

　なんで、さらにミーナが落ち込んでんだよ！

（チューの経験ないのは私だけかぁ……しょぼん）

　えぇ！　ミーナって経験ないのか。ってことは……姫野実衣奈も!?

　高校では少なくともそんな浮ういた情報は流れていない。翔しよう真まからも聞いたことはない。

（…………ないよ！　ばかぁ！）

　思いがけず、マル秘情報をゲットしたぞ。ナイス陽茉莉！

　……じゃない。なんかよく分からんが誤解している陽茉莉を、どうにかしなければ。

（誤解……ねぇ？）

　こっちの誤解もなんとかしなければ！

「陽茉莉、お前はなにか勘かん違ちがいしているようだが、あのとき俺は陽茉莉を抱だきかかえて転落しただけで、唇はおろか顔にも触ふれてないぞ」

「えぇ～そうだっけ？　あれ～？　おかしいな～？」

　あ、こいつ。さては俺をからかっただけだな。

（っほ、なんだそういうことかぁ。陽茉莉ちゃん、おマセさんなんだから～、びっくりしちゃったよ！）

「ったく。ほら、倉庫いくぞ」

「乙綺にぃが急に変なこというからだもん。わたしは乙綺にぃのこと、好きだもん」

「ハイハイ、分かった分かった。ありがとさんよ」

（どうやら別ルート入りは避さけられたようだね）

「えへへ」

　太陽のように明るく笑う陽茉莉。そんな陽茉莉と俺は、夕暮れ時のアブラゼミの鳴き声を聞きつつ歩き出した。

　季節の移り変わりというものを早く感じてしまうな。先ほどまで懐かい古この情など抱いだいていなかったというのに。陽茉莉と昔話をしてしまったからだろうか。

　このまま時に身を任せているだけでは、ヒロインの攻こう略りやくなど進展させることはできない。
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　そうなればミーナもこの状態のままだ。その後どうなるかは分からない。

　俺が自分の意志と力で、姫野実衣奈にアプローチをかけなきゃダメなんだ。段ボールを運びを終えたら、ミーナに頼らず今日は自分の考えで動いてみよう。

　──改めて自分の決意を胸に抱く。

　俺が…………俺がミーナを助けるんだ。

　鬱うつ蒼そうとした気配が漂ただよう校舎裏を通り、倉庫に到とう着ちやく。

　陽茉莉の言うとおり、なかには段ボールが積み上がって置かれていた。

「これ、勝手に持ち出して使っていいものなのか？」

「大丈夫だよ。ほら、ここに、ご自由にお使いくださいって張り紙が貼はってあるし。学食や購こう買ばいで出された廃はい棄き段ボールみたいだね」

　ほんとだ。こいつは好都合だ。

　高等部の空き教室へ運ぶため、さっそく軽い運動を始める。

（まったく、こういうときに実体の私は何をしてるのかな……自分は手伝ってもらったのに、乙綺くんの手伝いには来ないとか……ぶつぶつ）

　俺は光を発してないから彼女には居場所を特定できないだろうよ。

（私もそんな怪あやしい光、発してないから！）

「こんにちは、早さ乙女おとめくん」

　ん？

「？」

　突とつ然ぜん、後方から声をかけられ、俺と陽茉莉は同時に振ふり向く。

「ひ、姫野さん!?」

（わ、私!?）

「姫野センパイが、なんでこんなところに……？」

　振り向いた視線の先、姫野実衣奈が校舎の影かげの中にポツンと佇たたずんでいた。

　彼女の立っている空間だけが、輪りん郭かくを切り取られたように光輝かがやいている。

（いちいち変な描びよう写しや入れなくていいから。は、恥ずかしいっ）

「こんなところにいたんだね」

「俺を……探してた……んですか？　なんのご用件で……」

　なんてこった。今日こそは、俺のほうから男らしく迫せまろうと決意したばかりなのに。

「早乙女くん、昨日はありがとう。おかげで、準備もスムーズに進められそうだよ」

「ど、どうも」

　それだけを伝えに来たのか？

（この女、なにを考えているの……!?）

　おいおい、さっき自分のことは自分が一番知っているとか言ってたよな!?

（……はっ！　わかった！　乙綺くんを手伝いに来たんだよ！　おそらく昨日のお礼だね。間違いない、私ならそうする！）

「それで、今ちょっと時間あるかな？　二人きりで話したいことがあるんだけど」

「二人きりで、ですか？」

「うん。陽茉莉ちゃんには悪いけど、すぐに用件は終えるから」

「わかり、ました。陽茉莉、ちょっと向こうで話してくるわ」

「わかったー。でも、乙綺にぃ、浮うわ気きはダメだからね。凛音ねぇに報告しちゃうよ？」

「なんで凛音の名前がでてくんだよ……まぁ今日はありがとな、先に帰ってていいから」

「ん～、段ボール運ぶの大変でしょ？　わたし、ここで待ってるよ」

　陽茉莉をその場に残し、俺と姫野実衣奈は少し離はなれた場所に移動する。

（んんん？　なにこの突とつ発ぱつイベント、完全に意味不明だよ。このヒロイン、とうとうバグっちゃったのかな？）

　人気のない校舎裏ということもあり、あたりは蝉せみの鳴き声と、たまに吹ふく秋風の音くらいしか聴きこえない。そして、俺と姫野実衣奈の小さな足音。三人いるが、足音は二人分しか聴こえない。

「ここでいいかな。ごめんなさい、急に呼び出してしまって」

「いえいえ！」

（乙綺くん、そんなに緊きん張ちようする必要ないよ。今日は向こうからの用件なんだから、堂々と構えなきゃ。舐なめられないようにね！）

　ミーナさん、自分相手にすっげぇ喧けん嘩か腰ごしじゃないですか……。

「ふふっ、そんなに緊張しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ？」

（この余よ裕ゆうぶった、上から目線なのが腹立つなぁ……私ってこんなキャラだったかな？）

　え、めちゃくちゃ可愛かわいいじゃないですか！

　俺を気き遣づかって、はにかんだ表情なんか、もう最高！

（なにこのチョロ主人公）

「ちょっと、緊張しちゃい、ます」

（向こうがタメ口なんだから、乙綺くんもタメ口で話そうよ）

　いきなりは厳しいって。

（私相手に敬語なんか使わなくていいんだってば）

「私に敬語使わなくて大丈夫だよ。私もタメ口で話しちゃってるし」

「わかりまし……わかった」

　あれ、なんか今日はヤケに親しみやすいぞ。まるでミーナと話しているようだ。

（この女、いつも以上におかしいね。異常の具合が、危機的なまでに進行しているのかもしれない。マズい状じよう況きようかも）

　俺がグズグズしていたせいか!?

　緊張して、かっこ悪い姿を晒さらしている余裕はないってことだよな。姫野実衣奈の真意はよく分からんが、周囲に誰だれもいない今の環かん境きようであれば、連れん絡らく先さき交こう換かんを言い出しやすい。

　攻せめるチャンスだ！

（待って。一度出直して作戦を立てたほうがいいかも。私の様子は明らかにおかしい）

　いや、俺は今日、姫野実衣奈を攻略する。断られたとしても、何回でも挑ちよう戦せんするぞ。

（乙綺くん……）

「姫野さん、今日は、その──」

「今日は突然ごめんなさい。この間のこと、謝らせてほしいの」

「……この間のこと？」

「うん。早乙女くんが連絡先の交換を提案してくれたでしょ？　私、あのとき断ってしまったから……本当に、ごめんなさい」

　姫野実衣奈は断ったときよりも、さらに深くお辞じ儀ぎをして謝罪してくる。

（この女……殴なぐりたくなってきた）

　ミーナは拳こぶしを握にぎりしめ、今にも自分の実体に殴りかかりそうな雰ふん囲い気きだ。

　やめて、暴力ヒロインはやめて。しかも、自分ヒロインを殴ろうとしないで。

「全然平気！　俺なんかが姫野さんに番号を聞くこと自体、おこがましいっていうか」

（乙綺くん……殴りたくなってきた）

　やめて、暴力ヒロインはやめて。今度は主人公おれを殴ろうとしないで。

「ふふっ、早乙女くんらしいね」

　彼女は顔をあげ、安心したような顔つきで笑っている。

　俺らしい、とは？　俺のキモさは隣となりのクラスにまで知れ渡わたってしまったのだろうか。この間の昼休みの一件は、学校中の噂うわさになったらしいしなぁ。地味にショックだ……。

「姫野さんが気にすることはなにもない、よ。実は今日、もう一度交換のお願いをしに行こうと思っていたん、だよ」

　姫野実衣奈相手だと、タメ口で話すのも大変だ。

「それなら良かった。今日は私のほうからお願いするよ。一度断っておいて差し出がましいとは思うんだけど……早乙女くんが、まだ私と交換したいと思ってくれているのであれば、ぜひお願いしたいな」

「え、マ、マジで!?　いいの？　凄すごく嬉うれしい、デス、はい。よろしくお願い、シマス」

（なに下手に出てるの！　この女、調子に乗りすぎ……差し出がましいなんてものじゃない。面つらの皮が厚すぎだよ、な、な、何様なのかな……？）

　声を震ふるわせるミーナとは対照的に、俺は手を震わせながら姫野実衣奈との連絡先交換を済ませる。

　俺のスマホに燦さん然ぜんと輝くヒロインの連絡先！　しかも学校のアイドルだぜ、見たか！

（見たか！　ってドヤ顔で言われても、私本人だし全然嬉しく…………す、すこし、本当に悔くやしいんだけど、ほんのちょっとだけ達成感はあるね……複雑だな……むむむぅ）

「……ありがとう」

「……ありがとう」

　俺と姫野実衣奈はシンクロしてしまい、二人で顔を見合わせて笑ってしまう。

（なーに笑ってるのかな？）

　俺と姫野実衣奈の間に割って入ってきて、両者を交こう互ごに睨にらみつけるミーナさん。

　なぜか不ふ機き嫌げんなミーナをよそに、姫野実衣奈は続けて信じられない言葉を口にした。

「そ、そうだ。お近づきの印、ということで明後日の日曜日、映画を観みに行かない？」

　は？

（は？）

　今度は俺とミーナがシンクロしてしまった。

　俺が理解できないのも無理はないだろう。なにせ、本人が理解できていないのだから。

「え、えっと？　ん？　聞き間違いじゃないよね？　お、お、俺と？　映画？」

　もう頭の中も疑ぎ問もん符ふだらけだ。目の前の姫野実衣奈も固まってるし……なにかのバグ発生だろうか。このギャルゲー、たまにバグ起こるよな。デバッグやってないんかな。

　もしかして、勢いで俺を映画に誘さそったこと後こう悔かいしてんのかなぁ……。

（自分から誘っておいて、なんなのよコイツ！　もういい、断ろ！）

　えぇー、無理無理！　無理っていうかヤダ。こんなお誘い、俺の人生で二度とないかもしれないんだぞ。姫野実衣奈と接せつ触しよくするためには絶好の機会じゃないのか？　っていうか、サラリと自分のことをコイツ呼ばわりしましたよね？　怖こわい。

（乙綺くん、興奮して早口になってるよ。べつに、必要以上に仲良くなることはないんだって。接触さえできればいいの）

　なんというビジネスライクなヒロイン攻略なのだろうか。

「姫野サン？」

　さすがに沈ちん黙もくに耐たえきれず呼びかける。応答してくれぇ。

「？　あ、ご、ごめん。映画、ダメかな？」

「いえいえ、も、もちろん、いきたいデス！　ふつつかものではありますが、よ、よろしくお願いいたし、ますぅ！」

（なんなの、その嫁よめ入いり挨あい拶さつ……）

「えへへ、ありがとっ。じゃあ時間と場所は、また連絡するね」

「う、うん」

　その後、姫野実衣奈は段ボール運びも手伝ってくれて、俺は最高の気分のまま放課後イベントを終えることができた。

　無む味み乾かん燥そうな俺の人生に初めて色と味がついた瞬しゆん間かんでもあった。




　浮うわついた気分のまま帰路につく。

　九月も半ばを過ぎ、日にち没ぼつを迎むかえるのが早くなったことを実感する。夕暮れ時というのは物もの寂さびしい気持ちになるのだが、今日に限っては違ちがう。

　春の出会いの陽気を目まの当あたりにしているようだ。多幸感と全能感を一身に浴びている。

　やったぜ！　姫野実衣奈とデートイベントだ！

　自宅の玄げん関かん口で達成感と幸福感を噛かみしめ、拳をぐっと握りしめる。

（デートイベントか……ルート入り後の好感度、いきなり上じよう昇しようしすぎだよ……カンストしてるんじゃないの？　チョロイン過ぎるよ……私）

　なんだ？　羨うらやましいのか？　そりゃそうだよな～、だって、姫野実衣奈だぜぇ？

　ふへへ、ふふふ、ふひひぃ～。

（もうツッコマないよ……）

「乙綺、なにニヤニヤしてんの？」

　俺が自宅の扉とびらを開けようとしたとき、隣の家の敷しき地ちから女の子の声が飛んできた。

「り、凛音、いつからそこに!?」

「乙綺が気色悪い笑えみを浮うかべて帰ってきたときから」

「そうか。ふふっ」

「ちょっと、どうしたのよ。なにか良いことあったの？　そんな嬉しそうな乙綺を見るの超ちよう久しぶりなんだけど」

　凛音は興味深そうに俺の家のほうまで近寄ってきた。

「そうだったか。久しぶりどころか、俺の人生で最大最高の歓かん喜きかもしれん」

（ここまで乙綺くんに喜んでもらえたのなら、ヒロインもさぞかし良い気分だろうね）

「もしかして、ヒメとなんかあったの!?」

「へ!?　な、なんで？」

「なんとなーく、女の勘かん」

（鋭するどい！　さすが恋こいする女の子は違うね）

　誰かさんより、よっぽど頼たよりになりそうだな。

（余計なことは言わなくていいんですぅ～）

「ま、まぁ、あったような……あるようなないような、なきにしもあらずというか」

「マジで!?　ヒメと進展あったの？　信じらんない！　だってヒメだよ!?」

　俺の曖あい昧まいな返答を聞くやいなや、凛音はまくし立てるように言ってくる。

（私って、やっぱりみんなから距きよ離り置かれているのかな……私が、みんなに踏ふみ込めないでいるのが原因だよね……はぁ）

　凛音はミーナの地じ雷らい原げんを踏んでしまったみたいだ。踏んだ本人が被ひ害がいを受けず、善良なモブに負の感情が向かうのだから勘かん弁べんしてほしい。俺がフォローしておかないと。

「姫野さんだって、お前と同じ普ふ通つうの女子高生だぞ」

「うん、それはそうかもしれないけど……あっ、それならアタシにもチャンスが……」

（乙綺くん……選せん択たくした発言内容は非常にグッドだったんだけど、それはハーレムルートに入る選せん択たく肢しだったみたいだよ）

　はい？　俺は姫野実衣奈のフォローをしただけだぞ。このギャルゲー、俺には難易度高過ぎないか？　意味不明なことが多すぎるぞ……。

「姫野さんにも、いろんな趣しゆ味みがあるってことだ。それこそ人に言えないような変わった趣味とか」

（あほぉ！　ばかぁ！　メインヒロインの好感度が急落する選択肢だよ、それ！）

「趣味は人それぞれだからなぁ、べつにアタシたちが踏み込むことじゃないと思うよ？　ただ、ヒメって知らない男子と関かかわろうとしないからさぁ、ちょっと驚おどろいちゃった。あの男っ気ないヒメと乙綺が……ねぇ？」

　凛音は、俺が姫野実衣奈にアプローチしていることより、姫野実衣奈が男子と交流していることに驚いているみたいだ。第三者からみたら、そういう印象なんだろう。

「なんだよ、お前だって、見たところ男っ気なさそうなんだが？」

「は、はぁ!?　あ、あるし、ありまくりだし～！　乙綺が知らないだけだし～！」

「ふーん、そうだったのか」

（凛音ちゃん……私がプレイヤーだったら、真っ先に攻こう略りやくするタイプの女の子なんだけどなぁ。完全にドストライクのキャラだよ。幼おさな馴な染じみだし）

　聞いてねーし。キャラじゃねーし。ミーナの幼馴染でもねーし。

「恋れん愛あい経験豊富なアタシが乙綺にアドバイスしてあげる」

「無理すんな、恋愛素人しろうと」

　こちとら玄人くろうと様が隣にいるのだ。素人には負けんよ素人には。ギャルゲーのだけど。

「し、素人じゃないし～！　……あのね、女の子ってのはね、一いち途ずな想おもいをぶつけられると弱いんだよ。普ふ段だん、口に出さない本音を突とつ然ぜん言われると、キュンとしちゃうかも」

「ふーん」

（どういうこと……私の攻略法を私以上に熟知しているなんて……凛音ちゃん、まさかギャルゲーオタクなの!?）

　願望は頭の中だけにしておきなさい。

（妄もう想そうオタクに正論を言われるなんて～！）

「いざってときに頼りになるのもポイント高いね。自分が困ってるときに、サラッっと助けてくれると、もうヤバい……」

　俺もヒロインが困っているときに助けられる男になりたいもんだ。

「凛音の実体験か？」

「ち、違う！　そんなんじゃないけどさ！　ただ、元々好きだった相手を、さらに好きになっちゃうくらいポイント高いってこと！」

「なにキレてんだよ。そもそも、俺のことを好きな女なんかいないだろ」

「じ、実は乙綺のことを好きな女の子もいるかもよ？　乙綺が気づいてないだけでさ……それもすぐ近くに」

「へ？　そんな女の子いるわけねーじゃん。俺は学校で地味～なモブ生活してんだから」

「でも、ヒメとの関係に進展あったんでしょ？」

「ふっふっふ、そうなんだよな～ふへへぇ」

「ふんっ、良かったね。せいぜい嫌きらわれないように！　あ、アタシ、夕飯の支し度たくしないとだから。じゃね」

「おう」

　凛音は先ほど近寄ってきたときの倍以上の速さで、自分の家に入っていった。

（なにこれ……フラグ折りすぎでしょ。普通のギャルゲーなら最悪の主人公だよ……）




　翌日の土曜日。近所のショップでミーナに服を見み繕つくろってもらった。家に帰ってからも、購こう入にゆうした服を入念にチェックする。なにせ失敗できない最重要イベントだからな。

　本当に、この服で大だい丈じよう夫ぶなんだな？

（大丈夫だってば。私が選んだ服を私が気に入らないわけがない）

　趣味とかセンスに関してはミーナを信じて良さそうだな。

　あとは、明日寝ね過すごさないようにアラームをセットして──

　おいミーナ、明日、ぜっっったい八時前には起こしてくれよな！

　寝過ごしたら、もう、俺っ、うっうぅぅぅ！

　姫野実衣奈からスマホにきた待ち合わせ時刻は十時だ。場所は都心のとある駅。

　朝の支度と移動時間を考えると、八時前には起きておきたい。

（さっきから色々気にしすぎだよ、まったくぅ）

　あらゆる事象に備えなければならないのだ。失敗は許されない。

（私め……よくも余計なイベントを発生させてくれたね……乙綺くんの神経質な準備──っていうか、妄想に付き合うのに疲つかれちゃったよ……）

　明日のデートイベントに備え、俺はさまざまな想定問答をミーナとおこなった。

　準備は万ばん端たん、明日に備え──

　あぁ！　緊きん張ちようしてきたぁ！　眠ねむれねぇ！

（ほんと……私のヤツ、余計なことしてくれたよ……）

　その夜は、なかなか寝ね付つけなかった。俺の心しん拍ぱく数すうが上昇していたこともあり、寝付きの良いミーナも遅おそくまで起きていたようである。

　翌朝。

（乙綺く～ん、朝だよ～、起きろ～）

　ん～？　今何時だぁ～？　ふあぁ～。

（…………九時、だね）

　く、九時!?　え、マジでなに言ってんの!?　ってか、マジで！

（う、うん。ごめん、私も寝過ごしちゃった……テヘッ）

　ウインクしながら舌をペロッと出して、自分の頭を軽くコツンと殴なぐるミーナ。

　テヘッじゃねーよ!?　全然可愛かわいくねーよ！　姫野実衣奈だったら可愛いけどな！

　急いで支度しねーと！　くっそ、一番大事な初デート……のようなイベントなのに！

（だ～か～ら～、そんなに必死にならなくても大丈夫だよ、安心して）

　これは絶対に安心できない。ミーナは自分相手だから舐なめてかかっているだけだ。今までもそれで失敗してきたんだ。

　俺にとって姫野実衣奈は姫野実衣奈。姫野実衣奈にとって俺は俺でしかない。

（私が元に戻もどったら、今日遅ち刻こくした原因や事情を実体と共有することになるわけだから、大丈夫ってことだよ）

　それでも……それでも今日の姫野実衣奈にとって、俺は遅刻した大おお馬ば鹿か野や郎ろうってことになる。そんな風に思われたくねーんだよ。せっかく誘さそってくれたのによぉ。

　今日の映画、誘ってくれたのは今の姫野実衣奈なんだよ。

（ふーん）

　……あ、あれ？　もしかして……もしかしてだけどさ？　ちょっと嫉しつ妬としてる？

　いや、そんなわけないか、相手は自分なんだし。自分相手に嫉妬するわけないか。

（う、うるさいなぁ！　同じことを何度も言わなくていいんだよっ！　べ、べつに、嫉妬してるわけじゃないもん！　ば、ばっかじゃないのっ）

　そんな真っ赤な顔して怒おこらなくてもいいのに。

　俺は急いでミーナセレクトの新品の服に着き替がえ、駅までダッシュする。

　新品の服は、早くも汗あせの臭においが染しみ付き始めた。

　特急電車で時間短縮したいところではあったが、俺の家の最も寄より駅は特急が停とまらない各駅停車の駅だ。ほらね、平民はこういう緊きん急きゆう時に対応できないのさ。

（なに得意気に語ってるのかな。私だって特急なんて乗らないよ）

　電車よ、もっと速く走ってくれ！

（無む茶ちや言わないの。乙綺くんの心拍の影えい響きようかな、私も焦あせっている気分になってきた。なんで私相手に私が焦らなきゃいけないの……待たせておけばいいんだよ）

　頼たのむよ、もっと真しん剣けんになってくれよ。

　今日はヒロイン攻略の最重要イベントじゃないのか!?

（そうかもしれないけど、もうルート入りしているしＣＧ回収もできないから、やる気起きないんだよねぇ。ＣＧ回収あっても、相手私でしょ？　いいよそんなの、要いらないよ）

　ＣＧ回収ってなんだよ!?　スマホでツーショット撮とるとかか？

　すっげぇ欲ほしいんですけど！

（逆に、やる気を出させちゃったかな？　まぁ、やる気あるようだから、今日でエンディングまで一気に進行させよっか）

　エンディングって？

（私を実体に戻す──つまり、乙綺くんと私の実体が接せつ触しよくする、ってことだよ）

　ミーナは、もうヒロイン攻略の成功を確信しているようだな。

　ヒロインと全然イベントこなしてねーのに、すげぇ自信だ。

（私が本人だから分かるんだよ。ある意味チートだね。ヒロインの感情なんて、可視化されたパラメーターみたいに、手に取るように分かる）

　それが信じられないんだよなぁ。今日こそ、俺主体で動いてみるか。

（能動的なのは嫌いじゃなかったっけ？　ふふふ）

　隣となりにミーナがいてくれるってだけで、勇気が出せそうなんだよ。姫野実衣奈が、この前と同じく素すの状態であることを祈いのる。ミーナ感があれば、俺も気軽に話せるからな。

（ミーナ感ってなに!?　何度も言うように、私が本物だからね？　ま、まったく……）




　ミーナとヒロイン攻略の話をしていると、待ち合わせ場所である都心の駅に到とう着ちやくした。

　オシャレな駅だ。降りてすぐ、オープンスペースのカフェが目に入る。街路樹も綺き麗れいに整備されているようだ。日曜日ということもあり、人は多い。道ゆく人は、カップルや若い女性が目立つ。日曜日でも働いているのだろうか、スーツ姿の男性も足早に通り過ぎる。

（白しら石いしさんたちがよく遊んでいるエリアだね。見み栄えを張って、リア充じゆうスポットを選んだのが手に取るように分かるよ。こんなオシャレな場所、私は普段来ないからね）

　そうなのか。でも助かったぜ、ミーナに服をチョイスしてもらって良かった。ここでジャージは、さすがにキツい。

（いくらなんでもジャージはナイかなぁ……いや、私相手なら通じる可能性はあるか）

　……あんのかよ。それよりも姫野実衣奈を探さないと！

　時刻は十時十分。

　十分の遅刻だ。時間に厳しい人間なら、時計と睨にらめっこしている頃ころ合あいだ、急ごう。

（デートに遅刻してくる男性の心境を味わえて、私としては有意義ではあるんだけど、ちょっと心拍数を下げてもらえないかな）

　言葉の内容とは裏腹に、冷静な様子のミーナさん。俺はガチで焦ってんだよ。

　駅の改札から出て、すぐ目の前にある小さな広場が待ち合わせ場所だ。ここだよな。

　見わたすと、すぐに姫野実衣奈を発見することができた。

　さすがに目立つな。こんなオシャレな駅の、オシャレな人たちが多い中でも一ひと際きわ目立つ美少女。本当に、俺なんかとこれから映画を観みにいくのだろうか。不安になってきたぞ。

（大丈夫だって。乙綺くんを待っている間も、どうせ前に買ったギャルゲーの攻略を考えているんだから）

　にわかに信じがたいが、ミーナなら考えてそうだな……。

「ご、ご、ごめん！　遅おくれて本当にごめん！」

　彼女の目の前に着くなり、俺は開口一番、謝罪する。

　あんなにいろいろ対策したのになぁ、現実の俺はコレである。ダサ過ぎて死にたい。

「ううん、そんなに慌あわてなくても大丈夫だよ。私もさっき着いたばかりだから」

　彼女は微笑ほほえみながら俺を気き遣づかってくれた。優やさしい。

（だから言ったでしょ、私はタイムイズマネーな人間じゃないの。もっと堂々としてなって、相手に主導権を握にぎらせちゃダメだよ）

　それに比べて、相手との駆かけ引きに重点を置くミーナさん。

　もしかして、目の前の姫野実衣奈も同じようなことを考えているのかな。

（そんな余よ裕ゆうないと思うよ。私は私相手に翻ほん弄ろうされたくないだけだからね。今日で一気に攻こう略りやく終えてやるんだから）

　やる気出てきたようだな。頼たよりにしてマス。

「あ、ありがとう。ところで！　きょ、今日のその服、可愛いね！」

　よし！　自然に言えたぞ。このセリフは、昨日何度もミーナと練習したからな。

　グレー地にピンク系チェックのフレアスカート、トップスは黒のブラウスだ。肩かたから袖そで口ぐちにかけては、インナーが見えそうなくらい透とう明めい感かんのある黒色。インナーは水玉模様なのかな、薄うっすら見えているのもオシャレな演出なのだろう。

　そして！　なんと俺の大好きな黒のハイニーソを着用している！　眼福眼福～！

　私服姿の姫野実衣奈、激レアだぜ。これがＣＧ回収かぁ、コレは良いモノだ。

「か、可愛い!?　……あ、ありがと、ぅ」

（なーに赤くなってんのよ、私。端はたから見たら、乙綺くんの発言、社交辞令にしか聴きこえないよ）

　いきなりダメ出ししないで。成功したっぽいからいいじゃん。

　掴つかみはおっけーじゃないか？

（……チョロイン過ぎるんだよ。それにしても、私の服。こんなの持ってたかなぁ？）

　自分の持ってる服も忘れてんのかよ。姫野実衣奈って、意外と自分のファッションに頓とん着ちやくないのかも……まぁ、ミーナの発言内容から、なんとなく予想していたが。

　着き飾かざっている表向きの彼女と、ありのままの自然体のミーナを見比べると、両者の雰ふん囲い気きの違ちがいを鮮せん明めいに感じ取ることができる。彼女は、本来は大おお雑ざつ把ぱな性格なのだろう。

　……ミーナが花の髪かみ飾かざりを付けていないのは、彼女の本質の現れなのかもしれないな。

「早乙女くんの服も格かつ好こう良いよ？　そういう服、好きなの？」

　おぉ！　姫野実衣奈に褒ほめられた！

　ちなみに、ミーナセレクトの俺のコーデは、トップスが暖色系のニット素材で、その上に黒のテラードジャケットを羽織っている。ボトムスはデニムチェックのカーゴパンツ。

　全体的に黒い。

「う、うん！　こういう黒のクール系ファッションが好き、なんだよ」

「…………へぇ、そ、そうなんだ。なんだか、私好みのファッションだよ」

　あれ、姫野実衣奈の反応……ちょっと訝いぶかしんでないか？

　学校での俺のダサさに比べると、このファッションは挑ちよう戦せんし過ぎだったんじゃ……。

（ダメ出しされているわけじゃないから大丈夫だよ。そもそも、私はそんなこと言うタイプじゃないしね。気にしない気にしない、さぁ、映画館まで行くよぉ～）

　その後もミーナの裏情報やアドバイスを元に、俺は映画館までの道のりを軽快なトーンで乗り切った。姫野実衣奈にミーナ感があったおかげで、だいぶ気が楽だった。

　目的地である映画館は、三階建ての大型ショッピングモールの二階に入っている。日曜日ということもあり、モール内には子連れの家族客が多い。非現実的なイベントを経験している俺だったが、子供の騒さわぎ声は現実と日常を感じさせてくれる。

　映画館周辺の客を見わたすと、イチャついてる恋こい人びとも目立つ。

　俺たちもそういう風に見られているのかもしれないな。ちょっとドキドキしてきた。

　券売機の前で、姫野実衣奈と並んで画面を覗のぞき込む。

「映画館久しぶりだなぁ、なんか緊きん張ちようしてきたかも。ところでさ、なんの映画観るの？」

　あらかじめ映画のタイトルを聞かされていなかったので、気にはなっていた。

「この映画だよ」

　姫野実衣奈は、端たん末まつを操作しながらディスプレイを指差す。

「お、これ、おもしろそうなやつだ。今、ＣＭで流れてて気になってたんだよね」

　いつもなら、レンタル開始されてからＤＶＤで観るという選せん択たくをする。なぜ、高い金を出してまで映画館で観る人がいるのだろう、と疑問に感じていたくらいだ。

　だが、今日は違う。映画館に来る人たちの気持ちがよく分かる。臨場感や迫はく力りよく？　そんなもの理由としては二の次だな。イチャつく恋人たちをみればよく分かる。

（これ、ハリウッドの大作映画として話題になってるよね）

　おもしろそうだよな。さすが姫野実衣奈チョイスだぜ。

（上映時間二時間か。私としては、隣のスクリーンで上映しているアニメを猛もう烈れつに観たいんだけどなぁ。まぁいっか、元に戻もどったら観に来よぉっと）

　な、なんだと!?　今、すっげえ大事な情報を垂れ流したよな!?

（なに？　上映時間？）

　ちっげぇよ！　その後に言ってたことだよ。

　ミーナが観たいのは、このハリウッド映画じゃなくてアニメのほうなのか!?

（え？　う、うん、そうだよ。この作品さ、人気のギャルゲーが原作で、テレビアニメ化したんだよ。そのテレビアニメもヒットして、劇場版が制作されたってわけ。私はもちろん原作のときからの大ファンで──）

「ちょ、ちょっと待って！」

「ん？　どうしたの？」

　端末機で鑑かん賞しよう券を発券しようとしていた姫野実衣奈の手が止まる。

「ごめん！　お、俺さ、この映画じゃなくて、こっちのアニメを観たいんだけど……ダメかな？」

（──テレビアニメの出来も申し分なくてね……って！　乙綺くん、なに言ってるの!?）

「えっ、このアニメ!?　早乙女くんは本当にこのアニメが観たいの？　ハリウッド大作のほうじゃなくて？」

「うん。俺はこのアニメが観たい。姫野さんとは、こっちを一いつ緒しよに観たい」

　俺の突とつ然ぜんの提案に困こん惑わくしているのだろうか、彼女は手を止めたまま固まってしまった。

　……やっべぇ、急に変なこと言っちゃったかなぁ。

（そりゃ私も驚おどろくって。私は誰だれにも自分の趣しゆ味みのことを話したことないし、乙綺くんが同じ仲間だと分かったら、思考停止しても不思議じゃないよ）

　せっかく彼女が計画してきてくれたのかもしれないのに、雰ふん囲い気き壊こわしちゃったかな？

（気にしすぎだよ。言ったでしょ、堂々としていれば大だい丈じよう夫ぶ。おそらく答えは──）

「その、じ、実はね？　私もこのアニメが観たかったの。早乙女くんの好みではなさそうだから避さけたんだけど、もし良いのであれば、私も一緒に……観たいな」

「うん、ありがとう！　始まる時間も同じくらいだし、ちょうど良かった」

「お礼を言うのは私のほうだよ。ありがとう……早乙女くん」

（まったく……昨日のシミュレーションは必要なかったんじゃないかなぁ。私からの情報があるとはいえ、見事にリードしてるじゃん）

　本当にミーナさんのおかげです。目の前の彼女にはズルしてるみたいで悪い気もするんだけど、喜んでもらえたのなら良かった。

（絶対に喜んでるよ。ほら、今、左髪かき上げたよ？）

　おお！　何かを期待する直前にするという、姫野実衣奈の癖くせ。

　俺が知ってしまっているのも申し訳ないな。

（いいんだよ、気にしなくて。自分の好きな映画を観られるんだから、羨うらやましいくらいだよ）

　なに言ってんだよ。俺はミーナとも一緒にこのアニメを観たかったから、変へん更こうをお願いしたんだぞ。

（そ、そうなの……？　ふ、ふーん、そう……ありがと）

　そう言ったミーナが、俯うつむき加か減げんで左髪をかき上げたのを俺は見み逃のがさなかった。

　素直にお礼の言葉を述べた姫野実衣奈に対し、気き恥はずかしそうな態度で素っ気なく返答するミーナ。両者の対応の違いに、俺は微笑ましい気持ちを覚える。

　俺がこんな気持ちになるのは、ミーナと真しん剣けんにコミュニケーションを取ってきたからだろう。相手のことを自分なりに理解しようと、努力してきた結果なんだ。

「じゃあ上映時間になるまで、あそこの待合のソファーで休もっか」

「あ、その前に。さっきの映画代、俺が出すよ。っはい」

　端末操作をしていたのは姫野実衣奈だったので、代金も彼女が支し払はらっていたのだ。

　さすがに、ここは俺が支払うべきだろう。当然のように代金を渡わたそうとすると、

「それについては受け取らないよ。気持ちだけ受け取っておくから大丈夫っ」

「い、いや！　そういうわけにはいかないよ」

「うーん。今日は最初から私が支払う予定だったんだよ。私から誘さそったんだから当然でしょ？　ここまで来てもらった上で、さらに私の好きな映画を選んでくれたんだしね」

　私の好きな映画を選んでくれた？

「あれ？　俺がこのアニメ選んだの、姫野さんのためだって気づいてたの？」

「……うん。早乙女くんはこういうアニメ、あまり観ないと思ったから」

「そっか。でも、それとこれとは関係ない話だよ」

「ん～、困ったなぁ」

（乙綺くんにアドバイス～。こういうときの私は、自分で言うのもなんだけど凄すごく頑がん固こなんだよね～。大人しく引いたほうがいいよ？）

　マジかよ。大人しく奢おごられとけってこと？　すっげぇ申し訳ないんだけど。

（大丈夫。むしろ、最初から自分に奢ってくるような男性のほうを不ふ審しんに思うよ）

　そ、そうか、なら──

「わ、わかったよ。姫野さんのご厚こう意いをありがたく受け取ることに……します」

「ほんと？　良かったぁ、私の顔を立ててくれて。早乙女くんのその態度のほうが、より男らしいよ？　ふふふ」

　マジだ。なんか花が咲さいたように顔が明るくなったぞ。

　そうだ！　代わりにポップコーンセットを俺が買えば良いんじゃね？　そうすりゃ、ただ奢られるだけの男じゃなくなるし、厚意の返礼にもなる。俺すっげぇ、すっげぇよ！　非モテの俺がこんなこと思いつくなんて、もはや発明だよ！　そうとなれば、売店で──

（待って。その心こころ遣づかいは、たしかに素す晴ばらしいかもしれない。でもね？　私は映画鑑賞しながらポップコーンを食べないんだよ。咀そ嚼しやく音が気になって、映画に集中できなくなるからね）

　なんだとお!?　そんなぁ、俺の大発明が～。

「ポ、ポップコーンって映画の定番だけどさ。お、俺は鑑賞中には、こういうの食べない主義なんだよね～。あ、あはは」

　売店前まで足を運んでいた俺は、自分語りをして誤ご魔ま化かす。苦しい。

「早乙女くんも？　実は私もなんだよね。音が気になって映画に集中できなくなるからさ。気が合うね？　えへへ」

　助かった。ミーナがいなきゃ結構やらかしてたかも。まだ油断できないけど。

（べつに私の好みに合わせる必要なんてないんだよ？　実体の私も言っていたけど、誘ったのは向こうなんだから、乙綺くんは自分の好きなように行動しようよ）

　憧あこがれの人との三人での映画だぜ。そりゃ気を遣つかうのが普ふ通つうだろ。

（三人、か……乙綺くんが憧れているのは、そこでニヤついている女の方だろうけどね）

　細かいところ突つっ込むなよ。つーか、見てみろよ、笑え顔がおもマジで可愛かわいいぜ？

（分かった分かった、可愛い可愛い。でも、沈ちん黙もくしていても間が持つのは意外だったよ）

　素の姫野実衣奈、めっちゃ話しやすいからな。

（この数日で、乙綺くんが成長したってことじゃないかな？　攻こう略りやくヒロインがチョロインってこともあるけど、自然にイベントを進めてるのは凄いよ）

　おう、ありがとう！

　なんか分からんが、上手うまくやれそうな気がするんだよな。安心感がある。まぁ俺からしたら、好きな女の子二人と同時にデートしてる気分だからなぁ。現実じゃなくて、ゲームの世界に入ってしまったかのように感じてるけど。

　ちょっと不自然な行動をしてしまったが、ここからはちゃんと俺がリードしよう。

「そろそろスクリーンに入場できる時間だね。行こうか」

　上映時刻の十分前には入場できる。その入場アナウンスが響ひびいたところだ。

　──映画鑑賞中は姫野実衣奈もミーナも、集中してスクリーンに熱い視線を送っていた。

　やはりポップコーンは買わなくてよかったな。

　上映終しゆう了りよう後。待合のソファーに戻り、三人で映画の余よ韻いんに浸ひたる。

（んっん～！　主人公がヒロインに自分の想おもいをぶつけたシーン、良かったね！　あそこは原作を超こえてたよ！　作画枚数すごそうだよね）

　前半の感想は同意だが、後半はよく分からん。まぁ、テレビシリーズを観みていない俺でも楽しめたってことは、よく作られているってことなのかな。

　原作ゲーム、プレイしてみたくなったかも。

（でしょでしょ!?　貸してあげてもいいけど、これは自分で購こう入にゆうするべきゲームだよ。帰ったら、原作ファンならではの視点で、この映画の解説をしてあげるから！）

　……ってか、ミーナとばかり感想を言い合っていてもダメだ！

　隣となりには姫野実衣奈がいるのだ。

（むむむぅ。余韻に浸っているみたいだから、放ほうっておきなよ）

「姫野さん、映画どうだった？」

「ん？　う、うん。楽しかったよ。早乙女くんは楽しめたかな？」

「うん！　原作を知らない俺でも楽しめたよ！　特に、主人公がヒロインに自分の想いをぶつけるシーンが最高だった」

「それなら良かった。私もあのシーンが…………あ、そうだ。早乙女くん、ちょっとここで待っていてもらえる？」

　彼女は突然ソファーを立ち上がり、足早に駆かけ出していった。

　どこ行ったんだろ？

（映画の感想を伝え合うよりも重要なこと？　……っ!?　……ご、ごほん。乙綺くんは勘かんぐらなくていいからっ）

　なんだよ、ミーナには分かるのかよ。

（たぶんあれだよ。その……お花を摘つみに、ね？　って、なに言わせるのよぉ！）

　全然、分からないんだけど……。まぁいいや、待っていてと言われたんだから大人しく待っていよう。俺もタイムイズマネーな男じゃないからな。

　ミーナと映画の他愛たわいない感想をぶつけ合っていると、姫野実衣奈が戻ってきた。

　──手にパンフレットを持って。

「待たせてしまって、ごめんなさい」

「そのパンフレットは？」

「これは今日観た映画のパンフレットだよ。原作との相そう違い点や、映画で語られなかった補足情報が書かれているの！」

　俺の傍かたわらで楽しそうに語りかけてくる姫野実衣奈が可愛い。その姫野実衣奈が手にしているパンフレットを、興きよう味み津しん々しんな様子で覗のぞき込むミーナも可愛い。

　──なんて幸せな時間なんだ。この時間が永遠に続けばいいのに。そう思ってしまう。

　こうして油断すると、俺の弱い心がすぐに表層面に浮うかび上がってきてしまう。

　……ダメだ。

　この時間は幻げん想そうなんだ。俺と『彼女』の関係は完全じゃない。『彼女』はパズルのピースが欠落した状態なんだ。それも凄く重要な、パズルの中心部分を構成するピースが。

　目の前の彼女みたいに、ミーナも笑っていてほしい。その姿を俺は見てみたい。

　本当の意味で面と面を突き合わせて語り合いたい。

　映画のマニアックな解説は直接訊ききたい。

　俺が戻もどすんだ。

　どっちの彼女も俺が助けるんだ。このまま、この幸せな時間と空間に身を任せていたら、彼女たちは二人とも消しよう滅めつしてしまうかもしれないのだ。そんなのは絶対に嫌いやだ。

　俺は改めてエンディングまでの決心を胸に固める。

　そして、デートイベントは順調にエンディングまで進む──




「あっれ～？　ヒメじゃん、こんなとこでナニしてんの？」




　……ことはなかった。

　映画館から出る際、派手な三人組の女の子に声をかけられたのだ。

　三人組の女の子は姫野実衣奈の知り合いらしい。

　彼女をヒメと呼んだことから、学校の友達なのかもしれない。

「あ、白石さん……キィちゃんとメイちゃんも」

（うっわ、最悪なタイミングで鉢はち合あわせしちゃったよ）

　白石さん!?　ってことは、この三人組は姫野実衣奈の取り巻きトリオか！

　白石さんたちは私服姿だ。うっすら化け粧しようをしているようで、学校で見るときとはだいぶ印象が違ちがう。俺が彼女たちを認にん識しきできなかったのも仕方ない。もはや別人である。

（私の取り巻きではないけどね。そもそも取り巻きってなに!?　私がボスみたいじゃん。訂てい正せいしてよねっ）

　そんなこと今はどうでもいい。俺と姫野実衣奈が、二人で映画館から出てきた現場を目もく撃げきされてしまったのだ。変な誤解を与あたえていないか心配だ。

「ヒメちゃん、隣にいる男の人はどなた？」

　姫野実衣奈の取り巻き──じゃなかった、白石さんの取り巻きの一人が俺をマジマジと見つめて訊たずねてくる。

（この娘こはメイちゃんだよ。もう一人のキィちゃんは、実体の私を昼食に誘ったときにいたクラスメイトの女の子だけど、覚えてる？）

　ああ、あのときの娘か。思い出しただけで、この現場にもアウェー感が漂ただよってくるな。

「えっと、その──」

　メイちゃんの質問に対して姫野実衣奈は言葉を濁にごしている。混乱しているように思える。

（なにやってるのよ、ちゃんと紹しよう介かいしなさいよ！）

「う～ん？　どこかで見たことあるような……？」

　キィちゃんは首を傾かしげながら過去の記き憶おくを辿たどっているようだ。

　俺のことを思い出せたら大したもんだけどな。

「乙綺くんは、その──」

　姫野実衣奈は答えたいのに答えられない、といったところか。

　そりゃそうだ、俺みたいなモブがスクールカース……学内ヒエラルキーのトップ集団に認識されているはずがない。だったら──

「こ、こんにちは、はじめまして。俺は五組のっ、さ、早乙女乙綺と……言います。姫野さんのっ！　と、友達です」

　俺が自己紹介するまでだ。

　言葉のアクセントや会話のスムーズさなど今はどうでもいい。

　とにかく場を変な空気にしないよう、穏おん便びんにやり過ごすんだ。

「えぇ！　ヒメに男友達なんかいたの!?　ウチら全然聞いたことないんだけどぉ？」

　グループのボス格である白石さんが驚おどろいている。攻こう撃げき的な圧を発しているようにも感じられる。グループの一員が自分たちの知らない男と遊んでいるのだ。白石さんたちからすると、グループの結束を揺ゆるがしかねない事態なのかもしれない。

　以前、ミーナが話していた、女友達との関係の難しさに直面してしまったようだ。

（友達か……）

　お？　恋こい人びとって言っても良かった？

（友達ってなんだろ）

　スルーですかそうですか。

（一いつ緒しよに映画を観に来た乙綺くんを紹介できないような相手、本当に友達って言えるのかな……）

　俺はともかく、白石さんたちは姫野実衣奈の友達で間違いないだろ。

　いつも一緒に行動してんじゃん。

（そうなんだけど。私は彼女たちと本音で語り合ったことがないんだよ。こういうとき、どう反応すればいいのか分からない。私の実体は混乱しているはずだよ）

　モブ歴の長い俺は、こういう学校外での気まずい場面に意外と慣れていたりする。

　気まずいのは相手ではなく、俺だけだったりするわけだが。

　例えば、中学の卒業式の打ち上げ会。クラスで俺だけ参加せず一人で帰ろうと思ったら、帰り道でクラスメイトとエンカウントして気まずい思いをしたり。

　例えば、中学のクラス会。街で中学時代のクラスメイトたちと偶ぐう然ぜん出会ったとき、軽く会え釈しやくして立ち去ろうとした俺の後方から「アイツ呼んだっけ？」「いや、呼んでねー」「なんでいんの？」などという嘲ちよう笑しようめいた発言が聴こえてきたり。どうやら周知活動を活発におこなわないスタイルのクラス会を催もよおしていたらしい。

　予期できたエンカウント、偶然の被ひ害がい。どちらにせよ、俺にとっては気まずかった。

　二件とも、この半年間の出来事である。

（凄すごいメンタル力だね……私なら頭が真っ白になっちゃうかも）

　彼女はこんな経験しないだろうし、したことないだろう。

　だから、この場は俺が収めるんだ。

「ひ、ひひ姫野さんとは最近仲良くさせてもらっています！」

「マジで!?　ヒメがこんな冴さえない男と遊んでるのマジでウケるんだけど！」

　白石さんは俺を指差して笑い転げ始めた。

　うぐっ、白石さんめ……ちょっとモテるからって良い気になりおって……っ！

　俺が冴えないのは事実だから言い返せないけど、姫野実衣奈がディスられてんのは許しがたい。

「乙綺くんは、その──」

（この女、さっきからソレしか言ってない！　アンタが言い返さないとダメでしょ！）

「ヒメ、なにかの罰ばつゲームをさせられているんじゃ？」

「…………」

　キィちゃんに訊ねられた姫野実衣奈は、バツが悪そうに沈ちん黙もくしている。

　バグの一言で片付けられる雰ふん囲い気きではない。彼女は俺との会話中にも無言になることがあるが、そのときとは雰囲気が違う。困こん惑わくしているというよりも、傷ついたように視線を床ゆかに落としている。

（乙綺くん、ごめん……これが本当の私だよ。情けないよね、表面的な付き合いを重視して、本当に大事なものを傷つけるんだよ……）

　ミーナも姫野実衣奈とシンクロするように俯うつむいてしまった。

　ぜっっっんぜん！　情けなくなんかねーよ。

　姫野実衣奈が今まで築いてきた生き方や実績を批判すんな！

　俺は姫野実衣奈に憧あこがれてんだ。彼女を批判することはミーナであっても許さねーぞ。

（乙綺くん……）

「それに……なにそのパンフレット？　映画のだよね？」

「ヒメ～、なにそれ！　アニメじゃん！　なんかキモくなぁい？」

（くっ！　ぐぬぬぬぬっ！）

　白石さんの攻撃の矛ほこ先さきが、俺から姫野実衣奈に変わったようだ。彼女の攻撃は姫野実衣奈ではなく、ミーナに当たったようだが。

「このアニメは、その──」

　姫野実衣奈は、悲しみと怒いかりの感情が混ざりあったような顔をして弱々しく答える。

　いつもは姫野実衣奈の引き立て役になっている白石さん。彼女のボス気質な性格を考えると、姫野実衣奈にマウントを取れる状じよう況きように遭そう遇ぐうしたので、嬉き々きとして攻撃してきているようである。

　彼女たちの世界には、元々存在すらしていなかったモブの俺である。

　俺が彼女たちにどう思われようが関係ない。最優先に考えることは、ただ一つだけ。

　俺にとって大事なものは姫野実衣奈でありミーナだ。

　彼女を──ミーナを傷つけることは許さない。

　女友達の表面的な付き合いなんか、俺には関係ない！




「こ、こ、こここのアニメは、俺が選びました！　お、おお俺が彼女と……み、観みたかったからです！　す、すすす好きだからです!!」




　俺は挙動不ふ審しんさを全開にして言い放った。

　言葉の抑よく揚ようや話し方、そんなことは考えずに自分の感情に任せて大声で叫さけんだ。

（え？　……えぇ!?　ええええ！）

「え？　……えぇ!?　ええええ！」

　実衣奈ズは同じ反応を示している。

「い、いきなり大声でなによ、この男…………キモっ」

　白石さんは先ほどまでの上じよう機き嫌げんぶりを潜ひそめ、不快感を露あらわにしているようだ。

　俺を批判するのは全然構わない。それは、俺がこれまで抜ぬけ殻がらのような人生を歩んできたせいだからだ。自じ業ごう自じ得とくだから受け入れる。

　……でもな！

　姫野実衣奈を批判するヤツは、誰だれであっても許さない。同じグループの友達だろうが、俺の親友だろうが幼おさな馴な染じみだろうが、彼女の思念体だろうがな。

　その姫野実衣奈が大切にしているモノを批判されたんだ。

　俺が黙だまっているわけにはいかない！

（いづぎぐぅん……うわぁ～ん！）

「えっ、このヒト、ヒメちゃんのこと好きなの？」

「えー、ヒメ、マジで逃にげたほうがいいって！」

　メイちゃんとキィちゃんは話の文脈を理解せず、なにやら誤解している模様。

　誤解……じゃないか。でも、弁明はしておかないと！

「あっ、いや！　ちがっ！　今のはアニメが好きって意味で──」

（そこは否定しなくていいのに……）

　ミーナはなにやらボソボソ呟つぶやいている。

「ヒメ～、男は選んだほうがいいよ？」

　白石さんは俺を一いち瞥べつしてから、ありがたくない助言を言い残して映画館へ入っていく。

　そして、彼女を追うように二名の腰こし巾ぎん着ちやくも館内へと消えていった。

　なんだよ、あの娘こらも映画を観に来たのかよ。

　……と思ったら、すぐに一人が俺たちの元に戻もどってきた。

　えっと、この娘はキィちゃんだったかな。

（メイちゃんだよ）

「ねねね、ヒメちゃんが観たアニメのタイトル教えて。私も今度観てみようと思う！」

「…………え!?　ホントに!?」

　姫野実衣奈は通常時でも丸い目を、さらに一回り丸くさせてパチクリさせている。

（嘘うそでしょ……メイちゃんが興味持ってくれたの!?）

　タイトルを教えてあげると、メイちゃんは磁石のように白石さんの元に帰っていった。

　どうやら、メイちゃんは腰巾着ではなかったらしい。

（アニメなんて全然観ない娘なのに……）

　あの娘がアニメに興味ないとか、ミーナだってホントのところは知らないんじゃないのか？　そういう話自体、したことないんだろ？

（……うん）

　白石さんとキィちゃんは関心ないかもしれないけど、メイちゃんはミーナと趣しゆ味みを共有できる女の子かもしれないぜ？

（信じられない……）

　俺はキモがられたけど、姫野実衣奈にとっては大きな一歩を踏ふみ出せたんじゃないか。

（そうだね。でも、乙綺くんに火の粉が飛んできちゃった）

　全然問題ないさ。俺は俺のやりたいように行動しただけだから。今後、学校でどんな扱あつかいをされようが後こう悔かいしない。

（乙綺くん……この短期間で本当に変わった……ね）

　そうか？　全然そんなことないと思うけど。

（ふふっ、まぁいいよ。私が元に戻ったら、ちゃんと乙綺くんの味方についてあげるから、安心して！）

　サムズアップして心強い発言をするミーナとは対照的に、姫野実衣奈の表情からは疲つかれを感じ取ることができる。

「ふぅ」

　さっきまで気を張っていたのかな。一難去って、一息入れているようだ。

（なにが、ふぅ、よ。アンタがしっかりしないから乙綺くんが……もう！）

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　ミーナはともかく、姫野実衣奈の精神状態が気になる。

「さっきはありがと。私を庇かばってくれたんだよね。凄いな、早乙女くんは。あんなに堂々と自分の気持ちをぶつけられるなんて」

「そんなことないよ。むしろ、姫野さんに風評被害がおよんでしまうかも……ごめん」

「だいじょーぶっ！　えへへっ」

　彼女は満面の笑えみで応こたえてくれた。

「……うん。それなら良かった」

　本当に良かった。彼女の本当の友達づくりのキッカケになったのであれば、こんなに嬉うれしいことはない。

「でも、早乙女くんの気持ちが誤解されたままの状態は良くないよ。彼女たちには学校でちゃんと説明しておくから安心してね？　私は早乙女くんの味方だからっ」

　姫野実衣奈は力強くサムズアップしてみせた。どうやら元気が戻ってきたようだ。

（ご、誤解じゃないからいいのに……この女、ホント余計なことばかり……）

「あ、ありがと……う」

　彼女がミーナと重なって見えたことに、俺は少し驚おどろいてしまった。

（乙綺くん、ほんと成長したよ。自分で気づいてる？　私の実体を相手にしても、心しん拍ぱく数すうが急きゆう上じよう昇しようすることなく落ち着いているんだよ）

　ん？　ああ……そう……だな。

（ヒロインを攻こう略りやくする過程で、ちゃんと主人公も成長していたってことだよ！　このギャルゲー、勝った！）

　…………違ちがう。ミーナ、そうじゃないんだ。俺は昨夜、自分の気持ちを自覚して、改めて決心したんだ。姫野実衣奈は確かに特別だ。でも、それ以上にミーナが……。

（さっきは私のほうが混乱しちゃったよ。乙綺くんの心拍は落ち着いていたのに）

　ヒロインを守るのが主人公の役目だからな。

（……うん、凛音ちゃんの言うとおりだった）

　ん？　凛音がどうしたって？

（な、なんでもない！　でも、私もなんだか晴れやかな気分だよ）

　本音をぶつけたからって、相手と衝しよう突とつして、関係が拗こじれるわけではないのかもしれない。結果的に、前よりも、ずっとずっと深い仲に進展する可能性だってあるんだ。

　なんだか、最近、俺の心に渦うず巻まいていたモヤモヤが、晴れかかっているのを感じる。

　上辺だけじゃなくて、本当に仲良くなりたいなら想おもいをぶつけないといけないんだ。

（そうだね。私も、そう思えるようになってきた）

　…………さっきの映画の主人公みたいにな。

（だったらさ、さっそく乙綺くんも気持ちをぶつけてみようよ！）

　え!?　お、俺が？　だ、だだだ誰に!?

（目の前にいるヒロインに決まってるでしょ）

　へ!?

（今の私なら接せつ触しよくしても問題なさそうだよ）

　あっ、そ、そうか……ヒロイン攻略の最終目標だな……。すでに充じゆう分ぶん接触している気もするが。つーか、そっちのほうか……焦あせったぁ……。

（乙綺くんの行動をみていると、早く自分の実体に戻りたくなってくるの。今日、その気持ちが増したんだよ。私も、もう待てない）

　そうだよな、ミーナが早く実体に戻りたいって思うのは当然だ。

　ただ、俺としては……うん、ちょっと寂さびしい気持ちもある。ちょっと？

　……嘘だな。この感情、ミーナには知られたくない。だから心の奥に押し留とどめておく。

（押し留められてないよ？）

　げえぇ！　くっそ、こうやって想いが強くなればなるほど表層に出てきやがるのか。

（私が早く元に戻りたい理由、まだ分からないのかな。この鈍どん感かん系ギャルゲー主人公）

　なんか、また俺がディスられてるような気もするが……まぁいい。

　前にも聞いたけど、もう一度確かく認にんするぞ？　ミーナが元に戻っても、記き憶おくは維い持じされるんだよな!?　俺と過ごした時間や記憶は失なくならないんだよな!?

（そんなセンチな気分にならなくても大丈夫。そこの実体に私が還かえるだけなんだから）

　なぜそんなことが分かるのだろうか。疑問はあるけど、思念体としての本能なのかな。

　俺としては信じるしかない。悩なやんでいても仕方ないしな。

　……よし、接触しよう。

　学校の三階の階段じゃなくて、この場所でもいいんだな？

（場所なんか、どこだっていいよ）

　そ、そうですか……なんかこういうのって、雰ふん囲い気きとかシチュエーションが大事なのかなって勝手に思ってました。

（雰囲気は大事かもしれないけど、今の私にはどうでもいいから）

　ん？　雰囲気？　今の私？




（ああ。接触っていうのは、キスのことだからね）




　なるほど、キスか。ふーん、そうかそうか。

（私の実体にとっては大事なファーストキスかもしれないけどね。でも、乙綺くんと感覚を共有している私からすると、ファーストキスの相手が自分ってことなんだよ？　仕方ないとはいえ、最悪だよ。だから適当に早く済ませちゃって）

　そうかそうか、そりゃ大変だな。

　…………って!?　キスだとおおおおおおおおおおおおおおおおお!?

　無理無理むりむりむりムリムリムリムリムリィ！

　このギャルゲー、ヒロイン攻略できません！








五章　これが俺のヒロイン攻略法









　視界は白い。毎日のように眺ながめている自室の天てん井じようだ。

　木質調の天井材にはストライプ模様のデザインが刻み込まれている。

　俺は今、自分の部屋でベッドに横たわり意識を集中させていた。

　思考の中心は、もちろん姫ひめ野の実み衣い奈なとの『接触』について。

　ミーナに接触方法を聞いてから数週間が経過した今でも、混乱が収まらない。

（あのデートイベントから攻略作戦が全然進んでいないのは、なんでなのかな？）

　ミーナは腰こしに手を当てて、責めるように質問してくる。

　ミーナが怒おこっているのも無理はない。あのデート……イベント後、俺と姫野実衣奈の仲は急接近したのだが、ミーナを元に戻すための作戦は棚たな上あげにされているからだ。

　気づけば、明日は文化祭。俺はヒロイン攻略作戦に向けるべきモチベーションを、文化祭のクラス出し物の準備に傾かたむけてしまった。

　だって、そうしないと俺の精神力がもたなかったんだもん……。

（これじゃヘタレ主人公に逆ぎやく戻もどりだよ……途と中ちゆうまで、せっかく良い雰囲気だったのにな）

　無茶言うなよ。接触ってのが、ただ手を握にぎるとか簡単なものではないと思っていたけど、まさか、キ、キキ、キスなんてよぉ。ハードル高過ぎなんだよ！

（手を握る程度なら簡単だったんだね？）

　ごめんなさい言葉のあやです俺には無理ですごめんなさい。

（…………はぁ）

　ミーナが不快な深い溜ため息いきをつく。

　そもそもミーナはいいのかよ。俺なんかと、その、そのよ。キ、キ、キスしても……。

（キスしないと戻れないんだから、良い悪いの判断なんかできないよ。乙いつ綺きくんには、やってもらわないとならないの）

　相変わらずビジネスライクな発言だな。ファーストキスなんだろ？

　もっと、自分を大事にしたほうが……いいんじゃないか？

（し、仕方ないでしょ。今の私にはどうしようもないんだからさっ）

　ミーナが実体に戻ったら、俺とキス……したことが継けい承しようされちまうぞ。それに、今の姫野実衣奈の気持ちを蔑ないがしろにして無理矢理やるっていうのは、俺には……できない。

　これは、俺の根こん性じようなしの心がどうとかっていう問題じゃない。

　大事な人に対しての誠意と正義の問題なんだ。

（なーに、格かつ好こうつけてるの。私の記憶の件も実体の気持ちも問題ないから。保証する）

　前にも保証されたことあったけど、見事に裏切られましたからねぇ。

　今回の件については、なんの裏付けもないままでは行動に出られませんよぉ？

（っぐ。この男、もしや気づいていて私に言わせようとしているのかな……そうだとしたら、とんでもない策士だよ、ううん、ゲス野や郎ろうだよっ）

　なに言ってんだよ。最悪、この際だからミーナの感情は置いておくとしても、問題なのは実体である姫野実衣奈の気持ちだよ。

　ミーナが言っていたヒロイン攻略ってのは、結局正しい方法だったんだよな。過程に問題はあったけど、目指すべきはヒロイン姫野実衣奈と付き合うってことだもんな。

（そこまでいかなくても、普ふ通つうに会話できるようになれば、それはもう攻略成功だよ）

　どうやら、攻略成否の判断が俺とは異なっているようだな。

　キスがゴールなんだろ？　だったら恋こい人びと同士になってなきゃダメじゃないか。

（普通はそうなんだけど、相手が私ってことだからさ、その、順番は逆でも、ええっと、問題はないってことだよ）

　歯切れの悪い言い方だな。ミーナって、もしかしてビッチなんじゃないか？

（失礼だなぁ！　だ、誰だれでもいいわけじゃないんだよ……相手が、その、乙綺くん、だから……モジモジ）

　俺だから？

（そこは鈍感系主人公の難なん聴ちようスキルを出してよ！　乙綺くんにやってもらわなきゃダメってことだよ！　乙綺くんにしか私を元に戻もどせる人がいないってこと！　わかった!?）

　元に戻った後、俺がブン殴なぐられそうな雰囲気だな。でも、ミーナの言うことも尤もつともだ。このままの状態でいいはずがない。この数週間のあいだ、俺も自分の気持ちを整理していたんだ。そして、ひとつの答えを出したのだ。

　──明日の文化祭で決着をつける。ヒロインを、攻略する！

（やっと主人公らしくなってきたね。文化祭イベントは間違いなく絶好の機会だよ。私がプレイヤーでも、絶対にココで勝負を決める）

　ミーナは出会った頃ころと変わらず、頼たのもしいことを言ってくれる。

　でも、実体の彼女は、最初の頃と比べて態度が急変している。あの変化は、タイムリミットが迫せまってきていると考えていいのかもしれない。俺がキスをすることで大事な人が救われる。なら、それでいいじゃないか。後のことは誠意をもって説明し謝罪すればいい。

（乙綺くんに、一つだけ本音を言っておくね。私だって、元に戻るのは寂しいし、ちょっとだけ恐きよう怖ふ感もある。でも、この状態でいる限り、できないことの方が多いんだよ。乙綺くんとの共同生活を通じて、今までの自分じゃ体験できないような経験をした一方、もどかしくも感じた。私だったら……私が実際にあの場所にいたら……私だったらもっと……私だったら、私だったら私だったら！　……こう考えると、もの凄すごく悔くやしいんだよ）

　……そうだよな。俺は今の状じよう況きように幸せを感じてちゃいけないんだ。

　ミーナにはミーナの幸せがある。それは自分の元へ還らないと実現できないだろう。

（今までの私が、いかに狭せまい視野の中で生きてきたのかを知ることができた。私という人間を真に客観的に見ることができた。これは全部、乙綺くんのおかげだよ。私はこの経験を、元に戻ったら活いかしたいんだ）

　ちゃんと活かせるんだよな!?　今の感情や思い出は絶対に失くさないよな!?

（うん、大だい丈じよう夫ぶだよ。安心して）

　大丈夫、安心して──ミーナからよく聞かされた言葉だ。

　今日はヤケにその言葉が耳に残った。




　いつの間にか眠ねむってしまったようだ。気づいたときには翌朝になっていた。時計をみると、六時を回ったところ。六時起き床しようの習慣が、身体からだに染しみ付いてしまったようである。

　その習慣の原因とも言える存在は──

（…………んっ、んぅ）

　まだ夢の中にいるようだ。ミーナより俺のほうが先に起きるのは初めてのことだ。

　ミーナのレアな寝ね顔がおを拝見してみる。少しうなされているようで、吐と息いきが漏もれている。

　この幸せな時間を堪たん能のうしていたかったのだが、ミーナはすぐに目を覚ましてしまった。

（…………ん……おはよ、ぅ？）

　ミーナは消え入りそうな声で挨あい拶さつしてきた。いつもは元気に挨拶してくるミーナにしては珍めずらしい。焦しよう点てんが合っていないのか、目の前にいる俺を視みていないようにも感じられる。

　おはよう！　朝なんだから、もっとシャキッとしろよ？　ふふっ、立場逆転だな？

（……え？　う、うん。そうだね……）

　茶ちや化かすように言った俺の言葉にも、ミーナは力なく返事するだけだった。いつものミーナなら、騒さわがしいくらいの反応をしてくるはずなのだが。

　どうした？　あまり眠れなかったのか？

（眠る……？　えっと、ここは……？）

　ミーナは意識がはっきりしていないのか、室内を見み渡わたしはじめた。

　ここ？　俺の部屋に決まってんだろ？

（そ、そっか、そうだよね……あなたは…………えっと、乙綺くんだよね……あれ？　私、寝ぼけてるのかな……なんだか頭の中がモヤモヤする……）

　ミーナの様子がおかしい気がする。俺をからかっているわけではないだろう。

　おい、大丈夫か!?　なんか今日のミーナ、いつもと感じが違ちがうぞ？

（ごめんごめん。…………うん、大丈夫っ！　いつもより少し寝過ぎちゃったせいかも）

　えへへ、と舌をチョロっとだして、ミーナはおどけてみせた。

　体調に異変が起きてるなら、俺にすぐ言えよ？

（大丈夫だってば。それよりも、今日でヒロイン攻こう略りやくを終えるんだからね。乙綺くんも、私のことなんか気にしてないで、最後かっこ良く決めてよね？）

　……ああ、任せろ。

　ミーナから、最後、という言葉を聞き、俺は感傷的な気分になってしまう。

　ミーナと一いつ緒しよに朝起きるのも、今日が最後なんだ。最後にヒロインアラームを聴きけなかったのは少し残念だな。

（アラームじゃないもーん）

　このやり取りも、あと何回できるのだろう。

（…………）

　黙だまるなよ。

（……だったらさ。元に戻ったら直接起こしに来てあげよっか）

　それは最高だ。目覚めに姫野実衣奈の顔を拝むことができるなんてな。

（世話焼き幼おさな馴な染じみ役を私がやってあげるの。乙綺くんにも魅み力りよくが伝わるはずだよ）

　それなら、早くヒロイン攻略達成しなきゃな。

（そんな暗そうに言わないでよ。ヒロインを攻略していく過程は楽しいものだけど、攻略した瞬しゆん間かんが一番の達成感を味わえるんだよ）

　その達成感、ミーナと一緒に味わいたい。

（ここまで二人でやってきたんだから、もちろん私も最後のシーンまで見届けるよ。最後バグったら、制作会社に文句を言ってやるんだから）

　このギャルゲー作ったの、貴女あなたです。そう言いかけて止やめた。このギャルゲーは共同制作だったんじゃないか。今では、そう思える。

　良作かどうかはまだ分からないけど、作った本人たちは楽しかった、と思う。

　俺はクソな日常を変えて欲しいと願っていたけど、少なくとも自分が主人公になりたかったわけじゃない。俺は誰の物語においてもモブだ。そんな俺が初めて主人公になった。

　──主人公は、みんなに勇気を与あたえる存在だ。

　誰かを応おう援えんしたり勇気づけたりするなんて、今の俺ではまだ無理かもしれないけど、それをすぐ近くで実じつ践せんしてくれた人がいる。

　お助けサポートキャラ？

　いいや、俺にとっては良き師し匠しようキャラだよ。そして、俺のメインヒロ──

　想おもいを巡めぐらせていると決心が鈍にぶってしまう。俺のワガママで取り返しのつかないことになったら、後こう悔かいしか残らない。大事なのは過去でも現在でもなく、未来だ。

　改めて決心を固め、学校へと向かう。




　文化祭がスタートして数時間が経過した頃。

「乙綺にぃ、ごめん！」

　勢い良く抱だきついてきた陽ひ茉ま莉りに押し倒たおされ、俺は廊ろう下かに横になっていた。

「いてててててっ」

　陽茉莉はスキンシップの力加減が未いまだに分からないみたいだ……このお子様中学生め。

「乙綺にぃの顔がビチャビチャになっちゃった……」

　陽茉莉の持っていたソフトクリームが、俺の顔に直ちよく撃げきしたからである。

「陽茉莉よ……ソフトクリームはこの際、仕方ない。けどな、今のこの状況のまま会話を進めるのはやめてくれ」

　陽茉莉が俺の腹に馬乗りになって密着している今の光景を、生徒たちが囲んで眺ながめているから！　ヤジ馬たちの視線が蔑さげすんだ色を含ふくんでいるのは、俺の気のせいであってくれ！

（じー）

　ミーナの視線が「そこ私と代わって！」に感じるのは気のせいであってくれ！

「乙綺、なに遊んでんのよ。クラス出し物のほうに顔出さなくていいの？」

　俺が陽茉莉と遊んで──ご、ごほん、俺が陽茉莉を注意していると、テニスのユニフォームを着た凛り音おんが現れた。

（これが幼馴染＆ユニフォームの破は壊かい力……なの!?）

　姫野実衣奈の体操着姿に興奮した俺を注意していたのは、どこのどなたさんでしたっけ。

（凛音ちゃんと私じゃ比べ物にならないから！）

　まぁたしかにな。おそらく、ミーナとは逆の感想での同意だろうけど。

「ああ、大丈夫、翔しよう真まと交代の時間だから。今は自由時間なの」

（翔真………くん？　えぇっと…………誰、だっけ……）

　おいおい!?　まだ寝ぼけてんのかぁ？　翔真は俺の親友キャラだぞ？

（…………あっ、そ、そうだったね！　親友キャラの翔真くんだ）

　本当に大丈夫なのだろうか……。今朝からミーナの様子が少しおかしいような？

（それよりも！　自由時間なんだから、凛音ちゃんと陽茉莉ちゃんと一緒に、文化祭を楽しもうよ！　こんなチャンス、ギャルゲーじゃなきゃ訪おとずれないよっ）

　一転して、いつもどおりのミーナに戻ったようだ。

「じゃ、じゃあさ、テニス部の出店に来てよ。中庭でソフトクリーム作ってるの」

　くそ、このソフトクリーム、凛音のテニス部の出し物だったのか。

「ああ、あとで行くわ」

　文化祭気分に浮うかれてちゃダメだ。俺には今日、やるべき重大ミッションがあるんだ。

（ここは凛音ちゃんと一緒に文化祭を見て回る流れでしょ！　なにやってんのよぉ！）

　えぇ！　そんな流れじゃねぇだろ！　メインヒロインを攻こう略りやくすんだろぉ！

（……あ、そうだった、テヘッ）

　ミーナにツッコミを入れた俺だったが、いつもどおりの反応をしてくれた彼女に、内心安あん堵どする。どうやら、ミーナは文化祭イベントを堪能しているみたいだな。

「乙綺さ……最近元気なかったけど、今日は楽しんでるみたいだね」

　ミーナを見つめていた俺は、凛音の言葉に我に返る。

　……凛音、俺のことを気にかけてくれていたのか。

「まぁ、今日は特別なイベント……だからな」

「文化祭だしね！　でも、顔にソフトクリームつけたまま楽しむのは、やり過ぎじゃない？　ほらっ、こっち向いて」

　凛音は俺の顔を自分の正面に向け、持っていたハンカチでソフトクリームを拭ふき取ってくれた。人目があるので少し恥はずかしいのだが……。

「さんきゅ」

（ね！　幼馴染は偉い大だいでしょ!?）

　偉大かどうかは分からんが、俺は良い幼馴染をもったと思う。

「……乙綺が何で悩なやんでいたのかは知らないけどさ。困ったことがあったら、いつでもアタシに相談しなよ？　これでも女心は分かってるつもりだから！　アタシも、いちおう？　女？　だしぃ」

　よく分からんが、女ってところを強調してきた。

（凛音ちゃん……私が元に戻もどったら、必ず攻略に向かうからね。待っててね）

「凛音、ありがとう。俺から凛音へのアドバイスだが、凛音は姫野実衣奈に近づかないほうがいいぞ。たぶん、凛音と姫野実衣奈、相あい性しよう悪いかもしれない」

（ちょっとお！　なに言い出してるのよ！）

「え、そうかなぁ？　そんなことないと思うけどなっ。も、もちろん、その、思うところはあるけど……。う～ん、でもね、アタシとヒメって、結構相性良いと思うんだよね！」

（凛音ちゃ～ん！　やったよぅ……いつの間にか、私は凛音ちゃん攻略に成功していたんだね。さっすが幼馴染キラーの私！　ふっふっふ）

　おかしいな。凛音と姫野実衣奈は、直接交流していないはずなのになぁ。

（これだからギャルゲー素人しろうとは困るんだよねぇ～。直接関かかわっていなくても、お互たがいの好感度パラメーターは、主人公の対応によって変化するものなんだよ）

　エンディング手前のはずだが、未だにギャルゲー玄人くろうとさんの言うことは理解できない。

　しかし、今日は俺たちにとって、最重要イベントの発生日なんだ。素人だろうが玄人だろうが、今日でエンディングを迎むかえなきゃならないのだ。

（その意気だよ。もうここまで来たら、私が作戦立てる必要なんてないね。乙綺くんのやりたいようにやろ！　最後は主人公が華か麗れいに決めるんだよ！）

　ああ。変な小細工はしない。ミーナは昨日ああ言っていたけど、やっぱり相手への誠意は最後まで尽つくしたい。俺の素す直なおな感情をぶつけてみよう。

　──そう覚かく悟ごを決めたとき、俺の前方に人だかりができはじめていた。

「あれって、姫野センパイかな？　こっちに向かってきてるみたいだよ？」

　陽茉莉の言葉どおり、俺の視界に姫野実衣奈の姿が映る。

　俺の瞳ひとみに映る彼女は輝かがやいている。

（ど、どういうこと!?）

　シルクの光こう沢たく感あふれるゴシック調のメイド服姿はもちろん、黒のハイニーソが眩まぶしい。

（なんで、私がメイド服を着てるのぉぉ！）

　触ふれたものを溶とかしてしまうのでは、と思われるほど強気な表情を俺に向けてくるメイド服姿の彼女。

（学校であんな生き生きとした私を見るの、初めてだね……）

　聡そう明めいな彼女が、今なにを考え、なにを願っているのか、凡ぼん人じんの俺には知るよしもない。

（私にも意味不明だよ……なにしに来たんだろう………………ま、まさか!?）

　ミーナの推測が終わると同時に、姫野実衣奈が俺の目の前にやって来た。

「早さ乙女おとめくん、突とつ然ぜんごめんなさい。少し話がしたいんだけど、今、時間あるかな？」

　俺の真正面に身体からだを向け、顔を直視して姫野実衣奈が訊たずねてくる。

（あわわわぁ～。マズい！　これは非常にマズいことになったぁ！）

　周囲の人だかりは、姫野実衣奈の麗うるわしいメイド服姿を拝みにやってきたのだろう。

　一学期の俺だったら、彼らと同じくギャラリーの一員になっていたはずだ。しかし今は、まさかの主人公ポジションである。

「あ、う、うん。大だい丈じよう夫ぶ、だよ」

　突然の呼び出しだったので驚おどろいたが、心しん拍ぱくは徐じよ々じよに安定してきている。

　安定してるよな!?　ミーナ!?

（うん、なんとか大丈夫。でも、そうか……そうだよなぁ……はぁ）

　実体の目的が分かったのだろうか、ミーナは溜ため息いきを吐ついている。ミーナを頼たよりたい気持ちはあるが、今は自分の力だけで彼女と真正面からぶつかりたいという想いが強い。

　むしろ、これは絶好のチャンスでもある。俺が直接呼びにいく手間が省けたってことだ。

「乙綺がヒメに呼び出された!?　ま、ま、まさかぁ……」

「わたしの乙綺にぃが姫野センパイに盗とられちゃった！」

　後方から、凛音と陽茉莉の断だん末まつ魔まのような叫さけび声が聴きこえてきた。

（うぅ～凛音ちゃん陽茉莉ちゃん、ごめん。私の実体が空気読めなくて、ごめんね……）

　派手な色紙で作られた装そう飾しよく品や、パーティー用の小道具で飾かざり付けされた空間を歩く。

　どこに向かっているのだろうか。六組の教室ではないようだ。

（……はぁ…………まぁ、私ならこうするよねぇ……）

　溜息混じりに呟つぶやいたミーナの横顔は、俺の瞳に儚はかなげに映った。

　──ミーナが、いつもより透すきとおって視みえるのは、俺の気のせいだろうか。

　俺はミーナの様子を確かめながら、姫野実衣奈のあとをついていった。

　俺と姫野実衣奈は人気のない場所へ進み、ひとときの間、文化祭の喧けん騒そうを離はなれる。

「ここ」

　文化祭で使用していないエリアの階段に到とう着ちやくすると、唐とう突とつに彼女は下方を指さした。

「こ、ここ？」

　なんだ？

　全然意味が分からない。姫野実衣奈は何でこんな、何もない階段を指さしてんだ!?

　……階段？　ちょっと待てよ、この階段。そうだ、あのとき──

（私が転落した階段だね）

　ああ……そうだな。今では懐なつかしい気すらする、俺たちの関係が始まった階段だ。

（……はぁ。ほんと、なんでだろ。なんでもっと早く私の性格に気づかなかったんだろ）

　姫野実衣奈の性格？　そりゃあ、お淑しとやかで可か憐れんな…………いや、違ちがうな。

　姫野実衣奈はミーナなんだ。彼女の表面的な性格なんて、今はどうでもいい。

　彼女はギャルゲーで恋れん愛あいを楽しみ、ギャルゲーで友情を育はぐくみ、ギャルゲーで青春を謳おう歌かしている、ギャルゲー大好き女の子だ。

　そんな彼女が、この状じよう況きようで考えること──文化祭でメイド服姿のコスプレをしたメインヒロインが、主人公を最初のイベントシーンの現場に誘さそい出した理由。なんだろう？

（……違う、そうじゃないの）

　違う？　ミーナなら、ギャルゲーでのイベントのことを真っ先に考えるだろ？

（それは……そうなんだけど……私は私のことを、誰だれかのヒロインだと思ったことは一度もないんだよ。私は自分のことを、常にプレイヤーだと思っているから）

　ここにきて、俺はまだミーナのことを理解できていなかったみたいだ。

「早乙女くん、この階段を覚えてる？　私は鮮せん明めいに覚えてるよ。なにせ、私はここで早乙女くんに助けてもらったからね」

　対する姫野実衣奈の行動も理解できていない。

「そんな大げさに考えなくてもいいよ。あれは、咄とつ嗟さに身体が反応しただけだからさ」

（……ほんと、主人公がヒロインを助ける王道の展開だったよね）

「まさか自分が定番のシーンを再現するなんて、思いもしなかったよ、へへっ」

　そう言った姫野実衣奈は、照れを隠かくすことなく、無防備な笑えみを俺に向けてくる。

「主人公がヒロインを助ける王道の展開だった？」

「……ほんと、乙綺くんは私の気持ちを正確に読み取ってくれるよね。まるで心を覗のぞかれているようだよ」

　心臓が跳はね上がったのを感じ取る。

「ご、ごめん」

「どうして謝るの？　私は嬉うれしいんだよ。こうして素の自分を出せるのは早乙女くんだけだからね。私の性格の急変ぶりには驚いたでしょ？」

「うん、正直言って驚いた」

「ふふふ。でも、驚いたのは早乙女くんだけじゃないんだよ？　……私もだよ。私が素の自分を出そうと思ったのは、早乙女くんが原因なんだからね」

「俺が？」

「うん。早乙女くんだって、私への態度が変わったよね。ううん、態度というよりも行動かな。二学期に入るまでは、話もしたことなかったのに」

「そ、それは──」

「それは、ここの階段から転落したことがキッカケだよね？　あれ以来、乙綺くんの積極性が増したように思える」

　姫野実衣奈は何を言いたいのだろう？

　っく！　頼らないと決めていたけど、仕方ないよな。ミーナ、教えてくれ！

（前に、乙綺くんに言われたとおりだった。自分のことなんて、自分でもよく分かっていないものなんだね。私は私の性格を読み取れていなかったよ……。ヒロイン攻こう略りやくには絶対の自信を持っていた私が、まさか自分相手に選せん択たくミスをするなんてね）

　ミス？　読み取れていなかったって、どういうことだよ!?

（でも、まだ大丈夫。ここは先手を打たれる前に、こっちから仕し掛かけるべき！　そうすれば、まだこっちが主人公だよ！）

　これだからギャルゲー玄人は困る。日本語でおｋ…………ん？　玄人？

「あの出来事が俺を変えたのは間違いないよ。でも、正確に言うと、ちょっと違うかな」

「曖あい昧まいなところは早乙女くんらしいね。ふふふ」

　俺らしい？　前にも言われた覚えがある。なんで、俺のことを前から知っていた風な口くち振ぶりなんだろう。ただ、今はそれ以上に、この状況が気になる。

「それで、今日はなんでまたここに……」

　姫野実衣奈は語りながら、ゆっくり階段を下りていく。

「私にとって、あの出来事は、ただ助けてもらったという事実だけじゃないんだよ。私を変えてくれた大事なイベントなんだよ」

　俺にとっても重要なイベントだった、間違いない。

『イベント』という単語を姫野実衣奈から聞くと、やはりミーナと同一人物であると再さい認にん識しきさせられる。

（……だからこそ、早く気づくべきだった）

「早乙女くん？　今日、ここに貴方あなたを呼んだのは──」

（マズい！　先に言われる！　だめ！　それは私が直接言いたいの！　主人公は私たちのほうなんだからぁ！）

　さっきからなに言ってんだよ。最初から主人公は俺なんだろ？　ギャルゲー主人公として一いつ緒しよに頑がん張ばってきたじゃんかよ。

（うん、そのとおりだよ。でもね！　そう思っていたのは、私たちだけじゃなかったってことだよ！）

　っ!?　そ、そうか！　ミーナと姫野実衣奈は同一人物なんだから──




（私はね、攻略されるよりも、攻略するほうが好きなんだよ）




　そうか、そうだよな……ギャルゲー玄人だもんな……。

　姫野実衣奈は俺を攻略しようとしていた、ってことでいいのか!?

（間違いない）

　でも、それだと彼女は俺のことが……その、好き？　ってことになるんだが……。

（この男っ……！　こうなったら、こっちから先に行動を起こすよ。私のためにもね！）

　ミーナのため？

（自分の想おもいを先に言われるなんて我が慢まんならない。それが、たとえ自分だとしてもね！）

　よく分からんが、よく分かった！

「姫野さん、実は俺も今日、伝えたいことがあるんだ」

「!?　ま、待って！　私は先に言わなくちゃいけないことがある！」

（乙綺くん、待つ必要ないよ！）

「お、俺、実は」




「じ、実は！　私の目の前には早乙女くんが、もう一人いるの！」




「………………へ？」

（………………は？）

　まったく予想だにしていなかった告白を受けて、俺とミーナは二人して口を開けて固まってしまった。

　ひ、姫野実衣奈の目の前に、もう一人の俺がいる？　ど、どういうことだよ!?

（あわわわぁ～。ま、まさか……その可能性は考えてなかったぁ……！）

「早乙女くんには信じられないことだと思う。いきなりこんなことを言って、混乱させてしまってごめんなさい」

「え、えっと、姫野さんの目の前に、もう一人の俺？　ど、どういうことかな……？」

「あれ？　信じてくれるの？　それに、もっと驚くかと思ったんだけど……」

　慮りよ外がいの状況に陥おちいっているのは間違いない。それは俺もミーナも同様だろう。

「驚いてるよ。姫野さんは冗じよう談だん言わないタイプの人だから、なおさらね」

「私だって冗談くらい言うよ？　でも、この件に関しては本当なの。どうやって証明すればいいのか分からないけど……経けい緯いから説明させてもらうね」

（だいたいの想像がつくよ……はぁ、そういうことかぁ）

　さすが、俺以外の二人は不意の状況に対する対応力が違う。

　俺も脳の処理速度を高めて、説明を聞こう。

「私の隣となりに早乙女くんの思念体──私が状況からそう定義づけたんだけど、その存在を確認したのは、私がこの階段から転落した後なの。あの落下の際、早乙女くんと接せつ触しよくしたことが原因だと私は考えてる」

　え、なにこの既き知ち感。

「あのさ、話の途と中ちゆうでごめん。その俺の思念体って、今も姫野さんの目の前にいるの？」

「うん、今もいるよ。私がこうして話をしている間にも、横から色々言ってきてるよ？　ふふふ」

（完全に、こちら側と同じ状況ってわけだね）

「それさ、本当に俺なの？　こんなことを姫野さんに言うのは失礼だと思うんだけど、幻げん覚かくってことはない？」

「私も最初はそう思ったよ。初期段階──階段から転落した日ね、そのときは私も無視してたんだよ。でも、私の心の声を読み取られていることが分かってから、意思の疎そ通つうを図はかってみたの。そうしたら、幻覚だと思っていた彼が、私を助けてくれた早乙女くん本人だって分かった」

「俺もここに存在しているのに、不自然に感じなかった？」

「感じたよ。だから、この状況に陥った原因を考えてみたの。結論は、さっき話したとおり。科学的に説明できない現象だろうな、っていうことはすぐに分かったけどね」

（なんで、そのことを乙綺くんに直接伝えに来なかったのよ！）

　ミーナは実体の自分に対して抗こう議ぎの声をあげている。

「俺に、直接その話をしてくれればよかったのに……」

「自分自身にも把は握あくできていない問題だったし、なにより……そのね？　思念体の早乙女くんが、私と早乙女くんの実体……えっと、つまり貴方ね？　が一緒に話すところを見たくないって言っていて……」

「はぁ!?　俺なに言ってんの!?　アホなの!?」

（さすが乙綺くんの思念体だね。乙綺くん、まんまだよ）

　……俺がディスられてるし。そんな突つき刺さすようなジト目を俺に向けないで。

「あははっ。早乙女くんってさ、結構、独どく占せん欲よく強いよね？　二学期に入ってから、毎日交流してきて分かったことも多いよ」

「……怖こわすぎる」

　状況が分かり過ぎるくらい分かる。俺の感情は、目の前の姫野実衣奈に丸まる裸はだかにされてしまっているのだろう。俺の思念体、マジ余計なこと言ってんじゃねーぞ。

　つーか、姫野実衣奈と暮らしているとか、超ちよう勝ち組じゃん、なんだそれ、爆ばく発はつしろ！

（なるほど、これは独占欲強いね……知ってたけど。でも安心して！　二人の繋つながりでは私たちも負けてないよ。なんたって、こっちは下の名前で呼び合っているんだからね！）

「ところで、姫野さんは俺の思念体のことを名字で呼んでるよね？　俺の思念体は姫野さんのことをなんて呼んでるの？」

「え？　今の早乙女くんと同じだよ？　姫野さん、って。お互たがい名字呼びだけど……それがどうかしたの？」

「へぇ～、ふ～ん？　そうなんだ？　特に気になってはいないんだけどね？　特には」

（凄すごい勝ち誇ほこってるし、ふふふ）

　そういうミーナだって、ふふふ。さすがの俺も、実体相手にいきなり名前呼びする勇気はなかったか。そうだろう、そうだろう、俺だってそうだからな！

「…………思念体の早乙女くんが『なに勝ち誇った態度取ってんだ、嫉しつ妬とは醜みにくいぞ』って言ってるよ。なんか、早乙女くんに対して勝ち誇っている様子だよ？」

　うっわ、俺の思念体めっちゃムカつく！

　ここか？　ここにいるのか？　張り倒たおしてぇ！

（逆の立場だけど、私の気持ちも分かってくれた？　自分を見ると、なんだか腹立たしくなってくるんだよね）

　俺の思念体も、俺のことを今そういう風に見ているってことかよ。許せん！

（私の実体の態度がおかしかったのって、乙綺くんの思念体が原因なんじゃない？）

　ミーナの推測を聞き、俺の額から嫌いやな汗あせが流れ始める。

「昼休みに、俺が姫野さんの教室へ行った日のこと覚えてる？　あのとき、姫野さんちょっと集中力を欠いていたように見えたんだけど……俺の思念体が原因だったりする？」

「あのときは、ごめんなさい。話を途中で切り上げて、失礼な態度を取ってしまったよね。思念体の早乙女くんが、実体の貴方を無視して早く中庭に行けって騒さわいでいたんだよ。今も騒いでるけど」

　なんだとぉ！　俺の頑張りは俺によって無に帰されていたのか！

「連れん絡らく先さき交こう換かんを断ったのも？」

「うん、お察しのとおりだよ。絶対に拒きよ否ひしろって。俺と交換してもロクなことにならないから止やめておけ、って言われたの」

　どんだけ独占欲強いんだよ！　俺はお前なんだぞ！　自分のスマホに姫野実衣奈の連絡先が入るのを喜べよ！　くっそ、直接文句を言いたいのに、言えない空くう虚きよ感。

（でも、なんで急に態度を変えたのかな？）

「最近、姫野さんの性格が素すになったのはどうして？　俺の思念体は、俺と姫野さんが仲良くするのを嫌がったんじゃない？」

「うん、現在進行形で嫌がってるよ。でも、その思念体の早乙女くんも、最近の貴方の様子がおかしいって言い始めたんだよ。私に直接話しかけるような度胸は自分にはない、ましてや連絡先交換を試みるようなことは絶対にしない、って」

「な、なるほど、ねぇー」

　そりゃおかしく思うわな。俺だけの意思で取った行動じゃないし。

「これを早乙女くんに直接言うのは失礼かもしれないんだけど……実体の早乙女くんに異常が発生しているのでは？　と私たち二人は推測したの。おそらく、思念体の早乙女くんが実体の貴方から抜ぬけてしまったせいで、なにかしらの不具合が生じている、と。早乙女くんの積極性が増したのも、私が階段から転落した後からだよね？」

　おいおい、どこかで聞いたような話だなぁ？

（同じペアだもん。同じ思考に辿たどり着くんだよ）

「俺に異常……ねぇ」

「ごめんなさい。でも、私も心配になったんだよ……。原因は私にある、だったら、なんとかして思念体の早乙女くんを元に戻もどす方法を探さぐってみようって。そのために、まずは実体の早乙女くんと交流しなければならないと思ったの。交流してみて、私は貴方に違い和わ感かんを覚えた」

「え、俺に違和感？」

「うん。こうして私と会話している最中に、沈ちん黙もくして固まることが起きたの。思念体の早乙女くんは私に緊きん張ちようしているだけだろうって推測してたけど、私の印象としては違ちがった」

　……あ、あれ？　俺、おかしくなってた？

（こ、これは、まさか……ううん、間違いない。乙綺くんが、心の中で私と会話している最中のことだよ。私も気がつかなかったけど、端はたから見たらフリーズしているように見えたんだよ！）

　なんてことだ、まさか俺自身が異常をきたしていると思われていたのかよ。ショック。

「…………あ、もしかして、今もまさにその現象起きてた？」

「起きてたよ。自覚症しよう状じようだったの!?」

「いや、指し摘てきされて初めて気づいたよ」

（なるほどねぇ。ということは、私の実体が会話の途中で沈黙していたのも、理由は同じだろうね。思念体の早乙女くんと、心の中で会話してたんだよ）

　なるほど。

「これで、いろいろ不自然に感じていたものが納なつ得とくできたよ。俺の好きな映画や服装も、俺に──俺の思念体に聞いたんだね」

　思えば、彼女が中等部の陽茉莉のことを知っていたのも、おかしかったんだよな。

（思念体の乙綺くんに紹しよう介かいされたんだろうね）

「うん。でも、私の観みたかった映画を、実体の早乙女くんが知っていたことには驚おどろいてたよ。実体の貴方あなたに、私の趣しゆ味み──ご、ごほん、えっと、好みは分からないだろう、って。なんで分かったの？」

「それは、えっと。なんて説明すればいいのかな……」

（そんなことより、気になることがある。実体の私は、思念体を元に戻す方法を知らないのかな？）

　キ……接触、のことか。

「なんとなくだよ。それよりもさ、姫野さんは思念体を元に戻す方法、分かったの？」

「それが、考えても分からないんだよ……こんな現象、誰だれだって説明されても理解できないと思うし。私としては、早乙女くんが、こうして真しん剣けんに話を聞いてくれていること自体、奇き跡せきなんだよ」

「姫野さんのことは信じてるよ」

（『は』ってなによ『は』って。誰と比べているのよ。でも不思議だなぁ、思念体の乙綺くんは元に戻る方法を知らないのかな）

　…………いやぁ～な予感がする。

（さすが乙綺くん。自分の思念体の考えを推察したんだね？）

　俺の思念体は今の状況を手放したくないんだ。俺の身体からだに戻ってクソな日常を送るよりも、姫野実衣奈の隣にいるほうがずっと魅み力りよく的だからな。

　俺なら、元に戻る方法を知っていても教えないだろう。

　その方法がキスすることなら、なおさらな。俺だって、自分となんかキスしたくない。

（早く元に戻らないと、自分が消しよう滅めつしてしまうかもしれないのに!?）

　タイムリミットぎりぎりまで粘ねばって、姫野実衣奈との共同生活を楽しもうって考えだろうな。俺ならそう考える。ごめん、改めて考えると、クズ野や郎ろうだな俺。

（さすがは乙綺くんだね。思念体になっても乙綺くんは乙綺くんのままだよ……）

　ありがとう、褒ほめ言葉と受け取っておく。

「私も色々検討していって、こうなった原因の場所に、当事者同士で行くことが解決の糸口になるんじゃないか、って考えたわけなの」

「そっか、だから今日、俺をここに呼び出したのか」

「ん～、それもあるけど。実は今日の本題は、思念体の彼を元に戻す方法の解明だけじゃないの。もちろん、それに向けての第一歩なんだけど……私の想おもいを伝えたいの！」

（──ッ!?　マズい！）

「私はこの数週間、早乙女くんの思念体と信しん頼らい関係を築いてきた。元々の性しよう分ぶんかな、実体の早乙女くんとも仲を深めていきたいと思うようになったんだよ」

（乙綺くん、もういいよ！　このまま接せつ触しよくしちゃって！）

「む、無む茶ちや言うなよ!?」

「えっ!?　無茶!?　そ、そ、そんな……え、無茶……？」

「ち、ちがっ、違う！　今のは違う！　ごめん、気にしないで！」

　やっべぇ！　声が同じだから、つい言葉に出して反応しちまったじゃねーか！

（この際だから、ちょうどいい。不自然に思われてるし、やるしかないよ！）

「…………」

　姫野実衣奈は俺の顔を注視しながら訝いぶかしんでいるようだ。

　──俺は何を慌あわててんだ、格かつ好こう悪すぎるだろう。彼女は俺に対して、全部打ち明けてくれたじゃないか。誠意を見せるって、昨日決意したんだ、俺も全部話さなきゃダメだ。

（そんな正義感、要いらないのに……）

「早乙女くん？　今、私には一つの仮説が浮うかび上がっているんだけど」

「……あ、ああ、その仮説はたぶん正しいよ。言えなくて、ごめん。実は……俺の隣となりにも思念体の姫野さんがいるんだ」

　意を決し、二人だけの秘め事を吐と露ろする。

「……なるほど、ね。その可能性は考えてなかったなぁ」

　言葉は冷静だが、内心では動どう揺ようしているのだろう。ミーナがそうであったように。

「本当にごめん、もっと早く話すべきだった」

「早乙女くんが謝る必要ないよ、原因は私にあるんだから。早乙女くんも私と同じ状況に置かれていたんだね…………あははははっ」

　姫野実衣奈は表情を緩ゆるめ、笑えみをこぼしている。

（この女、とうとう頭のネジが飛んじゃったのかな）

「私の思念体は、今も早乙女くんの隣にいるんだよね？」

「ああ、いるよ。姫野さんのことを心配してる。早く元に戻りたがっているよ」

（こら、さり気なく嘘うそつくな）

「ふーん？　それ、本当かなぁ？」

「なんで？」

「私の推察だけど。私の思念体は、私のことを好ましく感じていないんじゃないかな？　毒づいている様子が目に浮かぶよ」

　姫野実衣奈は腕うで組ぐみをして、鋭するどい視線を俺の周囲に漂ただよわせている。

「あ、あははははは……」

　さすが姫野実衣奈だな、自分のことを客観的に捉とらえられているじゃないか。

（自分のこういうところ、好きじゃない。平静を装よそおって得意気になっているだけだよ。動揺を隠かくしたいんだよ）

　ミーナは腕組みをして、冷たい視線を姫野実衣奈に突つき刺さしている。

　さすがミーナだな、自分のことを客観的に捉えられているじゃないか。

「私の思念体に単刀直入に訊ききたい。元に戻る方法を知らない？　早乙女くんの思念体に訊いても、曖あい昧まいな返答ばかりで明確な答えがないんだよ。四六時中一いつ緒しよにいて、そろそろ彼の性格も把は握あくしてきた。本当は知っているのに、私に隠しているように感じるの」

　ご名答。その優ゆう柔じゆう不ふ断だんな男が貴女あなたの目の前にいる男です。

（乙綺くんの思念体には悪いけど、実体の私にキスのことを話しちゃいなよ）

　……ああ。でも、それを知ったら彼女も嫌がりそうだけど。

（大だい丈じよう夫ぶだって。文句なんか言ってきたら、私が張り倒たおしてやるんだから。いっそのこと、説明しないで、いきなりキスしちゃってもいいくらいだよ）

　ふふっ、ミーナらしいな。でも、俺は誠意をもって、ちゃんと説明するぞ。

「思念体の姫野さんは元に戻る方法を知ってるよ。俺もその方法は聴きいてる」

「なら、なんで実行しないの!?」

「実は……俺も今日、思念体の姫野さんを元に戻そうとしてたんだよ」

「そ、そうだったの!?　ごめんなさい、私が余計なことをしちゃったかな？」

「大丈夫。姫野さんにも協力……してもらわないとならない、かも？　しれないデス」

「急に歯切れ悪くなったね。ほんと思念体の早乙女くんまんまだね。ふふっ」

　俺は、どこに行こうが何しようが俺のままってわけだ。

（乙綺くんは思念体の乙綺くんと比べて、変わったところもあるんだよ？）

　そんなところあんのかよ。なにが変わったんだよ？

（えへへ～、教えてあげな～いっ）

　どこか憎にくめない、悪戯いたずらっ子このような笑みを俺に向けてくるミーナ。この笑顔は世界中で俺だけしか視みることができない。実体の彼女自身ですら視えないのだ。俺だけの特権だ。

　ミーナとの二人だけの世界に浸ひたっていると、周囲に光が零こぼれ始めた。

　廊ろう下かで佇たたずむ二人に、窓から夕焼けの光が降り注ぐ。

　文化祭を楽しむ生徒、非日常の空間に身を置く生徒たち。いつもなら騒さわがしく廊下を彩いろどっているはずの彼らは、今この場所には存在しない。

　まるで、この学校に、この世界に、二人しか存在しないかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　その表現は間違っている。

　──四人だ。

　二学期に入ってからの約一ヶ月。短い間だったけど、奇跡のような毎日だった。俺の憧あこがれの彼女は、俺の空想上の友達であり、サポートキャラであり師し匠しようであり──

　メインヒロインだった。

　ヒロインを攻こう略りやくできなかったギャルゲーって、最後どうなるんだろ。

　バッドエンド？　最初に戻もどって、適切な選せん択たく肢しを選び直してゴールを目指す？

　俺はギャルゲー素人しろうとだ。自分の選んだ行動に後こう悔かいはない。責任をもって最後まで進めるだけだ。この先の選択肢にも躊ちゆう躇ちよなく──

（……乙綺くん、ありがとう）

　な、なんだよ急に。

（私は乙綺くんに救われたんだよ）

　救ってねぇよ、これから救うんだよ。

（乙綺くんに、そのままでいいよって言われたとき、凄すごく嬉うれしかった。愛あい想そ良く振ふる舞まっている私より、今の私のほうが話しやすいって言ってくれたこと、絶対に忘れない）

　俺の決心が鈍にぶるようなこと言うなよ……。

（大丈夫、相手は私だよ。全部受け入れる。自信を持って──）

　ちげぇよ！　俺は……俺は！　ミーナが！

「どうしたの？　思念体の私と会話中かな？」

「…………うん。彼女と最後の会話をね……どうしても、直接伝えたい気持ちが──」

（乙綺くん、お願い！　私には乙綺くんに伝えたい想いが、いっぱいあるんだよ！）

　俺にだって──

　……っく、絶対忘れんなよ!?　このギャルゲー、最初に戻ってやり直すなんて仕様じゃねぇからな！　ヒロイン攻略させてくれよな!?

（私は客観的にみて、メインヒロイン向きのキャラじゃないよ。乙綺くんを通してそれがよく分かった。凛音ちゃんを見ていると、純真な、本当に可愛かわいい女の子で羨うらやましく感じたよ。それに比べて私の実体は…………見ていて不快感しか湧わかなかった。他人の目ばかり気にして、無難に過ごしているだけの──）

　そんなことねぇよ！

　本当の姫野実衣奈を知った今だからこそ言える。

　姫野実衣奈は間ま違ちがいなく俺のメインヒロインだ。

（…………うん……ありがと……ぅ）

　ミーナ！　こっちこそ、ありがとうな！

　俺のクソったれな日常に光を差し込んでくれて、本当にありがとう！

　……俺にとっての姫野実衣奈はミーナなんだ、だから──

「姫野さん……待たせて、ごめん。元に戻る方法だけど」

　俺が決意を固め、姫野実衣奈に方法を説明しようとした、そのとき。

（うっ……ぐっ……うううぅ）

　──突とつ然ぜん、ミーナが自分の胸を押さえながら、崩くずれるように倒れ込んでしまった。

　お、おい！　ミ、ミーナ!?

（だ、だい、じょうぶ…………ちょっと、動どう悸きがしただけだから）

　どうみても大丈夫じゃないだろ！　ま、まさか、タイムリミットなのか!?

（……そうかも……しれない。えへへ、ちょっと苦しくなってきちゃった……はぁはぁ）

　強がって笑うミーナをみると、俺の心も締しめつけられたように苦しくなる。

「早乙女くん？　急にどうしたの？」

　実体の彼女に異変は起きていない。

「姫野さん！　思念体の俺に何か異変起きてない!?」

「？　早乙女くんの思念体なら、普ふ通つうに私の隣で浮いてるよ？」

　なんでだ!?　なんで、こっちだけ先にタイムリミットを迎むかえたんだ!?

（うううっ……はぁ……はぁ……たぶん……だけど、心臓の鼓こ動どうに影えい響きようされて──）

　無理に話さなくていいから！　大丈夫、言いたいことは伝わったから！

　実体の──俺の心しん拍ぱく数すう上じよう昇しようが原因で、タイムリミットが早まったということか……。実体の姫野実衣奈の心拍が常に落ち着いている一方、俺の心拍はヒロイン攻略作戦中も激しく脈打っていたから。それなら、思念体の俺に異変が起きていないのも説明がつく。

　……クソッ、俺のせいだ！

　ミーナの身体からだは急激に透とう明めい度どを増していく。たしかにそこにいるはずなのに……まるで、最初から存在していなかったかのような錯覚を起こさせるほどに……。

　俺のせいでミーナが消えちまう！

（乙綺……くん……はやくっ……大丈夫だから……ね？　安心……して……）

　ミーナは吐と息いきを吐はくように、弱々しい儚はかなげな声で言葉を発した。

　最後の力を振り絞しぼって、俺を後押ししてくれたんだ。大丈夫の意味も、安心しての意味も俺には分かる。迷ってる時間はない！　姫野実衣奈を……ミーナを助けるんだ！

「姫野さん！　ごめん！」

「え？　ちょ、ちょっと？　ど、どうした……の……えっ、えっ、あわわわぁ～」

[image: ]

　俺は姫野実衣奈を抱だき寄せ、困こん惑わくする彼女の唇くちびるに勢い良く自分の唇を重ねた。

　彼女を助けるためとはいえ、こんな形でキスしてしまったのは本当に申し訳ない。

　思念体の存在を知ったときは冷静さを保っていた彼女だったが、今の状じよう況きようはさすがに戸と惑まどっているだろう。階段から転落した直後の彼女の様子を思い起こしてしまう。

　あのときの俺が今の状況を見たら、どう思うだろう。

　憧れのヒロインと、同じ階段でキスしている今の状況を──。

　しかし、学校のアイドルと隣となりのクラスのモブキャラがキスをしている現場は、誰だれにも見られていない。

　──夕ゆう陽ひと、二人の思念体を除いて。

　俺の視界に映り込んだミーナは、さきほどまでと違い、幸せそうに微笑ほほえんでいた。

　……これで、良かったのか？

　ミーナは俺の問いかけに応こたえることなく、笑ったままゆっくりと消えていった。

　この約一ヶ月のミーナとの思い出が走そう馬ま灯とうのように蘇よみがえる。俺の思念体と姫野実衣奈も、俺たちと同じように大切な時間を送ってきたのだろう。

　二人の二つの思い出。どちらも、かけがえのないものだ。

　どのくらいの時間、そうしていたのだろうか。

　俺は彼女の感かん触しよくを名残なごり惜おしむかのように、ゆっくりと唇を離はなしていく。

　そして、大きな二ふた重えの瞳ひとみを、一ひと際きわ大きくさせて俺を見つめてくる姫野実衣奈。

「…………ど、どうして……ど、どうした、の……」

　頭の回転が常人より数倍速いであろう彼女でも、状況を把握するのに手間取っているようだ。俺の感情を推おし量はかっているのだろうか。

　本来なら、俺は目の前にいる彼女に、直接説明しなければならないだろう。事情を知らない人間からすれば、完全に犯罪行こう為いである。その弁明をしなければならないはずだ。

　でも……でもっ！

　ミーナが元に戻っているのであれば、俺は弁明などしなくていいはずだ。

　…………だから、そんな困惑の表情を俺に向けないでくれ！

　戻っていないのか!?　もしかして、まだ思念体のまま？

　ミーナ!?　まだ俺の隣にいるのか!?　俺が視えていないだけなのか!?

　いたら返事をしてくれ！

　………………。

　心の中で叫さけんでも、返ってくる言葉はない。

　静せい寂じやくに包まれたまま、応答する者は誰もいなかった。

　ミーナの気配はない。

　代わりに戻ってくるはずの俺の思念体。その記き憶おくも俺には継けい承しようされていない。

　もしかして、間に合わなかったのか!?

　俺の思念体なんてどうでもいいんだ。

　ミーナとの思い出だけは……ミーナだけは消えないでくれ！

　俺の縋すがるような目を見て吃驚びつくりしたのだろうか。無言で立ちすくむ姫野実衣奈は、両手で自分の口元を覆おおい────攻こう撃げき的な視線を俺に向けてきた。

「早乙女くんの行動は、冷静になった今なら動機の説明は難しくない。でも──」

「…………」

「あらかじめ、私に対して説明をするのが礼れい儀ぎ……じゃないかな？　私の思念体に何を言われようが、私は私なんだよ？　実体の私の気持ちを蔑ないがしろにしたことは、たとえ早乙女くんでも…………許すことはできないよ……ッ」

　ミーナが元に戻る前提での行為だ。現実ってのは、自分が思い描えがいていた理想の結果にはならない。俺はそれをよく分かっていたはずなのにな……。

「ごめん」

「自分の気持ちを整理する時間をもらえないかな。私自身が原因とはいえ、この結果には少し納なつ得とくできない部分も多いから…………ごめんなさい」

「……うん」

　俺の短い返答を聞くと、彼女は寂さびしい表情を浮うかべて階段を下りていった。

　直後、文化祭の終しゆう了りようを告げるアナウンスが響ひびき、遠くから学生たちの陽気な声が聴きこえてきた。非日常の時間が終わり、明日からは今までどおりの日常に戻る。

　……なんだよこれ。これがギャルゲーのバッドエンドなのかよ。バッドエンドを迎えた主人公って、その後どうすんだよ。ヒロインに振られてのバッドエンドなら受け入れる。

　でも……無かったことにされるのは許さねぇ。

　ゲームならリセットできるけど、現実はこのまま先に進まなきゃならないんだぞ！

　お前がいなきゃ朝起きれねぇんだよ。

　映画で観みたアニメの原作ギャルゲー、語り合うんだろ？

　40位目指すために、これからも勉強教えてくれよ。俺、一人だと気を抜ぬいちゃって、集中できねぇんだよ。俺、一人だと……一人だとっ！

　窓から差し込んでいた夕焼けの光は消え、今では廊ろう下かは暗あん愁しゆうの空気だけが漂ただよっている。

　そして、この約一ヶ月ずっと一いつ緒しよに過ごしていたはずの彼女は、完全に消しよう滅めつしていた。

　こうして、俺のギャルゲーはバッドエンドを迎えたのだった。








エンディング









　俺の日常に差し込んだ光は幻まぼろしだったのだろうか。




　文化祭の余よ韻いんに浸ひたることなく、ひとり自室のベッドに横たわる。

　昨日までは賑にぎやかな──それこそ、ギャルゲーの一ページを切り取ったような時間を過ごしてきた。あの夢のような時間は、すべて俺の作り出した偽にせ物ものだったのだろうか。

　思念体などというフィクションに惑まどわされ、お得意の現実逃とう避ひに自分が納得できる理由を付けただけ。虚きよ構こうと現実を明確に区別できていた以前の俺なら、こう結論付けていただろう。しかし、ミーナと過ごした日々の記憶は、俺の中で今も色いろ濃こく残っている。

　あの日々を幻にだけはしたくない。俺ひとりでも、最後までやり遂とげるんだ！

「まだ、スタッフロールは…………流れてねぇ！」

　明日、自分の気持ちを姫ひめ野の実み衣い奈なに伝える決心をして、俺は眠ねむりに落ちた。

　──その夜、不思議な夢をみた。

　夢のなかで、俺と姫野さんが楽しそうに笑い合っている。

　姫野さんの部屋に置いてあったファンシーなぬいぐるみ。姫野さんらしい部屋だねって言ったら、照れ隠かくしなのか急に仕し舞まおうとしたの可愛かわいかったな。

　あと、意外に料理が下手だったのも驚おどろいたよ。昼食のお弁当をお母さんと作っているのも、料理の腕うで磨みがきの一いつ環かんだったんだね。でも、もっと驚きだったのは、部屋の片かた隅すみに積み上げられていたギャルゲーの数々だ。アキバに直接買いにいくって言い出したときは、俺のほうが冷や冷やしたもんだ。

　仲良しだと思っていた女子友達との会話、実はそんなに楽しんでいなかったよな。完かん璧ぺきだと思っていた姫野さんも、実際は普通の女の子だったと分かって親近感湧わいたよ。いや、普通ではないか。ギャルゲー好きだし──

　…………姫野……さん？

　俺は何かに後押しされるようにして、ベッドから飛び起きた。

　時刻を見ると、朝の六時。いつも、『彼女』と一緒に起きていた時刻。

「夢……？」

　──違う。あれは夢なんかじゃない。大切に想おもってきた、大事な大事な俺の思い出だ。

　思念体だったときの俺の記憶。大切な『俺の』思い出。ときには軽口を言って口くち喧げん嘩かもした俺と姫野さんとの思い出。

　どうして昨日は忘れていても平気だったのだろうか。思念体として過ごしていたときは、絶対に失いたくないと思っていたのに。

　姫野さん、俺ちゃんと戻もどれたよ……。文化祭のクラス出し物、来店者に喜んでもらえる喫きつ茶さ店てんを作り上げようっていう約束、最後まで付き添そえなくて……ごめん。

　……約束？　ああ、俺にも姫野さんに────ミーナに伝えたい想いがあるんだ！

　ミーナ、お前はちゃんと還かえれたのか!?

　そのとき、俺の問いかけに返答するかのように、スマホの通知音が部屋に響いた。

　急いでスマホをタップし通知を確かく認にんすると、一通のメッセージが届いていた。

『早さ乙女おとめくんへ。今日、大事な話があります。放課後、あの場所で会いたいです』

　俺がミーナと一緒に苦労してゲットした『彼女』の連れん絡らく先さき。その彼女からのメッセージだった。

　早乙女くん……か。

　俺は複雑な想いを胸に抱いだきつつ、学校へ向かった。




　放課後。

　メッセージに書いてあった『あの場所』、なんの変へん哲てつもない普ふ通つうの階段。

　周囲は淡あわいオレンジ色に染まっており、そこに姫野実衣奈が佇たたずんでいた。

　踊おどり場にいる彼女の表情は、三階からは窺うかがうことができない。

　なんて声をかければいいのだろう。自分の気持ちにも整理ついてないのだから、無責任な言葉はかけられない。

「あ、あの──」

　全然成長してないな、俺。ミーナがいたら、軽く笑い飛ばされてしまうだろう。

　心の中の自じ嘲ちように突つっ込んでくれる人はもういないんだ。

　俺一人で目の前のヒロインと対たい峙じしなければならない。

「来てくれて、ありがとう」

　いつも近くで聴きいていた彼女の声。その声に引き寄せられるようにして、俺はゆっくりと階段を下りる。

　彼女の顔が夕ゆう陽ひに照らされ、徐じよ々じよに顕あらわになっていく。

　その彼女の表情を見て、俺は確信した。間ま違ちがいない、彼女は──

「っ…………ミーナ！」

「さおと……乙いつ綺きくん！　昨日は許さないなんて言って、本当にごめん！」

　そう言って謝った彼女は、今にも泣きだしそうな顔をしていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。それよりも、元に戻れて……大切な記憶が消えなくて、本当によかった」

「…………うん」

　彼女は大事な思い出を噛かみしめるように、両手を胸に当てて、ゆっくりと頷うなずく。

「一緒にプレイしたギャルゲーの記憶も……俺の中に、ちゃんと残ってるよ」

「あのときアキバで買ったギャルゲーは、あんまり面おも白しろくなかったけどね……ふふっ」

　泣きそうな顔を誤ご魔ま化かすためだろうか、彼女は少しだけ笑ってみせた。

「ああ。姫野さん、プレイ中にキレてたもんな」

「…………でも、もう一つのギャルゲーは神作だった」

　彼女は俺の目を真まっ直すぐ見つめて、力強く言った。

「本当かよ」

　神作かどうかは、まだ分からんだろう。

　伝えないと、俺のミーナに対する気持ち──想いを。

「お、お、俺さ」

　肝かん心じんな場面においてもコレだ。ミーナは俺が変わったって言ってたけど、俺は何も変わってないよ。こうして何もできず、大切な人に想いを伝えることすらできないままだよ。

（大丈夫、相手は私だよ。安心して）

　ふと、俺の耳元に聞き慣れた声が届いた。

　この声は俺の気のせいだろう。

　でも、それでも……勇気を与あたえてくれるのに充じゆう分ぶんだった。

「……なに、かな？」

　目の前の彼女は、微笑ほほえみながら俺の顔を試ためすように覗のぞき込んできた。

　そして、顔を離はなしてから──

　左髪をかき上げた。

　あのミーナが主人公の言葉を待っている。いつもは攻こう略りやくする側の……ミーナが。

　今日だけは、今だけは、俺が主人公なんだ！

　残りの人生、全部脇わき役やくでいい。裏方でいい。この瞬しゆん間かんだけは誰だれにも主人公を譲ゆずれねぇ！

「俺、ミーナのことが好きだ。姫野さんのことが好きだ。姫野実衣奈が大好きだ！」

　俺の告白を聞き終えると、彼女は満面の笑みを浮かべながら、握あく手しゆを促うながすように右手を差し出してきた。
















「──ヒロイン攻略、おめでとう！」

















あとがき









　三年前、急に両りよう脚あしが動かなくなりました。

　その後、心臓が苦しくなり、救急車で病院に運ばれて即そく入院することになりました。そのとき、病院のベッドで読んでいたのがファンタジア文庫のライトノベルでした。

　今後生きていく上で、両脚が動かない自分にできることはなんだろうと考えるようになっていた私は、読んでいたライトノベルに触しよく発はつされ、物語を作る──書くことを決心。創作活動を始めるには私の年ねん齢れいでは遅おそすぎるとも感じましたが、とにかく書きました。

　その一年後、長年一いつ緒しよに暮らしていたペットのカメが旅立ちました。年齢的に寿じゆ命みようだったのですが、小さい頃ころはカメは万年という言葉を信じていたので今でも落ち込んでいます。しかし、カメのようにゆっくりでもいいから、いつかは自分の書いた物語を世に出したいという想おもいも強くなり、年齢や病気を気にせず書き続け、賞を頂くことができました。

　そういえばカメって意外と動きが速かったな、なんてことを思い出します。




　はじめまして、織おり笠かさ遊ゆう人じんと申します。

　この度たびは本書をお手に取ってくださり、誠まことにありがとうございます。

　本作は第32回ファンタジア大賞にて《金賞＋葵あおいせきな賞》という栄えい誉よを頂いた応おう募ぼ作を改かい稿こうしたものになります。伝統ある賞の金賞というだけでも畏おそれ多いのですが、それ以上に、葵せきな先生の御ご尊名を冠かんした賞を頂いたことに大変な重みを感じております。

　あとがきで作品の魅み力りよくを必死にアピールしようと思いましたが、「葵せきな先生に評価された物語です！」と書いたほうが、私の駄だ文ぶんを書き連ねるより訴そ求きゆう効果が高いので割かつ愛あいさせて頂きます。その分、謝辞を述べさせて頂きたいと思います。

　まずは、初代担当編集者のＫ様。Ｋ様が担当に名乗り出て下さったことにより、私は作家としての第一歩を踏ふみ出すことができました。本当にありがとうございました。一日も早いご回復をお祈いのりしております。

　続いて、現担当のＴ様。急な担当変へん更こうでしたがスムーズに対応して下さり、ありがとうございました。素人しろうとが好き勝手書いた応募作をファンタジア文庫の作品に仕上げることができたのは、間ま違ちがいなくＴ様のおかげです。

　また、第32回ファンタジア大賞の選考委員の葵せきな先生、石いし踏ぶみ一いち榮えい先生、橘たちばな公こう司し先生、編集部の方々、選考に携たずさわって下さった全すべての皆みな様さまに感謝を申し上げます。まだスタートラインに立ったばかりの未熟な身ではありますが、いつかは頂いた賞に相応ふさわしい作家となれるよう、今後成長していけたらと願っております。

　そして、イラストレーターのさばみぞれ様。最高に可愛かわいいキャラクターたちを描えがいて下さり誠にありがとうございます。さばみぞれ様がイラスト担当を引き受けて下さらなかったら、本作は出版できなかった可能性もあるので感謝の念に堪たえません。

　本作を出版するにあたりまして、本当に多くの方々に御ご尽じん力りよくを頂いております。校正担当様、営業担当の方々や印刷所の方々……一冊の本を作り、全国の書店様に並べることができるのは、皆様のお力ちから添ぞえあってのことだと深く実感しております。この気持ちを忘れず、今後も気を引き締しめて執しつ筆ぴつ活動を続けてまいりたいと思います。

　最後に。

　読者の皆様へ。

　全ては読者様あっての作品づくりです。本作を読んで頂き、本当に、本当にありがとうございました。皆様へ最大の感謝を──
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